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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































わたしはね　懐なつかしいものがたくさんあるんだ

たとえば夏なつの雲くもとか　冷つめたい雨あめとか

秋あきの風かぜの匂においとか　春はるの土つちのやわらかさとか

夜よ中なかのコンビニの安あん心しんする感かんじとか

放ほう課か後ごのひんやりとした空くう気きとか

黒こく板ばん消けしの匂においとか

夜よ中なかのトラックの遠とおくの音おととか

ノボルくん　そういうものをね　わたしは

ずっとずっといっしょに

感かんじていたいって思おもっていたよ













　他た人にんから見みればつまらない物ものでも、本ほん人にんには大たい切せつな物ものってあると思おもう。

　いいかげん捨すててしまえばいいじゃないかってくらいに使つかい込こんでいて、へたしたらとっくに現げん役えき引いん退たいしているような代しろ物ものでも、本ほん人にんにしてみれば捨すてがたい思おもい出でがいっぱい詰つまっている、他ほかに代かえがたい唯ゆい一いつ無む二にの宝たから物もの。

　ぼくの場ば合あい、この古ふるびた携けい帯たい電でん話わがその大たい切せつな宝たから物もので、十じゅう数すう年ねん前まえのモデルでたぶんもう、現げん役えきで使つかってる人ひとは日に本ほん中じゅうどこを探さがしてもいないんじゃないかと思おもう。耐たい用よう年ねん数すうをとっくに超こしてしまっていることは間ま違ちがいない。

　ここ二年ねんくらいは使つかった記き憶おくがなくて、使つかえるかどうかもあやしい。いまはただのお守まもりがわりに持もち歩あるいている。使つかう必ひつ要ようがなくなったからだ。だけどこの携けい帯たい、かつては信しんじられないくらい遠とおい場ば所しょから発はっ信しんされた、大たい切せつな人ひとからのメールを、何なん通つうも何なん通つうも受うけ取とってくれた。詰つまっているのは、その大たい切せつな人ひととのほろ苦にがくやるせない思おもい出でだ。

　ぼくは寺てら尾お昇のぼる、二十七歳さい、通つう信しん技ぎ師し。宇う宙ちゅうで働はたらいている。













　　　２０４６年ねん７月がつ[image: ]放ほう課か後ご







　その日ひの長なが峰みねがいつもと違ちがっていたことに、ぼくはまったく気きづかなかった。

　いや、弁べん解かいめいて聞きこえてしまうかもしれないけど、少すくなくとも放ほう課か後ごいつもの場ば所しょ、階かい段だんの踊おどり場ばでいつものようにぼくを待まち伏ぶせしていた長なが峰みねの様よう子すに、これといって変かわった様よう子すは感かんじられなかった。

　そう、後あとになって思おもったことだけど、いつもより微び妙みょうにテンションが高たかかったかもしれない。長なが峰みね美み加か子こはどちらかというとおっとりとした性せい格かくの子こで、背せ丈たけは小ちいさいほうだし、クラスの女じょ子しの中なかでも一、二を争あらそうような美び人じんってわけでもないし、あんまり目め立だたない存そん在ざいだ。だけど、見みかけと違ちがって芯しんの強つよい子こだってことは、同おなじ剣けん道どう部ぶに籍せきをおいてまるまる二年ねんちょっと、間ま近ぢかに稽けい古こぶりを見み守まもってきたぼくが、誰だれよりもよーく知しっている。

　覚おぼえはそんなによくなかったけど、誰だれより稽けい古こ熱ねっ心しんで知しらない間あいだに腕うでを上あげていた。仲なか間まの女じょ子しが辛つらい稽けい古こと冬ふゆ場ばの体たい育いく館かんの冷れい凍とう庫こ並なみに冷ひえ切きった床ゆかに音ねをあげて、二年ねんの春はるを待またずにぼろぼろと辞やめていったというのに、長なが峰みねは弱よわ音ねひとつ吐はかずにがんばり通とおした。

　そのかいあって二年ねんの二学がっ期きから副ふく部ぶ長ちょうを務つとめることになった。できれば他ほかの部ぶ員いんに押おしつけたかったものの、顧こ問もんのご指し名めいでしぶしぶ部ぶ長ちょう職しょくを引ひき受うけてしまったぼくなんかよりも、本ほん来らいなら長なが峰みねのほうが高たかく評ひょう価かされるべきだった。

　副ふく部ぶ長ちょうとは名なばかりで、長なが峰みねは実じっ質しつ男だん子し部ぶ員いんのマネージャー的てき役やく回まわりとして裏うら方かたに徹てっすることになった。なにしろ女じょ子しの部ぶ員いんで最さい後ごまで残のこったのは長なが峰みねひとりで、新しん人じんを加くわえても団だん体たい戦せんにエントリーできるだけの頭あたま数かずが揃そろわなかったために、公こう式しき戦せんで彼女かのじょの腕うで前まえが発はっ揮きされることは一いち度どもなかったのだ。

　貧びん乏ぼうくじを引ひいてしまった長なが峰みねには申もうし訳わけなく思おもっている。「ふざけんな！　自じ分ぶんたちでやんなさいよ！」ってマジギレして大たい量りょうの汗あせ臭くさい洗せん濯たく物ものをブン投なげ、ぼくに退たい部ぶ届とどけを叩たたきつけてぷいといなくなっていても不ふ思し議ぎじゃなかったのに、長なが峰みねは不ふ平へいひとつもらさず剣けん道どう部ぶのためにがんばってくれた。

　そんなわけで、口くちに出だしていったことはないけど長なが峰みねには感かん謝しゃしている。

　ほんとに感かん謝しゃしている。口くちに出だしていったことがないのは、面めんと向むかっていうのは照てれくさいし、いざ長なが峰みねとふたりっきりになると、そういうまじめくさい話はなしはもうどうでもよくなってしまうからだ。

　長なが峰みねとは難むずかしい話はなしはしない。その日ひ学がっ校こうであったこと、きのう見みたドラマのことだとか、そうしたたわいもない話はなしを、もっぱらぼくが聞きき役やくになって一いっ方ぽう的てきに聞きかされている。だけど、苦く痛つうというわけではない。ほかの女じょ子しがどうだかはよくわからないけど、たぶん長なが峰みねはそうおしゃべりなほうじゃないと思おもう。むしろ無む口くちなほうかもしれない。でなけりゃ、長なが峰みねの待まち伏ぶせに毎まい度どまいど間ま抜ぬけ面づらしてとっ捕つかまってはいなかったはずだ。

　そう、その日ひの長なが峰みねは、どちらかというといつもより饒じょう舌ぜつだったかもしれない。

　そのくせ、なにかからぼくの関かん心しんを逸そらそうとでもするかのようにおちつきなく、ころころと目めまぐるしく話わ題だいをスキップさせた。

　午ご後ごの日ひ差ざしが、開あけ放はなたれた窓まどから容よう赦しゃなく降ふり注そそぐ踊おどり場ばの壁かべに、すこしもたれかかるようにして長なが峰みねは、英えい語ごの補ほ習しゅう授じゅ業ぎょうを終おえへろへろに疲つかれきって降おりてくるぼくを待まっていた。

「ノボルくん、期き末まつ試し験けんどうだった？」

　弾はずんだ声こえで長なが峰みねはそう聞きいた。

[image: ]

「補ほ習しゅう科か目もく以い外がいはなんとかね……。長なが峰みねは？」

「長なが峰みねはバッチリだったよ」

「じゃあ、行いけるかな？」

「いっしょの高こう校こう」

　うれしそうにそういった後あと、長なが峰みねは「あっ、きっと……」と自じ信しんなげにつけくわえた。

　それはてっきりぼくを気き遣づかってかけた言こと葉ばだろうって勝かっ手てに解かい釈しゃくして、ちょっとむっとこないでもなかったけれど聞きき流ながすことにした。

　当あたり外はずれの波なみが激はげしいぼくと違ちがって、長なが峰みねの成せい績せきは安あん定ていしている。目めを見み張はるほどの好こう成せい績せきってこともないけど、大おお崩くずれすることはめったにない。部ぶ活かつで忙いそがしかったんだから、そうそう勉べん強きょうしている暇ひまはなかったはずだけど、ああ見みえてここぞというときの集しゅう中ちゅう力りょくは抜ばつ群ぐんなのかもしれない。

　この調ちょう子しを崩くずさなければ、長なが峰みねならお目め当あての城じょう北ほく高こう校こうにすんなり合ごう格かくできるんじゃないかと思おもう。いっしょの高こう校こうに行いくには、こっちが背せ伸のびしなければならない。ほんとうのところ、ちょっと焦あせっている。

　長なが峰みねと連つれ立だって階かい段だんを降おり、校こう舎しゃ裏うらの自じ転てん車しゃ置おき場ばへ向むかう。

　途と中ちゅうぼくは、高こう校こう生せいになった長なが峰みねの制せい服ふく姿すがたを想そう像ぞうしていた。城じょう北ほく高こう校こうは成せい績せきでいくと校こう区く内ないで二番ばん手てくらいにつけてる進しん学がく校こうだが、知ち名めい度どって点てんでいえばピカイチの伝でん統とうを誇ほこっている由ゆい緒しょ正ただしき高こう校こうで、たしか創そう立りつ百五十周しゅう年ねんを二、三年ねん前まえに迎むかえているはずだ。

　だから校こう舎しゃから校こう則そくからなにもかにもが古ふるい。制せい服ふくも例れい外がいにあらずで、いつからそうと決きまっていたのかは定さだかではないが、男だん子しのガクラン、女じょ子しのセーラー服ふくを二十一世せい紀きも折おり返かえし地ち点てん間ま近ぢかだというのに頑かたくなに守まもり通とおしている。もっともなにもかにもが古ふるいままなのは古ふる株かぶの城じょう北ほく高こうに限かぎったことじゃない。例れいのタルシアン・ショックの余よ波はがいまだに尾おを引ひいているせいだ……。

　いや、タルシアン・ショックのことはどうだっていい。

　ものごころついたときから世よの中なかは、そういう体たい制せいになってしまっていたのだから。

　地ち方ほうと国こっ家かの予よ算さんのあらかたは、タルシアン関かん連れんにごっそりもっていかれて、公こう共きょう事じ業ぎょうに回まわせるのはほんの微び々びたる補ほ修しゅう費ひくらい。道どう路ろも橋はしも鉄てつ道どうもバス路ろ線せんも、学がっ校こうも病びょう院いんも交こう番ばんも消しょう防ぼう署しょも、まるっきりむかしのまんまの姿すがた。時ときが止とまってしまったかのようにここ五、六年ねん町まち並なみに変へん化かがない。いわゆる、国こっ家か総そう動どう員いん体たい制せい下かに置おかれているからなんだろうけど、それが長ちょう期き化かしあたりまえになってしまうと、たいした不ふ自じ由ゆうも感かんじずにすんでしまうのだ。

　また話はなしは横よこ道みちに逸それてしまった。

　問もん題だいは長なが峰みねのセーラー服ふく姿すがただ。

　長なが峰みねに似に合あうだろうか？

　うまく想そう像ぞうできなかった。

　一年ねん後ご、十五歳さいの長なが峰みね。背せはちゃんと伸のびているだろうか？

　それとも、いまみたいにちっちゃいままだろうか？




　自じ転てん車しゃ通つう学がくが認みとめられているのは、遠えん隔かくの一いち部ぶの区く域いきの生せい徒とと朝あさ練れんやってる部ぶ員いんに限かぎられている。

　だからルールどおりだと、ぼくはもう乗のってきちゃいけないことになるんだけど、かまわず使つかっている。そのへん長なが峰みねは生きまじめっていうか、融ゆう通ずうがきかない。副ふく部ぶ長ちょう職しょくを後こう輩はいに引ひき継ついだ次つぎの日ひから、すぐさま徒と歩ほ通つう学がくに切きり替かえた。おかげで長なが峰みねと帰かえるときには長なが峰みねに合あわせ自じ転てん車しゃは押おしていくしかない。乗のせてやるよっていっても、学がっ校こうの近ちかくじゃ絶ぜっ対たいに乗のろうとしない。

　長なが峰みねの歩ほ調ちょうに合あわせだらだらとどうでもいいような話はなしをしながら、おまけに寄より道みちまでして帰かえる。一分ぷん一秒びょうが貴き重ちょうな受じゅ験けん生せいにとって、とんでもない無む駄だをしていることになるんだけど、その無む駄だをけっこう楽たのしんでいる。

　自じ転てん車しゃを押おして校こう庭ていに出でた。

　グラウンドでは、サッカー部ぶ員いんたちが喚かん声せいをあげながらボールを追おっている。日ひは傾かたむきかけているというのに、熱ねっ気きは衰おとろえを知しらない。乾かわききった地じ面めんから陽炎かげろうが立たち上のぼり、サッカー部ぶ員いんたちを包つつみ込こんでいる。

　熱ねっ気きの渦うずに取とり込こまれて、溶とけかかったチーズのようにプレーしている選せん手しゅ全ぜん体たいがどろりと歪ゆがんで見みえる。俊しゅん敏びんな動うごきをしているはずが、まるでスローモーション画が面めんを見みているように緩かん慢まんに感かんじられた。

　ぼくらまでチーズにされてしまいそうで、熱ねっ気きを避さけて校こう庭てい脇わきの植うえ込こみの木こ陰かげを選えらんで校こう門もんへ向むかった。しきりと長なが峰みねが話はなしかけてくる。だけど長なが峰みねの声こえも熱ねっ気きで溶とけたようになってぼくの耳みみに届とどく前まえに言こと葉ばとしての体ていを失うしなってしまう。

　この耐たえ難がたい暑あつさなんかまったく気きにもとめていないかのように淀よどみなく話はなしかけてくる長なが峰みねに、ぼくはやっとの思おもいで生なま返へん事じを挟はさんでいた。すると、長なが峰みねの声こえともサッカー部ぶ員いんたちの喚かん声せいとも明あきらかに違ちがう音おん域いきの音おとが鼓こ膜まくに鳴なり響ひびいてきた。

　体からだ全ぜん体たいを震ふるわすような、重おもく低ひくい音おと。

　音おとは天てんから降ふり注そそぎ、大だい地ちを揺ゆるがしている。ボールを追おうサッカー部ぶ員いんたちの足あしが止とまり、誰だれからともなく上じょう空くうを見み上あげる。

「おっ！」

　つられて空そらを見み上あげたぼくは、ちょっと間ま延のびした声こえをあげてしまった。

　それは、抜ぬけるような青あお空ぞらにぽっかり浮うかぶ、ちっぽけなはぐれ雲ぐものように見みえた。

「宇う宙ちゅう船せん……」

　長なが峰みねも気きづいてまぶしそうに空そらを見み上あげていた。

「コスモ恒星間ナート宇宙戦艦・リシテア号ごう……。国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんの新しん鋭えい艦かん……」

　真まっ白しろでつるつるとしていて、優ゆう美びな曲きょく線せんにかたどられたその外がい観かんは、鋼こう鉄てつの構こう造ぞう物ぶつというより、しなやかな海うみの生いき物ものを思おもわせた。

　亜あ光こう速そく航こう行こうを可か能のうにした夢ゆめの宇う宙ちゅう船せんが、大たい気き圏けん内ないを自じ慢まんげにのっそりと、優ゆう雅がに飛ひ行こうしている。

　クルー募ぼ集しゅうキャンペーンの一いっ環かんとして、リシテア号ごうが日に本ほんにやってきたってニュースが流ながれたのは二、三週しゅう間かん前まえ。とはいっても、どこかの航こう宙ちゅう自じ衛えい隊たい基き地ちに寄き港こうしたまま、メディアにお披ひ露ろ目めされずにいたリシテア号ごうを、なんの前まえ触ぶれもなしに生なまで目めにすることになったんだから、正しょう直じきいって驚おどろいた。

　たぶん、選せん考こう会かいは基き地ち内ないで行おこなわれたんじゃないだろうか？

　実じつ物ぶつを目めにすることで、志し願がん者しゃの意い欲よくと士し気きもいっそう高たかまるってわけだろう。ただし、よくわからないのが、一いっ般ぱん公こう募ぼってふれこみながら、応おう募ぼ方ほう法ほうも選せん考こう基き準じゅんも一いっ切さい明あきらかにされていないということ。選せん抜ばつメンバーについて唯ゆい一いつぼくが知しっている情じょう報ほうといえば、日に本ほん人じん枠わくくらい。たしか、募ぼ集しゅう枠わく千人にんのうち、タルシアン・プロジェクトへの出しゅっ資し額がくに比ひ例れい配はい分ぶんして、二百二十人にんを日に本ほん人じんクルーが占しめるって話はなしだった。

「リシテア号ごうが飛とんでるってことは、もうメンバーの選せん考こうが終おわったのかな？」

　リシテア号ごうのことは、とりわけクラスの男だん子しの間あいだでも話わ題だいになっていた。

　ただ単たんにその雄ゆう姿しに惹ひかれて、とにかく乗のれるものならと、本ほん気きで応おう募ぼを考かんがえているやつも数すう人にんいた。いくら選せん考こう基き準じゅんが明あきらかにされていないとはいっても、誰だれがどう考かんがえたって中ちゅう学がく生せいまでその範はん疇ちゅうに入はいっているなんて、ありえないのに。

　でもまあ、血けっ気き盛さかんな中ちゅう学がく生せいにとって、宇う宙ちゅう船せん乗のりはたしかにあこがれだし、国こっ家かの威い信しんを背せ負おって晴はれてメンバーに選せん出しゅつされるってことは、とびっきり名めい誉よなことだ。それに加くわえて待たい遇ぐう面めんでも、人にん気きアイドル並なみの年ねん俸ぽうが保ほ証しょうされてるって、まことしやかな噂うわさまで流ながれてるくらいだから、志し願がん者しゃが殺さっ到とうしても不ふ思し議ぎはないかもしれない。

　だけど、なんで一いっ般ぱん公こう募ぼなんかするんだろう？

　千人にん規き模ぼの探たん査さ隊たいっていったって、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐん各かく編へん制せい国こくの自じ前まえの宇う宙ちゅう軍ぐんからスペシャリストを供きょう出しゅつすれば、それくらいすぐにでも達たっ成せいできる数すう字じじゃないだろうか。

　まあ、タルシアン関かん連れんのプロジェクトに関かんしては多おおかれ少すくなかれ謎なぞだらけで、一いち中ちゅう学がく生せいが疑ぎ問もんを挟はさんでみたって、なんの答こたえが得えられるわけでもないのはわかってるけど……。

「ざっと計けい算さんして、各かく県けんから四、五人にん選えらばれるってことかな。ひょっとしたら、この町まちからも、ひとりくらい選えらばれたかなあ……」

　そのひとりになることが、ラッキーなのかアンラッキーなのか、正しょう直じきいってぼくにはわからない。

　長なが峰みねを振ふり返かえると、「うん」と肯こう定ていとも否ひ定ていともつかない曖あい昧まいな返へん事じをしてうつむいてしまった。

「ああ、長なが峰みね。興きょう味みないよな。こんな話はなし」

　気きまずい雰ふん囲い気きがたちこめそうになるのを敏びん感かんに察さっ知ちして、ぼくは取とり繕つくろうようにして口くち早ばやに話わ題だいを切きり替かえた。

「いつものコンビニ寄よってく？」

「うん、寄よってく」

　校こう門もんを出でて、しばらくはちぐはぐな感かんじの会かい話わが続つづいた。

　あえてリシテア号ごうのことには触ふれまいと、ぼくは空そらを仰あおぎ見みないようにして進すすむ。

　ＪＲの踏ふみ切きりのところで遮しゃ断だん機きにつかまってしまった。どこからともなく聞きこえてくる蝉せみ時雨しぐれ。それに遮しゃ断だん機きの立たてるカンカンという甲かん高だかい音おとが重かさなる。

　暑あつさをいっそう倍ばい加かさせる神しん経けいに障さわる音おとたちの競きょう演えん。いや、もうひとつあった。

　頭ず上じょうからのしかかってくる重じゅう低てい音おん。見み上あげようとしたところで通つう過かするコンテナ列れっ車しゃが視し界かいを遮さえぎった。ゴトンゴトン、ゴトンゴトン。再ふたたび開ひらけた視し界かいの真ま正しょう面めんにリシテア号ごうがいた。さっきよりぐんと高こう度どを下さげている。どれくらいの高こう度どを飛とんでいるんだろう。距きょ離り感かんがつかめない。それでもまだかなりな高たかさを飛とんでいるのだろう、大おおきくなったとはいっても、まだペンケースくらいにしか見みえない。

　高こう度どを上あげ下さげしてるってことは訓くん練れん飛ひ行こうだろうか？

　選せん抜ばつメンバーを各かく地ちで拾ひろいつつ、全ぜん国こく行あん脚ぎゃを行おこなっているんだろうか？

「行いこう」

　長なが峰みねがシャツの袖そでを引ひっぱった。

　遮しゃ断だん機きはとっくに上あがり、警けい報ほうは鳴なり止やんでいた。




　放ほう課か後ごの寄より道みちっていったって、中ちゅう学がく生せいの行こう動どう範はん囲いだからたかが知しれてる。

　部ぶ活かつ帰がえりの空くう腹ふくをちょっぴり満みたしてくれるコンビニも、ぼくら中ちゅう学がく生せいにとっての数かず少すくない聖せい地ちのひとつだった。いつもの時じ間かん帯たい、いつものコンビニ。レジ前まえにできる見み知しった顔かおの行ぎょう列れつ。そしてにぎやかなしゃべり声ごえ。だけど、部ぶ活かつを辞やめたとたんに、その喧けん騒そうがうっとうしくなってしまった。だから、ぼくらはあえて通つう学がく路ろからちょっと外はずれたコンビニに寄より道みちするようになった。

　下げ校こう時じ間かんをとっくに過すぎてはいるけど、まだ部ぶ活かつが終おわるには間まがあるといった微び妙みょうな時じ間かん帯たい。お客きゃくそのものが少すくなくひっそりと静しずかで、見み知しった顔かおと出でくわすこともない。ちょっと後うしろめたいような秘ひ密みつめいた解かい放ほう感かんがたまらなく心地ここちよかった。

　そこでぼくらはおもむろに店てん内ないを一巡じゅんし、コミック雑ざっ誌しを立たち読よみしてひと呼こ吸きゅう置おき、さらにもう一巡じゅんし慎しん重ちょうに品しな選えらびしてお目め当あての商しょう品ひんをゲットする。もっとも部ぶ活かつを辞やめて腹はらペコ状じょう態たいから脱だっしてしまったぼくらが選えらぶのは、たいてい冷ひえたジュース一缶かんとかいった、つつましやかなものでしかない。

「どこ行いこう？」

　コンビニを出でて空そらを見み上あげた。ほんの短みじかい間あいだにリシテア号ごうは姿すがたを消けしていた。かわりに黒くろい雲くもが低ひくくたれこめて空そらを覆おおいはじめていた。

「バス停てい行いこうか？」

「うん、行いこう」

　ぼくらが目め指ざしたのは、「階かい段だん上うえ」っていうバス停てい。

　途と中ちゅう雲くも行ゆきはいよいよ怪あやしくなり、急きゅうに夜よるがやってきたかのように周しゅう囲いが暗くらくなったかと思おもうと、いきなり大おお粒つぶの雨あめが降ふり落おちてきた。

「急いそごう！」

　乾かわききって白しろっぽく粉こを吹ふいたようになっていたアスファルトが、たちまち黒くろい点てんで覆おおわれていく。夕ゆう立だちに打うたれながら、ぼくらは全ぜん速そく力りょくで駆かけた。

「ぬれちゃったね」

　休きゅう憩けい場ば所しょにバス停ていを選えらんだのは結けっ果か的てきに正せい解かいだった。バス停ていには待まち合あい場ば所しょとして、屋や根ねつきの年ねん季きの入はいった小こ屋やがついている。雨あま宿やどりにはうってつけの場ば所しょだ。

　小こ屋やに駆かけ込こむと長なが峰みねは、くすっと笑わらってベンチに座すわり、まだ息いきを荒あららげたままぐしょぬれの靴くつと靴くつ下したを脱ぬぎはじめた。制せい服ふくの短みじかいスカートからはみ出でている女じょ子しの生なま足あしは見み慣なれていて免めん疫えきになっているはずなのに、指ゆびの先さきまで無む防ぼう備びにさらけだされた長なが峰みねの足あしを間ま近ぢかに目めにするのははじめてのことで、ちょっとドキッとした。悲かなしいくらいに白しろくてかわいそうなくらいに細ほそかった。

　小こ屋やに先せん客きゃくはいなかった。ぼくらふたりが占せん有ゆうすることになった。降ふり募つのる雨あめを無む言ごんで眺ながめながら、渇かわいた喉のどに冷つめたいジュースを流ながし込こんだ。

　たぶん、次つぎのお客きゃくは来こないだろう。このバス停ていでいくら待まってもバスは来こない。なにしろバス停ていといっても、数すう年ねん前まえに路ろ線せんは廃はい止しになっている。バス会がい社しゃが倒とう産さんしたわけじゃないけど、経けい営えいの合ごう理り化かだとかで、路ろ線せんの見み直なおしがはかられたからだ。けっこうショックだった。バスも通かよわなくなったなんて。ぼくらの町まちをけっこう都と会かいのつもりでいたのに。

　バスは通とおらないのに、なぜだかバス停ていと小こ屋やは残のこされた。

　撤てっ去きょの費ひ用ようさえ会かい社しゃが惜おしんだのか、道みち案あん内ないの格かっ好こうの目め印じるしとして近きん隣りん住じゅう民みんの要よう望ぼうを入いれた結けっ果かなのか、そのあたりはよくわからないが、昼ひる間ま、集しゅう会かい所じょとして猫ねこたちに大おおいに重ちょう宝ほうがられているという噂うわさを聞きいたことがある。

　どっちにしても、この小こ屋やにいると、時ときが止とまっているどころか、逆ぎゃっ行こうしているんじゃないだろうかって錯さっ覚かくしてしまう。ほんとうにここだけ、平へい成せい、いや昭しょう和わの後こう期きに逆ぎゃく戻もどりしてしまってるんじゃないだろうか？

「長なが峰みね、長なが峰みねは高こう校こう行いっても剣けん道どう続つづけるんだろ？」

　小こ止やみになってきた雨あめを見みつめながら、ぼくはそう聞きいた。

「さあ、どうかな……」

「実じつ力りょくあるんだから、もったいないよ。続つづけないと」

「だけど、ミカコはノボルくんと違ちがってあんまり活かつ躍やくできなかったし、剣けん道どう、もういいかなって……」

「だからよけいに続つづけてほしいんだ。城じょう北ほく高こうだと、剣けん道どう部ぶしっかりしてるし、女じょ子し部ぶ員いんも大おお勢ぜいいるし、ぜったい活かつ躍やくできるから……」

「わたし、べつに目め立だとうなんて思おもっていないから……。それに、中ちゅう学がくの部ぶ活かつ、ちゃんと楽たのしんでたから……」

「洗せん濯たくとかが……？」

「うん、洗せん濯たくとか応おう援えんとか。それより、ノボルくんは剣けん道どう続つづけるの？」

「もちろん」

「ふーん。そんなこといって、ほんとはわたしといっしょの部ぶ活かつに入はいりたいんでしょ」

　いたずらっぽい目めをして長なが峰みねはいった。

「おまえ、なにいってるんだよ」

　半はん分ぶん当あたってる。あわててぼくが言いい繕つくろうと、一いっ本ぽん取とったって得とく意い気げな顔かおしてうれしそうに笑わらった。




　雨あめ上あがりの町まちは、生いき返かえったようにおだやかに呼こ吸きゅうしていた。

　長なが峰みねを後うしろに乗のせ、冷ひんやりとした空くう気きを全ぜん身しんに受うけ、暮くれゆく町まちをペダルをこいだ。

　二人ふたり乗のりを嫌いやがっていた長なが峰みねが、きょうに限かぎってためらいもなく後うしろに乗のってくれた。

　長なが峰みねは、いまどんな顔かおをしているだろう？　両りょう肩かたにそっと乗のせられた手てから、長なが峰みねの体たい温おんが生なま乾がわきのシャツを通とおして微かすかに伝つたわってくる。

「空そら、きれいだね」

　夕ゆう映ばえの空そらをぼくらは見み上あげた。

　雲くもも高こう層そうマンションも電でん柱ちゅうも、茜あかね色いろに輝かがやいていた。

　見み慣なれているはずの風ふう景けいが、まるで初はじめて来きた場ば所しょみたいにぼくの目めに新しん鮮せんに映うつった。できればこの美うつくしい光こう景けいのまま、時ときが止とまってくれればいいのにと、詩し人じんにでもなった気き分ぶんでふと思おもった。だけど、得えがたい至し福ふくの時じ間かんはそう長ながくは続つづかなかった。あの不ふ快かいな重じゅう低てい音おんがまた、頭ず上じょうからのしかかってきたのだ。

　今こん度どのは、いっそう強きょう烈れつだった。髪かみの毛けが逆さか立だち全ぜん身しんが粟あわ立だった。無む視しできずにブレーキをかけペダルを止とめ、リシテア号ごうを探さがして上じょう空くうを見み回まわした。だけどどこにも白しろく優ゆう美びな姿すがたはない。

　すると、頭ず上じょうを背はい後ごから掠かすめるようにして、白しろい物ぶっ体たいが視し界かいを埋うめて出しゅつ現げんした。

　超ちょう低てい空くうを、リシテア号ごうは飛とんでいたのだ。

「でけー！」

　ばかみたいにポカンと口くちを大おおきく開あけ、およそなんの工く夫ふうもない言こと葉ばをぼくはもらしていた。それしか反はん応のうしようがなかった。

　一いっ瞬しゅん視し界かいを埋うめ尽つくしたかと思おもうと、猛もうスピードでリシテア号ごうは前ぜん方ぽうへ飛とび去さっていく。去さり際ぎわにリシテア号ごうは左さ右ゆうに黒くろい物ぶっ体たいを射しゃ出しゅつした。五体たいずつ都つ合ごう十の物ぶっ体たいは、思おもい思おもいの航こう跡せきを描えがいて、リシテア号ごうを追おっていく。

「トレーサーだ！」

　リシテア号ごうに積せき載さいされたトレーサーは、人ひと型がたをした有ゆう人じん探たん査さ機きだ。その原げん型けいは、火か星せい探たん査さ用ように開かい発はつされたものだと聞きいている。リシテアに積つまれたトレーサーは、次じ世せ代だい型がたの最さい新しん鋭えい機きだ。陸りく海かい空くうはもちろん、宇う宙ちゅう空くう間かんでだって自じ在ざいに動うごき回まわれる万ばん能のうマシンで、タルシアンの技ぎ術じゅつが随ずい所しょに応おう用ようされてるって噂うわさだ。

「ああ、やっぱりオペレーターの訓くん練れんが始はじまってるんだ」

　長なが峰みねが身み近ぢかにいることも忘わすれて、ぼくはトレーサーの軌き跡せきに見みとれてしまった。

　まるっきし他人ひと事ごとに思おもえていた、火か星せい調ちょう査さ隊たいの惨さん劇げきや、その後ごの一いち連れんのタルシアン・ショックやタルシアン探たん査さ隊たいや、そのメンバー選せん考こうのことが、にわかに現げん実じつ味みをおびて感かんじられてきた。

　リシテア号ごうを追おうようにしてまたペダルをこぎはじめたときだった。

「ノボルくん……」

　長なが峰みねがぼくに身みを寄よせてきた。

　髪かみの毛けが首くび筋すじに触ふれ、長なが峰みねが顔かおを近ちかづけてくるのがわかった。

　耳みみ元もとに息いきがかかり、長なが峰みねが次つぎになにをいおうとしているのかと、ぼくは緊きん張ちょうした。だけど、長なが峰みねの発はっした言こと葉ばはおよそぼくの想そう像ぞうしたものとはかけ離はなれていた。

「わたしね、あれに乗のるんだよ」
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　長なが峰みねの言こと葉ばの意い味みを把は握あくするのに実じっ際さいは五秒びょうとかからなかったはずだけど、主しゅ観かん的てきには二時じ間かんばかし混こん乱らんしていたように感かんじられた。

　どういう順じゅん序じょで事じ態たいを正せい確かくに理り解かいし事じ実じつとして受うけ入いれたのかよくは覚おぼえていないけど、「からかってるんだろ？」とか、最さい初しょは現げん実じつ的てきな反はん応のうをしたはずだ。そんな冗じょう談だんみたいな話はなし、信しんじろってほうが無む理りってもんだ。

　だって、長なが峰みねは中ちゅう学がく生せいで女おんなの子こで、しかも知ち力りょく体たい力りょく的てきにとりたてて非ひ凡ぼんな才さい能のうの持もち主ぬしってわけでもないのだから。どうして、平へい凡ぼんな女じょ子し中ちゅう学がく生せいがトレーサー乗のりなんかに選えらばれなきゃならないんだ？

　そこらの選せん考こう過か程ていについて、長なが峰みね本ほん人にんの説せつ明めいはいまひとつ要よう領りょうを得えなかった。

「おまえ、志し願がんしたの？」ってストレートに聞きいてみたけど、もちろんそんなはずはなかった。六月がつの第だい一土ど曜ようだかに防ぼう衛えい省しょうのエージェントだかが自じ宅たくを訪おとずれ、両りょう親しんを交まじえて「是ぜ非ひ選せん考こうテストを受うけてほしい」と説せっ得とくにかかったのだという。前ぜん後ごの状じょう況きょうから判はん断だんすると、両りょう親しんには先せん刻こく通つう知ち済ずみだったように思おもえる。

　でもって選せん考こうは航こう宙ちゅう自じ衛えい隊たい広こう報ほう部ぶさいたま支し部ぶとやらで行おこなわれた。難むずかしい知ち能のうテストや体たい力りょく測そく定ていが待まってるものと思おもいきや、面めん接せつ官かん五人にんを前まえに簡かん単たんな面めん談だんがなされただけで、選せん考こうテストはものの十分ぷんそこらで終おわってしまった。「拍ひょう子し抜ぬけしちゃった」と長なが峰みねは笑わらって教おしえてくれた。いや、笑わらえる話はなしじゃないだろ。

「他ほかにはどんな人ひとが受うけに来きてた？」

「その時じ間かんに来きてたのはわたしひとりだった」って返へん事じ。

　で、合ごう格かくの通つう知ちはすぐさま舞まい込こんだ。

「ちょっと待まってくれ」と十秒びょうくらいの考こう慮りょ時じ間かんをもらって話はなしを頭あたまから整せい理りし、ぼくは聞きいた。「それって、拒きょ否ひ権けんはなかったの？」長なが峰みねはきょとんとした顔かおで他人ひと事ごとのように答こたえた。「そんなこと考かんがえもしなかった」

　有ゆう事じ法ほうの特とく別べつ条じょう項こうとして五年ねん前まえに国こっ会かい決けつ議ぎされた「タルシアン特とく別べつ法ほう」によれば、「国こっ家かが関かん与よするタルシアン関かん連れんのすべてのプロジェクトに関かんして、すべての国こく民みんには可か能のうな限かぎり協きょう力りょくする義ぎ務むがある」ということになる。ああ、たしかに……。

　法ほう律りつを持もち出だされては従したがうしかないのかもしれない。だけどぼくには納なっ得とくがいかなかった。どう考かんがえたって理り不ふ尽じんだ。事じ態たいが半はん分ぶん飲のみ込こめてきたあたりで、だんだん腹はらが立たってきた。それは、ひとつには長なが峰みねがいままでぼくに内ない緒しょにしていたせいもある。そんな重じゅう要ような決けっ定ていをぼくにはひとことの相そう談だんもなしに……。

「だって、守しゅ秘ひ義ぎ務むがあるっていわれたんだもの。今こん後ごの選せん考こう作さ業ぎょうの妨さまたげになるから、入にゅう隊たい日びまで誰だれにも口こう外がいしちゃダメだって、黒くろ服ふくのエージェントから念ねんを押おされたの」長なが峰みねは悲かなしそうな目めをしていった。入にゅう隊たい日びはまだまだ先さきのことだったけど、秘ひ密みつにしておけなかったから打うち明あけたんだと。

「誰だれにもしゃべっちゃダメだよ。騒さわがれるの好すきじゃないから……」親したしい女おんなの子この友とも達だちにもまだ内ない緒しょにしているらしい。ぼくだけ特とく別べつ扱あつかいってことだ。そのこと自じ体たいはうれしかったけど、長なが峰みねの今こん後ごのことを考かんがえると、能のう天てん気きに喜よろこぶ気き分ぶんにはとてもなれなかった。

　ばかみたいにあれこれ思おもいつくことを質しつ問もんし、すっかり暗くらくなるころに長なが峰みねを自じ宅たくの高こう層そうマンションに送おくり届とどけ、「とにかく、体からだに気きをつけろよ」って神しん妙みょうな顔かおしていったら、「お別わかれいうのはまだ先さきのことよ」って笑わらわれてしまった。

　当とうの本ほん人にんはもう肝きもが据すわってる感かんじだった。

　長なが峰みねの住すんでるマンションは超ちょう高こう層そうで、しかも、長なが峰みねの住じゅう居きょはほとんど最さい上じょう階かいに近ちかいところらしい。ぼくが送おくっていくのはエントランスの前まえまでで、もちろん家いえに招まねき入いれられたことは一いち度どもない。よくよく考かんがえてみれば、両りょう親しんの顔かおも知しらない。たしか、両りょう親しんとも県けん庁ちょうに勤つとめてるって聞きいたことがある。あと、ひとりっ子こだってことくらいは知しってる。長なが峰みねとは、小しょう学がっ校こうは別べつだったし中ちゅう学がっ校こうでも三年ねんになるまでクラスは別べつだった。考かんがえてみれば、長なが峰みねのことは知しっているようで実じっ際さい知しらないことだらけだ。




　長なが峰みねのマンションからの帰かえり道みち、ぼくは長なが峰みねの両りょう親しんの顔かおを知しらないことを歯は痒がゆく思おもった。両りょう親しんしてどんな顔かおで長なが峰みねの入にゅう隊たいを受うけ止とめたのか、想そう像ぞうがつかなかったからだ。笑え顔がおで祝しゅく福ふくしたんだろうか？　それとも悲ひ嘆たんにくれた顔かおで長なが峰みねを慰なぐさめたんだろうか？

　その夜よるは考かんがえることがいっぱいで、受じゅ験けん勉べん強きょうが手てにつかないどころか、まったく寝ねつけなかった。あしたどういう顔かおして長なが峰みねと教きょう室しつで会あえばいいのかわからなかった。どっちにしても夏なつ休やすみまでは幾いく日にちもない。秘ひ密みつを守まもり通とおすことはそう難むずかしくないように思おもえた。

　最さい終しゅう的てきに考かんがえたことは、ぼくになにができるかってことだった。

　長なが峰みねにしてやれることってなんだろうって考かんがえた。具ぐ体たい的てきになにをすればいいのか考かんがえているうちに、長なが峰みねが入にゅう隊たいするタルシアン探たん査さ隊たいについての知ち識しきが、あまりに乏とぼしいことに気きづかされた。

　学がっ校こうの図と書しょ室しつで調しらべればいいって思おもったけれど、あしたが待まてなくって携けい帯たいの情じょう報ほうサービスサイトにアクセスして片かたっ端ぱしから関かん連れん情じょう報ほうをかき集あつめた。どこをどう検けん索さくしても、選せん考こう基き準じゅんはわからない。わかったことは、タルシアン探たん査さの旅たびに先さき立だって、選せん抜ばつメンバーの訓くん練れんが来らい春しゅん、火か星せい基き地ちで行おこなわれるってことだった。

　火か星せい！

　あの長なが峰みねが火か星せいへ！

　ますます実じっ感かんがわかなかった。

　やっぱり担かつがれてるんじゃないかって思おもった。

　でも、長なが峰みねは冗じょう談だんいうようなタイプの子こじゃない。きっと火か星せいに行いくんだろう。

　で、火か星せい行いって、その先さきどこへ連つれてかれるんだ？　そもそも、タルシアンって、どこから来きたんだ？

　もちろんわかってる。それがわからないから、それを知しりたいから探たん査さ隊たいが組そ織しきされたってことは。だけど、あのタルシス遺い跡せき調ちょう査さ隊たいの惨さん劇げき以い来らい、タルシアンは地ち球きゅうはおろか火か星せいにだって姿すがたを現あらわしていないっていうのに、おせっかいにもあえて彼かれらの行方ゆくえを探たん索さくする必ひつ要ようがどこにあるのだろう？

　それに、どこにいるともしれない異い星せい人じんを探さがす旅たびは、いつまで続つづくのだろう？　探たん査さ隊たいに駆かり出だされた長なが峰みねは、いつ地ち球きゅうに帰かえってこられるんだ？

　昼ひる間まの長なが峰みねの言げん動どうのほんとの意い味みが、そのときになってひとつひとつ理り解かいできた。

　同おなじ高こう校こうに行いけるどころか、ぼくが高こう校こう生せいになったころには、長なが峰みねははるか宇う宙ちゅうの彼方かなたにいるんだ。きっと宇う宙ちゅうには、高こう校こうもなければ剣けん道どう部ぶもなければ、寄より道みちできるようなコンビニだってないんだろうなって、あたりまえのことに気きづいた。

　だけど、一いっ生しょう続つづく旅たびってわけではない。長なが峰みねはきっとすぐに戻もどってくるさ。

　きっと、すぐに。

　すぐっていつ？

　高こう一の間あいだに？

　それとも？




　どういう顔かおもなにも、寝ね不ぶ足そくの悲ひ惨さんな顔かおで翌よく日じつ登とう校こうすることになった。

　だけど意い外がいなことに、教きょう室しつに長なが峰みねの姿すがたはなかった。その日ひ長なが峰みねは欠けっ席せきした。きのうの雨あめで風邪かぜでもひいてしまったんじゃないかと心しん配ぱいになって、休やすみ時じ間かんにメールを打うった。だけど長なが峰みねからの返へん事じは届とどかなかった。放ほう課か後ごまたメールした。やっぱり返へん事じはなかった。

　その翌よく日じつが、一学がっ期き最さい後ごの日ひだった。

　長なが峰みねの姿すがたはやっぱりなかった。

　帰かえりに長なが峰みねのマンションを訪たずねてみようかとも思おもったけど気きがひけた。

　繰くり返かえし何なん度ど打うってもメールに返へん事じはない。なんだろ？　家か族ぞくとお別わかれの旅りょ行こうにでも出でたんだろうか？

　入にゅう隊たい日びを聞きいておくんだった。でも、いくらなんでも義ぎ務む教きょう育いく修しゅう了りょう前まえ、ってことはないだろう。まだ、二学がっ期きも三学がっ期きもある。焦あせることはない。それまでにまだ何なん度どだって会あえるし、伝つたえておくべきことを伝つたえるチャンスもあるはずだ。

　伝つたえておくべきこと？

　元げん気きでやれよって励はげましの言こと葉ば？

　部ぶ活かつで面めん倒どうかけたって感かん謝しゃの言こと葉ば？

　それとももっと別べつななにか大たい切せつなこと？

　とにかく、さよならの挨あい拶さつだけはしとかなきゃ。

　それに、親したしい仲なか間まを呼よんでのささやかな壮そう行こう会かい。

　だけど、そうしたぼくの思おも惑わくは、ことごとく裏うら切ぎられることになった。

　長なが峰みねから久ひさ々びさのメールが届とどいたのは、夏なつ休やすみが始はじまって五いつ日か目めのこと。発はっ信しん場ば所しょは月つき軌き道どう上じょうのリシテア号ごう艦かん内ないからだった。
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　──落おちついて、ミカコ。

　まず、敵てきの発はっ見けん。全ぜん方ほう位いに意い識しきを集しゅう中ちゅう。

　死し角かくになりやすい後こう方ほうと頭ず上じょう、及および足そっ下かにつねに留りゅう意いすること。

　やってるわ。レクチャーどおり。それにシミュレーターで何なん度ども経けい験けん済ずみ。

　本ほん物もののトレーサーでだって、月げつ面めんで何なん度ども訓くん練れん済ずみ。基き本ほん的てき諸しょ動どう作さ、体たい験けん済ずみ。本ほん物ものも贋にせ物ものも、そんなに変かわりない。だって、本ほん物ものの中なかにいるいまだって、外そとを直ちょく接せつ見みてるんじゃなくて全ぜん方ほう位いスクリーンに映うつし出だされた映えい像ぞうを見みてるだけだから。

　だけど、ちょっと違ちがうのは、本ほん物ものならではの加か速そく感かん。いまだって、火か星せい地ち上じょう基き地ちから急きゅう発はっ進しん、急きゅう上じょう昇しょうしたばっかり。眩暈めまいがしそうなくらいのすごい加か速そく感かん。

　オペレート・ブースにも慣なれた。ペダル操そう作さと、腕うでの振ふりと、パネルに合あわせた指ゆび先さきの動うごきも。

　今こん回かいのはそんなに難むずかしくないはず。敵てきは一機きのみ、攻こう撃げき手しゅ段だんはミサイル弾だんのみ。敵てきの反はん撃げきなし、従したがって回かい避ひ行こう動どうの必ひつ要ようなし。超ちょう簡かん単たんってとこ。だけど、実じっ戦せんじゃきっとこうはいかないはずよね。もちろん、訓くん練れんもだんだんと難むずかしい条じょう件けんがついてレベルアップしてくるんだろうけど……。

　でも、ミッション・メニューによれば、戦せん闘とう訓くん練れんばっかり組くまれてる。

　これってなんか、おかしくない？

　どうして？　タルシアンと戦たたかうことを想そう定ていして？

　わかんない。いまは考かんがえたってしょうがない。

　与あたえられたこと、できることをやるだけ。

　そう、いまやってることに集しゅう中ちゅうしよう。

　経けい過か時じ間かん、百二十秒びょう。……一、二、三。

　もうそろそろ、射しゃ出しゅつされたターゲットが出しゅつ現げんするはず。

　あ！　アラーム鳴なった。

　どこ、どこなの？

　落おちついて。

　あ！　見みつけた！

　ターゲット・ロック！　ファイヤー！

　……お願ねがい、当あたって！




　トレーサーのバックパックから、ミサイルが続つづけ様ざまに射しゃ出しゅつされた。

　左さ右ゆうから二対つい、都つ合ごう四基き。一基きの大おおきさはほんのコーヒー缶かんほどしかないが、破は壊かい力りょくは抜ばつ群ぐん、運うん動どう性せい能のうも極きわめて高たかい。

　ミカコの放はなったミサイル四基きは、演えん習しゅう用ようの白しろい模も擬ぎ機きめがけ、それぞれ異ことなった軌き跡せきを描えがいて追つい尾びしていく。模も擬ぎ機きの機き体たいは、エイを思おもわせる外がい見けんをしている。その形けい状じょうと運うん動どうはタルシアン単たん体たいを擬ぎして設せっ計けい設せっ定ていがなされたとされているが、実じっ際さいのところタルシアン単たん体たいに関かんする情じょう報ほうは極きわめて限かぎられている。

　ミサイル四基きが異ことなった動うごきをしているのは、標ひょう的てきの回かい避ひ運うん動どうに対たい抗こうするためだ。標ひょう的てきをチームワークで追おい込こむ追つい尾びのフォーメーションには十じゅう数すうのパターンがあるが、どれを選えらぶかはトレーサオペレー乗りーターの経けい験けんと瞬しゅん時じの判はん断だんに委ゆだねられる。

　ミカコは新しん米まいのオペレーター。しかも本ほん物ものの弾たまを撃うつのはこれがはじめてだ。初しょ心しん者しゃ向むきに標ひょう的てきの回かい避ひ運うん動どうは単たん純じゅん化かされてはいるが、一基きでも命めい中ちゅうすれば及きゅう第だい点てん。四基きとも外はずした場ば合あいに備そなえ、オペレーターはトレーサー本ほん体たいでの追つい尾びも行おこなわなければならない。

　模も擬ぎ機きはブースターを噴ふかせ速そく度どを上あげ、直ちょく線せんに近ちかい動うごきで振ふり切きりにかかる。

　散さん開かいしていた四つのミサイルは、模も擬ぎ機きの描えがいた軌き跡せきに吸すい寄よせられるようにして寄より集あつまり、ほぼ同どう一いつ軌き道どう上じょうを列れつをなすようにして追つい従じゅうする。さらにその背はい後ごからミカコを乗のせたトレーサーが遠えん隔かく追つい尾びする。

　追つい跡せき劇げきの背はい景けいには、赤あか茶ちゃけた乾かわいた大だい地ち。火か星せい上じょう空くう広こう範はん囲いにわたる空くう域いきを、ミカコは独どく占せんしている。はるか高こう高こう度どからはコスモ恒星間ナート宇宙戦艦が見み下おろし、地ち上じょうからは訓くん練れん基き地ちとその周しゅう辺へんで出で番ばんを待まつ十じゅう数すう体たいのトレーサーが見み上あげて、ミカコの戦たたかいぶりにいくつもの視し線せんが注そそがれている。しかし、機き内ないで奮ふん闘とうしているミカコに、オペレーター仲なか間まや教きょう官かんの視し線せんを気きにしている余よ裕ゆうはなかった。

　──お願ねがい、当あたって！

　祈いのるような気き持もちで、ミカコはスクリーンを注ちゅう視しする。

　先せん頭とうを奔はしるミサイルが模も擬ぎ機きを捉とらえた。距きょ離りを一いっ気きに縮ちぢめ背はい後ごから襲おそいかかる。

　がしかし、命めい中ちゅうするかに見みえた刹せつ那な、模も擬ぎ機きは体たいをひらりとかわし、きわどいタイミングで初しょ弾だんをやりすごした。

　その回かい避ひパターンを読よみ取とって、二基き目めはすぐさま軌き道どうを変かえた。大おおきく膨ふくれ、標ひょう的てきの退たい路ろを断たつべく鼻はな先さきに回まわり込こもうとする。

　模も擬ぎ機きは接せっ近きんしてきた二基き目めを避よけようと、さらに軌き道どうに修しゅう正せいを加くわえ機き体たいを横よこ滑すべりさせる。その動うごきを予よ知ちしていたかのように、三基き目め四基き目めが徒と党とうを組くんで躍おどりかかる。

　スクリーンを見みつめていたミカコが大おおきな瞳ひとみを輝かがやかせた。

　──ほんとに？

　エイのひれのように張はり出だした翼つばさ部ぶ分ぶんに、二基きのミサイルは命めい中ちゅうし貫かん通つうして星ほし空ぞらめがけて飛とび去さっていった。爆ばく発はつは起おこらない。弾だん頭とうは装そう填てんされていなかった。

「やった！　当あたったのね」

　ミカコは思おもわずひかえめな歓かん声せいをあげた。
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　ミッションの成せい功こうに高こう揚ようし頬ほおを紅こう潮ちょうさせている。

　スクリーンに映うつし出だされた、トレーサーの外がい装そうカメラが捉とらえた映えい像ぞうと、その周しゅう辺へんに張はりつけられた機き載さいコンピュータからの解かい析せきデータや支し援えんメッセージの表ひょう示じは、何なん度ども繰くり返かえしたシミュレーターのそれとさほどの違ちがいはなかったものの、やはり本ほん物ものに乗のっているんだとの思おもいがミカコを熱あつくさせていた。

　ミッション終しゅう了りょうを告つげる機き載さいコンピュータの冷れい静せい沈ちん着ちゃくな声こえが流ながれる。

　ミカコは唇くちびるをすぼめ、ふうと息いきを吐はいた。

　──戻もどらなくっちゃ。

　次つぎの訓くん練れん生せいが出で番ばんを待まっている。速すみやかに訓くん練れん空くう域いきを明あけ渡わたさなければならない。

　立りっ体たい画が像ぞうとして手て元もとに浮うかび上あがるタッチパネルに指ゆび先さきを躍おどらせ、ミカコは訓くん練れん基き地ちへの帰き還かんを命めいじた。制せい御ぎょガスを胴どう体たいのあちこちから順じゅん次じ噴ふん出しゅつさせ方ほう向こう転てん換かんをはかると、トレーサーは頭とう部ぶを地ち表ひょうに向むけスカイダイバーさながらに、ほとんど自じ由ゆう落らっ下かに任まかせて一いっ直ちょく線せんに堕おちていった。

　赤あかい大だい地ちと銀ぎん色いろに光ひかる建けん造ぞう物ぶつが猛もうスピードで迫せまってくる。

　ミカコは淋さびしげな表ひょう情じょうをしていた。




「シャンプー分わけてくれる？」

　間ま仕じ切きりの半はん透とう明めいのビニールカーテンが揺ゆれて、泡あわまみれの腕うでがミカコの目めの前まえににゅっと伸のびてくる。

「えっ。配はい給きゅう分ぶん、使つかっちゃったんですか？」

　ミカコは使つかっていたシャワーを止とめ、隣となりを振ふり返かえった。

　カーテンを透すかして、ボディラインがおぼろげに浮うかび上あがる。

　身しん長ちょうはさほど差さがないものの、メリハリのついたその曲きょく線せんが描えがく全ぜん体たい像ぞうに圧あっ倒とうされるものを覚おぼえた。

「だって、これっぽっちじゃ半はん分ぶんも洗あらえない。リシテアじゃ、贅ぜい沢たくいえないのわかってるけど、ここ、火か星せいでしょ。水みずはふんだんに使つかえるはずよね。まったく、シャンプーくらいケチることないのにね」

「ええ、それはそうだけど……。あっ。わたし、ショートだからそんなにいらないから」

　チューブ入いりのシャンプーを、ミカコは差さし出だされた手てに握にぎらせた。

「ありがと」

　半はん開びらきのカーテンの奥おくに手てが引ひっ込こむ。シャワーがいったん止やみ、シャカシャカとシャンプーを泡あわ立だてる音おとがしてくる。

「使つかい切きっちゃうよ」

「えっ。ええ」

　そう返へん事じするしかない。

「きょうの結けっ果か、どうだった？」

「三回かいとも命めい中ちゅう」

「すごい。ひょっとして、二号ごう機きに乗のってなかった？」

「ええ」

「あたしなんか、居い残のこり組ぐみ。それもいちばん最さい後ごにどうにかクリア」

「それじゃ、十二号ごう機きの……？」

「ビンゴ！」

　勢いきおいよくカーテンが全ぜん開かいにされた。

「あたし、北ほう條じょう里さと美み。この先さき思おもいやられるけど、よろしくね」

　額ひたいの泡あわを手ての甲こうでかきあげながら、挨あい拶さつしてくる。

　ミカコはとっさに胸むねを隠かくし、驚おどろきの表ひょう情じょうで隣りん人じんを見みつめた。

「わたし、長なが峰みね美み加か子こ」

　戸と惑まどいをあらわに、掠かすれ声ごえで挨あい拶さつする。

「中ちゅう学がく生せい……？」

　これ見みよがしに豊ゆたかな胸むねを突つき出だし、サトミはじろじろと、ミカコにボディチェックを入いれる。

「違ちがいます。この春はる、卒そつ業ぎょうしてます。っていうか、式しきには出でられなかったけど」

「あ、ほんとに。そうよね、急きゅうな召しょう喚かんだったんでしょ。でも、出しゅっ席せき日にっ数すう足たりたの？」

「足たりてないけど、特とく例れいってことで。でも、卒そつ業ぎょうっていっても記き録ろく上じょうのことで、卒そつ業ぎょう証しょう書しょももらってないし、実じっ感かんないんです」

「ふーん。ひょっとして訓くん練れん生せいの中なかで最さい年ねん少しょうかもね？　ああ、ごめんごめん。あたしは十七歳さい。ふたつ年とし上うえのお姉ねえさんってとこ。あたしの場ば合あいは、自じ分ぶんから高こう校こう中ちゅう退たいしちゃった。エージェントさんの話はなしだと、休きゅう学がく扱あつかいでも、卒そつ業ぎょう扱あつかいでもどっちでもいいってことだったけど、就しゅう職しょく先さき決きまったようなもんだから、べつに高こう卒そつの学がく歴れきなんて必ひつ要ようないかって」

　サトミは甲かん高だかい声こえでケラケラと笑わらった。

「友とも達だちできた？」

「そんな余よ裕ゆうなくて。それに、まわりはみんな年とし上うえのひとばっかりだから……」

「年とし上うえっていってもそんなに差さはないよ。知しってる友とも達だちの中なかで、最さい年ねん長ちょうでもせいぜい二十一だもの」

「それに、わたし人ひと見み知しりするほうだから……」

「だったら、あたしが友とも達だちになってあげる。あんまり頼たよりにならないかもしれないけど、よろしくね」

　サトミは泡あわまみれの手てを差さし出だし、胸むねを隠かくしていたミカコの手てを強ごう引いんに引ひき剥はがして握あく手しゅをした。あらわになったミカコの胸むねは、たしかに中ちゅう学がく生せいと見みられてもしかたないくらいに薄うすかった。

「でも、女おんな友とも達だちばっかできても、正しょう直じきなとこつまんないよね」

　ミカコはどう答こたえていいのかわからず、笑わらってごまかした。

「きっと新あたらしい出で会あいがあるって、期き待たいして入にゅう隊たいしたのに。がっかりよね。だまされたって感かんじ。ちょうどカレシとケンカ別わかれしたばっかりだったから、それもあって志し願がんしたんだけどさ」

「えっ。男おとこの隊たい員いんは他ほかの艦かんにいるんじゃ？」

「あたしも最さい初しょはそう考かんがえた。一隻せきあたりのクルーが百名めい。それ、全ぜん員いんが日に本ほん人じんの女じょ性せいで占しめられていても、割わり当あてからしたら一いち応おう問もん題だいないかなって。でも、やっぱり変へんよ。月つきでの訓くん練れんのとき、基き地ちの人ひとからこっそり聞きき出だして、わかったの。とりあえず、知しってる限かぎりでは、男おとこはまだひとりも訓くん練れん受うけてないって」

「ほんとに……？」

「ほんとに。でも、がっかりすることないよ。火か星せい基き地ちでの訓くん練れんは当とう分ぶん続つづくっていうし、ちょっとオジサンばっかりではあるけど、各かっ国こく代だい表ひょうのイケメンも揃そろってるから。ただし、競きょう争そう率りつ高たかいけどね」

「わたし、そんなつもりないから……」

「マジメなんだ。優ゆう等とう生せいタイプだね。でも、いまのうちに楽たのしまなきゃソンだよ。それこそ、訓くん練れん期き間かん終おわってコスモナート勤きん務むが決きまったら、もう、男おとこっ気けなしだからね」

「でも、艦かんに誰だれもいないってことは……？」

「うん、もちろん艦かん長ちょうに航こう法ほう士し、通つう信しん技ぎ師し、最さい低てい限げんのメンテ要よう員いんは乗のってるらしいけど、じいさんばっかしだって話はなし。あとは、省しょう力りょく化かのためだとかで、調ちょう理りや清せい掃そうなんかの艦かん内ない業ぎょう務むはほとんど無む人じん化かされてるって」

「じゃ、隊たい員いんは女おんなばっかし？」

「そういうこと」

「でも、どうして？」

「知しらないわよ。そんなこと。理り由ゆうなんかわからないわよ。もちろん、お偉えらいさんの考かんがえたことだから、ちゃんとした理り由ゆうづけあるんでしょうけど」

「ちょっとだまされたみたいで、複ふく雑ざつな気き分ぶん……」

「まあ、深ふかく考かんがえたってしょうがないよね。それより、タダで宇う宙ちゅう観かん光こうできるだけでもめっけもんじゃない。レジャーランド化かされてるっていったって、月つきだってそう簡かん単たんに行いけるわけじゃないのに、その月つきどころか、火か星せいまで来これたんだもの。無む重じゅう力りょくも、１／６Ｇも１／２Ｇも体たい験けんできたしね。……そうそう、知しってる？　集しゅう中ちゅう訓くん練れんが終おわったら、火か星せい観かん光こうが待まってるんだってよ。例れいのタルシス遺い跡せきも間ま近ぢかに見みられるよ」

「タルシス遺い跡せき……？」

　ミカコはきょとんとした顔かおをした。

「ほら、タルシアンの語ご源げんになった遺い跡せきのこと。第だい一いち次じ有ゆう人じん火か星せい探たん検けん隊たいが発はっ見けんした、地ち球きゅう外がい文ぶん明めいの痕こん跡せき……」

「あ、知しってる！　社しゃ会かいの教きょう科か書しょに写しゃ真しん載のってた」

「そうそう、それそれ。それじゃ、サトミお姉ねえさんが観かん光こうガイドを兼かねてタルシス遺い跡せきについてレクチャーしてあげる。都と市しらしきもの、小しょうタルシアンと巨きょ大だいタルシアンの化か石せきらしきもの……。そりゃもう、今こん世せい紀き最さい大だいの発はっ見けん！　っていうか、地ち球きゅう人じん類るい以い外がいの知ち的てき生せい命めい体たいの存そん在ざいが実じっ証しょうされたわけだから、世せ界かいは大おお騒さわぎ。大だい大だい大だい大だい大だいカルチャー・ショックを受うけたわけよ。でもって、遺い跡せきの脇わきにベースキャンプが設せつ営えいされて、本ほん格かく的てき発はっ掘くつ調ちょう査さが開かい始しされたってわけ。それが、いまを去さること八年ねん前まえ、２０３９年ねんのこと。あたしが九歳さい、あなたが七歳さいだった年としね。おぼろげにだけど、そのときの中ちゅう継けい画が像ぞう、脳のう裏りに焼やきついてる」

「わたし、記き憶おくにない……」

「そりゃ、小しょう四と小しょう二じゃ、大おおきな違ちがいよ。それでね。細ほそ々ぼそと調ちょう査さは継けい続ぞくされ、調ちょう査さ隊たいの中ちゅう間かん報ほう告こくをもとに、本ほん格かく的てきな調ちょう査さ隊たい「第だい一いち次じ火か星せい文ぶん明めい調ちょう査さ隊たい」が組そ織しきされ、火か星せいに派は遣けんされたの。ところが、思おもいもかけない事じ態たいが彼かれらを待まっていたってわけ。ベースに到とう着ちゃくするや、長なが旅たびの疲つかれを癒いやす間まも惜おしいとばかり、調ちょう査さ隊たいの面めん々めんは精せい力りょく的てきに活かつ動どうしはじめたの。機き材ざいと人じん員いんを大たい量りょう投とう入にゅうしての本ほん格かく調ちょう査さが開かい始しされて、ほんの一週しゅう間かんも経けい過かしないころだったかしら、ちょうど、連れん日じつ連れん夜や休やすみなしの中ちゅう継けい報ほう道どうもクールダウンして、ニュース番ばん組ぐみの枠わく内ないでしか関かん連れん映えい像ぞうを流ながさなくなってたころのこと。速そく報ほうニュースとして、様よう相そうを一いっ変ぺんさせたタルシス遺い跡せきの映えい像ぞうが流ながされたの。遺い跡せきの半はん分ぶん以い上じょうとベースキャンプが、ごっそり消しょう滅めつしてたってことね。核かく爆ばく弾だん並なみのエネルギーが一いっ気きに爆ばく発はつしたって感かんじ。このときのショッキング映えい像ぞう、覚おぼえてるでしょ？」

「ごめんなさい。リアルタイムで見みた記き憶おくがないの。もちろん、爆ばく発はつのシーンは繰くり返かえし流ながされてる映えい像ぞうだから後あと追おいで見みたことあるけど……」

「なんだ、知しってるんじゃない。話はなしてソンした。ってこともないけど、ついでだから、その後ごの経けい過かも全ぜん部ぶ話はなしておきましょう。数かず少すくない生せい存ぞん者しゃの証しょう言げんから、これが事じ故こではなく破は壊かい行こう為いだってわかった。タルシス遺い跡せきから出しゅつ土どしたのとそっくりな大だいタルシアンが出しゅつ現げんし、調ちょう査さ隊たいを襲おそったってことね。知しってのとおり、直ちょく後ごには封ふう印いんされた映えい像ぞうも、翌よく年ねんには公こう表ひょうされた。大だいタルシアンの一いち群ぐんがベース上じょう空くうに映うつってるやつ。その後ごの経けい過かは中ちゅう学がっ校こうで習ならったとおり。米べい国こく主しゅ導どうによる国こく連れん決けつ議ぎでタルシアン条じょう約やくが成せい立りつし、条じょう約やくを批ひ准じゅんするかたちで各かっ国こく独どく自じに非ひ常じょう事じ態たい宣せん言げんを発はつ令れいしたの。でもって、最さい優ゆう先せんされたのが、タルシアンの探たん索さくだったってわけ。どこから、なんの目もく的てきで彼かれらはやって来きたのか？　もちろん、侵しん略りゃく目もく的てきって最さい悪あくのシナリオが真まっ先さきに考こう慮りょされたから、全ぜん地ち球きゅう的てき規き模ぼでの防ぼう衛えいシステムの構こう築ちくも同どう時じになされたわけ。間まに合あわせではあるけど、国こく連れん加か盟めい主しゅ要よう国こくの各かっ国こく既き存そんの宇う宙ちゅう軍ぐんを母ぼ体たいに、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんが編へん制せいされたってこと……」

「そこら、知しってます。学がっ校こうで習ならったから」

　ミカコは真しん剣けんな表ひょう情じょうでうんうんとうなずいてみせた。

「それでもって、どういう経けい緯いかは定さだかでないけど、あたしたちがタルシアン探たん査さ隊たいの選せん抜ばつメンバーに選えらばれて、タルシアン探さがしの旅たびに出でることになったのよね」

「全ぜん世せ界かいを代だい表ひょうして選えらばれたんだから、名めい誉よなことですよね」

「そうなんだけど、いまひとつ、実じっ感かんわかないよね。なにしろ、タルシアンってあれ以い来らい一いっ回かいも姿すがたを現あらわしてないんだから。侵しん略りゃく目もく的てきって線せんは消きえたって考かんがえて間ま違ちがいないと思おもうけどね……」

　腕うで組ぐみをし、サトミはしばらく考かんがえるそぶりをしたが、すぐにまた口くちを開ひらいた。

「あら、話はなし込こんじゃったみたいね。早はやく着き替がえないと、夕ゆう食しょく食たべ損そこなっちゃうよね。生せい鮮せん野や菜さいにありつけるのも、いまのうちだけだものね。たっぷり栄えい養よう補ほ給きゅうしとかないと。それじゃ、食しょく堂どうでね。いっしょの席せきで食たべましょ」

　にっこり笑わらうとサトミは、勢いきおいよくカーテンを閉しめた。

　すぐにシャワーの音おとが響ひびきだした。ミカコも冷さめ切きってしまった体からだを温あたためようと、ふたたびシャワーのコックをひねった。




　食しょく堂どうは大だい盛せい況きょうだった。

　どのテーブルも二十歳はたちそこそこの娘むすめたちに占せん拠きょされていっぱいになっている。

　その半はん分ぶんほどはすでに食しょく事じを終おえているのだが、この場ばを去さりがたい様よう子すでおしゃべりに夢む中ちゅうになっている。中なかにはおしゃべりの輪わには加くわわらず、地ち球きゅうに残のこした家か族ぞくに向むけてか、手てにした携けい帯たい電でん話わで黙もく々もくとメールを打うっている娘むすめもいる。さながら、女じょ子し大だいの学がく食しょくを思おもわせる風ふう景けいだった。

　支し給きゅうされたＩＤカードをセンサーにかざし、カウンターから料りょう理りを盛もりつけたトレイを受うけ取とると、ミカコは自じ分ぶんの席せきをさがして食しょく堂どう内ないを見み回まわした。いくつものグループができあがっていて、そうそう勝かっ手てに割わり込こんでよさそうな席せきは見みつからない。

　当とう惑わくしていると、「こっちよ」と手てを振ふって招まねき寄よせてくれる娘むすめがいた。

　シャワールームでいっしょになったサトミだった。

　大たい半はんが支し給きゅうされた揃そろいのトレーナー姿すがたでゆったりとくつろぎモードに入はいっているなかで、サトミはジーンズの上じょう下げをワイルドに着きこなしていた。

　ミカコは席せきと席せきの隙すき間まを縫ぬって、ゆっくり慎しん重ちょうに進すすんだ。火か星せいへ到とう着ちゃくしてまだ二ふつ日か目め、Ｇに慣なれきっていなくて、気きをつけないとついつい飛とび跳はねてしまいそうになる。

　いま来きたばかりなのか、それともミカコを待まってくれていたのか、サトミのトレイはまだ手てがつけられていなかった。向むかい合あわせの席せきにつき、ミカコは静しずかにトレイを置おいた。

「ひとつ聞きいていい？」

　サトミは頬ほお杖づえをついていった。

「気きを悪わるくしないでほしいんだけど、あなたってけっこう頑がん固こな性せい格かくしてるでしょ」

　なぜ、そんなことをいわれるのか、ミカコは不ふ思し議ぎでならなかった。

「……どうして？」

「だって、あなたが着きてるそれって、たぶん、中ちゅう学がくで使つかってたジャージでしょ」

　サトミがミカコの着きている服ふくを指ゆびさしていった。

「服ふく装そうは自じ由ゆうだって聞きいてたし、これ、いちばん楽らくでいいから……」

「そうかもしれないけど、たぶんメインは別べつな理り由ゆうでしょ。中ちゅう学がく生せいの自じ分ぶんのままでいたいって、そういうことじゃない？」

「そんなこと……」

　否ひ定ていしかけて言こと葉ばにつまってしまった。

　意い識しきして着きていたわけではなかったが、たしかにサトミの指し摘てきは当あたっていた。

「ごめんね、だから気きを悪わるくしないでっていったんだけど……。さ、食たべましょ。野や菜さい類るいは全ぜん部ぶ火か星せい産さん。氷ひょう結けつした地ち下か水すいをふんだんに使つかって栽さい培ばいしてるんだって。ただし、太たい陽よう光こうの照しょう度どが足たりないから、地ち球きゅう上じょうより生せい育いくが遅おそいんだって……。里さと芋いもの味噌みそ和あえに金きん平ぴらゴボウ。味噌みそ汁しるのお味噌みそに具ぐのお豆とう腐ふやなんかまで、現げん地ち生せい産さんらしいわよ。もちろん、お米こめもね。泣なかせてくれるよね。あたしたちのために、和わ食しょくの食しょく材ざいをわざわざ栽さい培ばいしてくれてたのかしら。どうでもいいけど、スタッフに感かん謝しゃして、いただきまーす」

「いただきまーす」

　箸はしをつける前まえにミカコはジャージのポケットから携けい帯たい電でん話わを取とり出だしトレイの横よこにそっと置おいた。

「重じゅう力りょくが関かん係けいしてるのかもしれないけど、ご飯はんの炊たき上あがりがいまひとつよね。でもまあ、贅ぜい沢たくはいってられないか」

　ひとくち箸はしをつけた白はく米まいを噛かみ締しめながら、サトミがいった。

「あっ、また気きを悪わるくするかもしれないけど、ひょっとして彼かれからのメール待まち？」

　手てにした箸はしでミカコの携けい帯たいを指さしていった。

「彼かれっていうんじゃないけど……」

「どれどれ、貸かして」

　サトミが素す早ばやく手てを伸のばし、ミカコの携けい帯たいを掠かすめ取とる。

　待まち受うけ画が面めんには、頭あたまに手て拭ぬぐいを巻まいた道どう着ぎ姿すがたのノボルの横よこ顔がお。

「フーン。けっこうイケメンじゃん」

　サトミがニヤッとする。

「やめてください！」

　ミカコは慌あわてて携けい帯たいを奪うばい返かえした。

「同どう級きゅう生せい？　どこまでいったの？」

「そんなんじゃないんです」

　ミカコは顔かおを赤あからめ強つよく否ひ定ていした。
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「じゃ、告こく白はくした？」

「してないし、されてもいない。クラブがいっしょで、いっしょの高こう校こう、行いけたらいいねって約やく束そくしてたんだけど……」

「そうか、彼かれは高こう校こう上あがったんだね。でも、あなたは火か星せい、そして気き持もちは中ちゅう学がく生せいのまんまか……」

　箸はしを止とめ、ミカコはうつむいてしまった。

「あっ、ごめん。あたしってイジワルな女おんなだね。カレシいないもんだから、うらやましくて嫉しっ妬としてるのかも。待まっていてくれる人ひとがいるんだもの。すごく幸しあわせよね。あたしも、ふたりの交こう際さい、応おう援えんするからね」

「ありがとう。サトミさんって正しょう直じきな人ひとなんですね」

　笑え顔がおを取とり戻もどし、ミカコは純じゅん火か星せい産さんの味噌みそ汁しるに口くちをつけた。





■　　　　　　　■　　　　　　　■







ノボルくん。

火か星せいでは、ずっと演えん習しゅうでした。

わたし、これでも選せん抜ばつメンバーの中なかでは成せい績せき良よかったのよ。

オリンポス山さんも見みたし、マリネリス峡きょう谷こくにも行いったよ。

もちろん、タルシス遺い跡せきにも。教きょう科か書しょで見みるのとは大おお違ちがい。

住じゅう居きょ跡あととか公こう園えんみたいな場ば所しょだとか、調ちょう査さが終おわって公こう開かいされてる場ば所しょは限かぎられてたけど、間ま近ぢかに見みられて、すごく興こう奮ふんしたよ。

太たい陽よう系けいは地ち球きゅう人じんだけのものじゃなかったんだなって。

ずっとずっとはるか昔むかし、地ち球きゅうに文ぶん明めいが誕たん生じょうするよりもっと昔むかし、彼かれらはすでに高こう度どな文ぶん明めいを築きずいていたんだなって実じっ感かんできて、驚おどろきだった。

遺い跡せきのすぐそばには、慰い霊れい塔とうが建たてられていたよ。タルシアンの攻こう撃げきにあって、尊とうとい命いのちを失うしなった第だい一いち次じ火か星せい文ぶん明めい調ちょう査さ隊たいのひとたちの御み霊たまが祀まつられているの。

タルシアンは、どうしてあんなむごいことをしたの？

彼かれらに断ことわりなしに、勝かっ手てに遺い跡せきの秘ひ密みつを暴あばこうとしたから？

だとしたら、彼かれらの怒いかりはまだおさまっていないよね。

地ち球きゅう人じんは、彼かれらの文ぶん明めいの秘ひ密みつを徹てっ底てい的てきに暴あばこうとしている。

彼かれらから学まなんだ高こう度どなテクノロジーを、すぐさま吸きゅう収しゅうして、いろんなものに応おう用ようしている。

リシテア号ごうにも、彼かれらのテクノロジーがいっぱい詰つまってる。

たとえば、亜あ光こう速そく航こう法ほうとその駆く動どう系けい。さらにもっとすごいのが自じ律りつ型がたのハイパードライブが可か能のうなこと。一・五光こう年ねんの距きょ離りを一いっ気きにワープできるんだよ。

こんどは彼かれらの技ぎ術じゅつを使つかって、わたしたちが彼かれらを追おう番ばん。

彼かれらを追おって遠とおい宇う宙ちゅうへ出でていく日ひが、刻こく一いっ刻こくと近ちかづいてくる。

次つぎのメールは木もく星せいの衛えい星せいイオへ向むかうリシテア号ごうからかな。

あした火か星せいを発たちます。

だんだんと、ノボルくんとの距きょ離りが隔へだたっていくね。

メールの着ちゃく信しん所しょ要よう時じ間かんもどんどん大おおきな数すう字じになっていく。

イオに着ついても、きっとメールは届とどくよね。

だって、イオにはちゃんと中ちゅう継けい基き地ちがあるんだから……。

それじゃまた。




成せい績せき優ゆう秀しゅうなミカコより　　　
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■　　　　　　　■　　　　　　　■







ノボルくん。

突とつ然ぜんいなくなってしまってゴメンね。

ミカコはいま、月つきのベースキャンプにいます。

ちゃんとお別わかれをするつもりでいたんだけど、お迎むかえはなんの前まえ触ぶれもなしに突とつ然ぜんやって来きたの。

ノボルくんと雨あま宿やどりしていっしょに帰かえったあの日ひの深しん夜や、例れいのエージェントがやって来きて、一時じ間かんで支度したくしろってムチャいったの。ひどいよね。

そんなのないって、両りょう親しんも憤ふん慨がいしてた。

あわてて着き替がえをバッグに詰つめ込こんで、気きがついたら航こう宙ちゅう自じ衛えい隊たいさいたま基き地ちへ向むかう、彼かれらの車くるまの中なかだった。

みんなとお別わかれするのは、卒そつ業ぎょう式しきのもっと後あとだって思おもい込こんでたのに、ひどいよね。

でも、拉ら致ちされるみたいに連つれ去さられて、かえって良よかったかもって思おもってる。みんなにはナイショで入にゅう隊たいの日ひが近ちかづくのを一日にち一日にち待まってるのって、耐たえられなかったと思おもう。

それに、いざお別わかれってなったら、きっと泣ないてしまってたと思おもう。泣ないたら、行いくのイヤだって、甘あまえん坊ぼうさんみたいにダダこねてたよ。

とにかく、ミカコは無ぶ事じ入にゅう隊たいしました。

そして、思おもいのほか元げん気きにやってます。

さいたま基き地ちで簡かん単たんな入にゅう隊たい手て続つづきをして支し給きゅう品ひんを手て渡わたされて寝ねる間まもなしに早そう朝ちょうシャトルに押おし込こまれ、月つきステーションに一泊ぱくして、拉ら致ち四よっ日か後ごには、晴はれの海うみにある国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんのベースキャンプに到とう着ちゃくしてたの。

さっそくオリエンテーションを受うけ、やっと個こ室しつに解かい放ほうされて、いまこうやってノボルくんにメール打うってるの。

もちろん、両りょう親しんに先さきに打うったけどね。

ちゃんと、届とどいたかな。

って、両りょう親しんに打うったメールで、月つきからでも届とどくことは確かく認にん済ずみだけどね。だけど、これから艦かん隊たいが移い動どうするたびに、いろんな中ちゅう継けい衛えい星せいを経けい由ゆして届とどけられることになるから、ノボルくんから発はっ信しんするメールは、うまく届とどかないこともあるかも。

でもだいじょうぶ。ミカコはまめにメールするつもり。

どこでなにやってるか、ちゃんと報ほう告こくするから安あん心しんしてね。

ミカコの今こん後ごの予よ定ていだけど、あしたからさっそく研けん修しゅう開かい始し。

りっぱなトレーサー・オペレーターになるべく、レクチャー受うけるの。本ほん物ものに乗のらせてくれるのはいつの日ひかな？

それじゃ、夏なつ休やすみ楽たのしんでね。

おっと、受じゅ験けんが控ひかえてるんだったね。

あんまりがんばりすぎて、体からだこわさないように。

それから、冷つめたいものも控ひかえるようにね。

めざせ、志し望ぼう校こう突とっ破ぱ！　ファイト！

それじゃ。




拉ら致ちされた美び少しょう女じょミカコより　　　







■　　　　　　　■　　　　　　　■






　空から元げん気きなのか、それともほんとに舞まい上あがってしまっているのか、長なが峰みねから送おくられてきたメールは妙みょうにテンションの高たかい文ぶん面めんだった。

　でもまあ、経けい緯いはともあれ、無ぶ事じ入にゅう隊たいできてよかった。

　ぼくは、すぐさまメールを打うった。

　たしかに、携けい帯たいの通つう信しん可か能のう範はん囲いは宇う宙ちゅうにまで広ひろがっている。特とく別べつな機き能のうというわけじゃなくて、ごく普ふ通つうに、どんな携けい帯たいでも宇う宙ちゅう─地ち球きゅう間かんでの交こう信しんが可か能のうだ。

　理り屈くつではそうわかっていても、平へい凡ぼんな一いち中ちゅう学がく生せいがその機き能のうを試ためしてみる機き会かいなんていままで一いち度どもなかった。なにしろ、宇う宙ちゅうに住すんでるメル友ともなんていないから。

　でも、いまや三万まん人にんを超こす人ひと々びとが、恒こう常じょう的てきに宇う宙ちゅうで働はたらいているってことは知しっている。

　とはいっても、月つき以い遠えんの宇う宙ちゅうに人じん類るいが進しん出しゅつしたのはつい最さい近きんのことで、宇う宙ちゅうで働はたらくといっても、そのほとんどはいわゆる宇う宙ちゅうステーションと呼よばれる地ち球きゅう低てい軌き道どう上じょうにうじゃうじゃと漂ただよう構こう造ぞう物ぶつと、月げつ面めん施し設せつに限かぎられている。

　宇う宙ちゅうの利り用よう目もく的てきは様さま々ざま。軍ぐん事じ目もく的てき、科か学がく研けん究きゅう、医い療りょう目もく的てき、娯ご楽らく観かん光こう目もく的てき、民みん間かんの新しん素そ材ざいの研けん究きゅう開かい発はつ、映えい画が産さん業ぎょうのロケ地ちとして、報ほう道どう機き関かんの発はっ信しん拠きょ点てんとして……。

　だけど、最さい近きんはもっぱら軍ぐん事じ目もく的てきが優ゆう先せんされているらしい。

　タルシアン・ショック以い来らい、航こう路ろの安あん全ぜん確かく保ほの意い味み合あいもあって、民みん間かんのシャトル便びんは総そう本ほん数すうの規き制せいを受うけているし、宇う宙ちゅうおよび月げつ面めんの民みん間かん施し設せつは、次つぎ々つぎと国こく連れんに買かい取とられ宇う宙ちゅう軍ぐん関かん連れんの施し設せつへと衣ころも替がえされていった。

　その一いっ方ぽうで、タルシス遺い跡せきの出しゅつ土ど品ひんから得えられたタルシアン文ぶん明めいの高こう度どな科か学がく技ぎ術じゅつは、宇う宙ちゅう分ぶん野やに即そく座ざに還かん元げんされ、めざましい発はっ展てんを遂とげていった。だけど、そうやって宇う宙ちゅう技ぎ術じゅつが発はっ展てんすればするほど、ぼくら一いっ般ぱん人じんには宇う宙ちゅうはより縁えん遠どおい存そん在ざいとなっていった。最さい新しんテクノロジーはもっぱらＮＡＳＡナサと米べい国こく宇う宙ちゅう軍ぐんを機き軸じくとする国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんが独どく占せんし、一いっ切さい公こう表ひょうしようとしなかったからだ。

　宇う宙ちゅうに関かんする情じょう報ほうは規き制せいを受うけ、日ひを追おって庶しょ民みんの目めから遠とおざけられていった。

　そんな希き少しょうな宇う宙ちゅう関かん連れん情じょう報ほうの中なかで、タルシアン探たん査さ隊たいに関かんするものだけは、例れい外がい的てきに数かず多おおく発はっ信しんされ、規き制せいも比ひ較かく的てきゆるやかだった。「我われ々われ人じん類るいは常つねにタルシアンの脅きょう威いに曝さらされている」のだということを全ぜん世せ界かいの人ひと々びとの脳のう裏りに焼やきつけるために、意い図と的てきなリークがなされていたのかもしれない。

　……というわけで、長なが峰みねから届とどいたメールは、ぼくにとって宇う宙ちゅうを身み近ぢかに感かんじさせてくれるものだった。

　理り屈くつで届とどくとわかっていても、月げつ面めんへ向むけてメールを発はっ信しんするなんて、初はじめてのことだ。ほんとに無ぶ事じに届とどくのか？　夜よ中なかメールを発はっ信しんした直ちょく後ご、ぼくは外そとに飛とび出だして夜よ空ぞらを見み上あげた。月げつ齢れい三みっ日かくらいのやせ細ほそった月つきが、低ひくい位い置ちに頼たよりなげに顔かおを覗のぞかせていた。

　そのときぼくは、長なが峰みねがすごく遠とおくへ行いってしまったことを実じっ感かんした。

　──長なが峰みねは、あんなところにいるんだ。

　しかし、ぼくがもっぱら感かんじたのは、ふたりを隔へだてている距きょ離り感かんのことで、見み知しらぬ環かん境きょうに放ほうり込こまれ、きのうまでとまったく異い質しつな生せい活かつを余よ儀ぎなくされている長なが峰みねが、どういう心しん境きょうでいるかについては、ほとんど考かんがえがまわらなかった。




　それから半はん年とし、ぼくらはいい意い味みで励はげまし合あい、メール交こう換かんを続つづけた。

　片かたやトレーサー乗のり、片かたや高こう校こう生せいを目め指ざし、日ひ々びの努ど力りょくを称たたえエールを送おくり合あった。

　だけど、正しょう直じきなところ、ぼくは複ふく雑ざつな心しん境きょうだった。

　直ちょく接せつ会あえないからとかいった、そういう単たん純じゅんな理り由ゆうじゃない。

　ぼくは、長なが峰みねの身みを案あんじる一いっ方ぽうで、長なが峰みねをうらやましくも思おもい、うとましくも思おもった。

　長なが峰みねのやってることは、大たい変へんかもしれないけど、人じん類るいに貢こう献けんするといった崇すう高こうな目もく的てきと使し命めいに裏うら打うちされた立りっ派ぱなものだ。それにくらべ、ぼくのやってることといえば、ぼく自じ身しんの将しょう来らいという地じ味みで矮わい小しょうな目もく的てきのためでしかない。しかも、長なが峰みねには将しょう来らいが約やく束そくされているが、ぼくには高こう校こう生せいになれるという保ほ証しょうさえない。

　いいよなあ、長なが峰みねは。なんて、本ほん気きでうらやんだりもした。

　それに、こっちがひとつでもよけいに英えい単たん語ごを暗あん記きしようって躍やっ起きになって単たん語ご帳ちょうと格かく闘とうしてるときに、唐とう突とつに着ちゃく信しん音おんが鳴なったりすると、勘かん弁べんしてくれよって正しょう直じきうざったく思おもわないでもなかった。

　その日ひの訓くん練れんメニューと成せい績せき。反はん省せい点てん。夕ゆう食しょくメニューとその味あじにつけた評ひょう点てん。各かく教きょう官かんにまつわるゴシップとあだ名な。月げつ面めんから見みえる日ひ々びの地ち球きゅうの様よう子すと雲くもの動うごきを読よんでの長なが峰みね独どく自じの天てん気き予よ報ほう……。しかし、そうした話わ題だいのどれひとつをとっても、受じゅ験けん生せいには無む縁えんで無む益えきなものばかりだ。

　そんな状じょう況きょうに耐たえかねて、年としが明あけ入にゅう試し本ほん番ばんまで二ヶか月げつを切きったころ、しばらくメールのやりとりをお休やすみしようって自じ分ぶんから提てい案あんした。まったく自じ分ぶん勝かっ手てで心こころの狭せまい人にん間げんだって、自じ分ぶんで自じ分ぶんが嫌いやになってしまった。

　長なが峰みねとのメール交こう換かんを理り由ゆうにはしたくなかったけど、受じゅ験けん勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできなかったってことはあるかもしれない。直ちょく前ぜんの追おい込こみはたいした成せい果かをあげなかった。

　どうにかなるさといった投なげやりな気き分ぶんに支し配はいされたまま入にゅう試し当とう日じつを迎むかえ、結けっ果か的てきにどうにかなって志し望ぼう校こうに合ごう格かくした。




　春はるが来きて、ぼくは晴はれて高こう校こう生せいになった。

　長なが峰みねからの激げき励れいのメールが効きいたのかもしれないと、都つ合ごうよく解かい釈しゃくした。

　まったく、身み勝がっ手てなやつだ。

　まだ、月げつ面めんでの訓くん練れんが続つづいているのかどうか、確かく信しんはもてなかったけれど、とにかく合ごう格かくしたことを伝つたえておこうとベースキャンプへ向むけて短みじかいメールを打うった。けれどもそのメールは長なが峰みねには届とどかなかった。長なが峰みねはすでに月げつ面めんキャンプを離はなれ、次つぎのキャンプ地ちへ向むかうリシテアの艦かん内ないにいた。ちょっとしたメールの行いき違ちがいがおこった。

　だけど長なが峰みねはぼくの合ごう格かく発はっ表ぴょうの日ひを覚おぼえてくれていて、リシテア艦かん内ないにいることと、ぼくの合ごう否ひを尋たずねる短みじかいメールを、翌よく日じつ送おくってくれた。ぼくはすぐに返へん信しんした。

[image: ]

　すると長なが峰みねからは、二ヶか月げつの時ときの空くう白はくを一いっ気きに埋うめようとするかのように、携けい帯たいのメモリーに収おさまりきらないくらいに恐おそろしく長ながい返へん事じがきた。

　文ぶん面めんには日にっ記き風ふうに日ひ付づけが打うってあった。毎まい日にち書かき溜ためておいたのだろう。それも、日ひを追おって分ぶん量りょうが増ふえていた。

　入にゅう学がく準じゅん備びの合あい間まを縫ぬって三みっ日かがかりで読よみ通とおし、何なん度どか返へん事じを書かきかけて、中ちゅう途と半はん端ぱなままほったらかしにし、入にゅう学がく式しきを迎むかえてしまった。書かきかけのメールは全ぜん部ぶオクラにして、とりあえず無ぶ事じ高こう校こう生せいになれたことだけを伝つたえる短みじかいメールを送おくった。「高こう校こう生せい活かつの詳しょう細さいは、次じ回かいのメールで」と書かき添そえて。

　まったく、誠せい意いのないやつだ。

　長なが峰みねはぼくが合ごう格かくを決きめる以い前ぜんにいちはやく、月つきでの基き礎そ訓くん練れんを無ぶ事じ修しゅう了りょうしていた。

　歩あるく、走はしる、伏ふせる、起おき上あがる、立たち上あがる、蹴ける、飛とぶ、旋せん回かいする、静せい止しする、掴つかむ、押おす、引ひき寄よせる、投なげる、突つく、振ふり回まわす、斬きる、握にぎり潰つぶす……。トレーサーの基き本ほん動どう作さをみっちり仕し込こまれ、優ゆう秀しゅうな成せい績せきをもっていっぱしのトレーサー乗のりとして認みとめられたようだ。

　さすが世せ界かい中じゅうから選えりすぐられただけあって、訓くん練れん生せいのほとんどがトレーサーの操そう作さをマスターしたらしい。ただし、落らく伍ご者しゃもまったく出でなかったわけじゃない。訓くん練れん中ちゅうの事じ故こで負ふ傷しょうした者ものもいたし、成せい績せき不ふ振しんに悩なやんで鬱うつ状じょう態たいになって地ち球きゅうへ送そう還かんされた者ものもいたし、厳きびしい訓くん練れんに耐たえきれなくて、キャンプから脱だっ走そうしてしまった者ものもいたらしい。

　そういう話はなしを聞きかされると、長なが峰みねは適てき任にんだったのかもしれないと思おもった。長なが峰みねの忍にん耐たい強づよさは、中ちゅう学がくのときの部ぶ活かつで実じっ証しょう済ずみだった。




　入にゅう学がくに伴ともなう様さま々ざまな手て続つづき、教きょう科か書しょや通つう学がく定てい期きを購こう入にゅうしたり、提てい出しゅつ書しょ類るいを記き入にゅうしたりといった煩はん雑ざつな作さ業ぎょうもひと段だん落らくし、担たん任にんや教きょう科か担たんやクラスの面めん々めんの名な前まえをぼちぼち覚おぼえたりして、新あたらしい環かん境きょうと生せい活かつスタイルになじみはじめ、ようやく長なが峰みねへ長ながいメールを打うとうかって気き持もちの余よ裕ゆうが生うまれた。

　そのころには長なが峰みねは火か星せいへの移い動どうを終おえていて、次つぎの段だん階かいの訓くん練れんがはじまっていた。

　長なが峰みねから送おくられてくる日ひ替がわりメールで、訓くん練れんが本ほん格かく化かしてきているのがわかった。その訓くん練れん内ない容ようが戦せん闘とうメニューに偏かたよっていることも。

　ぼくはうっすらとした危き惧ぐを覚おぼえていた。

　千人にんものトレーサー乗のりを、いったいなんの目もく的てきで養よう成せいしたのか？

　トレーサーは本ほん来らい、惑わく星せい探たん査さ用ようの全ぜん環かん境きょう対たい応おう型がたの移い動どう体たいとして開かい発はつされたことになっているが、オプションの装そう備び品ひんによってはむしろ、戦せん闘とうマシンとしての側そく面めんのほうが色いろ濃こくなってくる。

　タルシアンと遭そう遇ぐうした場ば合あい、彼かれらと一いっ戦せん交まじえる結けっ果かとなるだろうことを想そう定ていして、長なが峰みねたちは兵へい士しとして養よう成せいされているんだろうか？

　そう。考かんがえてみれば長なが峰みねたち選せん抜ばつメンバーは、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんに帰き属ぞくしているのだ。

　タルシアン探たん査さ隊たいは、タルシアンと遭そう遇ぐうできるんだろうか？

　可か能のう性せいは、まったくゼロとは言いいきれないだろう。

　その根こん拠きょは、ショートカット・アンカーの存そん在ざいと、そのいくつかの所しょ在ざいを国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんが把は握あくしていることにある。

　現げんにタルシアンはショートカット・アンカーを経けい由ゆして火か星せいにやって来きたとされている。

　ということは、ショートカット・アンカーを逆ぎゃくにたどっていけば、いずれ彼かれらの出しゅっ発ぱつ地ち点てんへ到とう達たつできることになる。

　ちなみにショートカット・アンカーとは、宇う宙ちゅう空くう間かんの二地ち点てんを結むすぶワープゲートのこと。その存そん在ざいは、タルシアン来らい襲しゅう直ちょく後ご、移い動どうする特とく異い点てんとして火か星せいの公こう転てん軌き道どう近きん傍ぼうに発はっ見けんされ、つい最さい近きんまで公こう表ひょうされずにいた。ひとつ見みつかれば他ほかにもあるだろうということで、タルシアンの技ぎ術じゅつを取とり込こんだ新しん型がた艦かん船せんの完かん成せいをさっそく役やく立だてての、太たい陽よう系けい内ないでのショートカット・アンカー探さがしが精せい力りょく的てきに行おこなわれた。

　たぶん、というかぼくの推すい測そくにすぎないんだけど、タルシアン来らい襲しゅうから六年ねんを経へたいまになって、本ほん格かく的てきなタルシアン探たん査さが実じっ施しされる運はこびになったのは、必ひつ要ような道どう具ぐが出で揃そろったからというのが大おおきな理り由ゆうだろう。つまり、太たい陽よう系けい宇う宙ちゅう以い遠えんにもショートカット・アンカーが見みつかり、その先さきというか奥おくを、さらに探さぐろうとしているのだ。

　……ふぅ。

　長なが峰みねがいまいる火か星せいでさえ遠とおいというのに、太たい陽よう系けいのさらに外そとだなんて、気きが遠とおくなるほどの遠とおさ、いやほんとのところ、実じっ感かんとしての距きょ離り感かんがまったく思おもい描えがけない。

　十隻せきの艦かん船せん、千人にんのクルーからなるタルシアン探たん査さ隊たいは、本ほん気きで遠とおい宇う宙ちゅうへ飛とび立たとうとしているんだろうか？

　だとすると、長なが峰みねはいつ地ち球きゅうに戻もどれるんだろう？

　もちろん、距きょ離り的てきに気きが遠とおくなるほどの遠えん隔かく地ちといっても、その距きょ離りを一いっ気きに縮ちぢめてくれるのがショートカット・アンカーで、いわば瞬しゅん間かん移い動どうするわけだから、時じ間かん的てきには遠とおくはないのかもしれない。ただ、気きになるのは噂うわさによれば、ショートカット・アンカーは、いずれも一いっ方ぽう通つう行こうだってことだ。つまり、帰かえりの特とっ急きゅう券けんは用よう意いされていないってこと。

　そもそも、ショートカット・アンカーについては、まだまだ未み知ちの謎なぞが多おおい。

　それが、人じん工こうの特とく異い点てんであることはほぼ間ま違ちがいないのだが、単たんに宇う宙ちゅう空くう間かんに穿うがたれたトンネルってわけでもないだろうから、なんらかの外がい部ぶ的てき制せい御ぎょ機き構こうがあるはずなんだけど、どうやってそこらの維い持じ管かん理りがなされているのかがまったく解かい明めいされていない。とにかく「理り屈くつはわからないけど、ここに便べん利りな近ちか道みちがあるから試ためしに使つかってみよう」ぐらいな感かん覚かくでしかないのだ。

　もっと恐おそろしいことをいってしまうと、ショートカット・アンカーがいくつも見みつかっているとはいっても、まだ、有ゆう人じんの状じょう態たいでその抜ぬけ道みちが試ためされたことはないらしいのだ。発はっ見けんされたショートカット・アンカーには発はっ信しん機きを積つんだ探たん査さ球きゅうが投とう入にゅうされ、無ぶ事じ宇う宙ちゅうのどこかに抜ぬけ出でられれば、ただちに電でん波ぱを発はっ信しんして来きてくれる。ただし、それはあくまでも光ひかりの速はやさで返かえってくるわけで、投とう入にゅうされたっきりどこに着ついたのか、まだ返へん事じをして来きていない探たん査さ球きゅうも当とう然ぜんあるわけだ。

　だから、出で口ぐちが明あきらかになっているショートカット・アンカー以い外がいは、なんの安あん全ぜん性せいも保ほ証しょうされていないことになる。もちろん、出で口ぐちが見みつかっているショートカット・アンカーだって、たまたま機き械かいが一個こ無ぶ事じに届とどいたってだけで、割われ物ものの荷に物もつが安あん全ぜんに届とどくかどうかは、誰だれにも明めい言げんできないわけだ。

　ということは、ぶっつけ本ほん番ばんで長なが峰みねたちはトンネルに突とつ入にゅうすることになる。

　おいおい、そんなんでほんとに大だい丈じょう夫ぶなんだろうか？

　それに、無ぶ事じどこかに着ついたにしても、帰かえりはどうするつもりだろう？

　帰かえりは鈍どん行こう？　いや、鈍どん行こうっていったって、最さい新しん艦かんのリシテアだから亜あ光こう速そくで帰かえってくるわけなんだけど……。





■　　　　　　　■　　　　　　　■







長なが峰みね、元げん気きでいる？

城じょう北ほく高こう校こうにはだいぶ慣なれてきたよ。

火か星せい基き地ちからの最さい後ごのメールをいま受うけ取とったところ。

放ほう課か後ご、教きょう室しつに居い残のこっていた。

出しゅっ発ぱつまでに間まに合あうように、いますぐ返へん事じする。

といっても、こっちはべつだん早そう急きゅうに伝つたえておかなきゃいけないことはない。

ああ、いま教きょう室しつにひとりで居い残のこっているのは、部ぶ活かつどうしようか迷まよってるから。

今日きょう中じゅうに届とどけ出ださなきゃならない。

剣けん道どう続つづけるつもりでいたんだけど、ちょっと気き移うつりしてる。

飽あきたってわけじゃないけど、他ほかの可か能のう性せいも試ためしてみたい。

ちょっと練れん習しゅう覗のぞいてみただけだけど、弓きゅう道どう部ぶ、おもしろそうかなって。なんだか、

一いっ貫かん性せいがないってしかられそうだね。

次つぎは木もく星せいのエウロパ基き地ちだって？

もちろん、木もく星せいにも国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんが進しん出しゅつしてるくらいは知しってたけど、エウロパに基き地ちがあるなんてことは、初はつ耳みみ。

これって、機き密みつ事じ項こうじゃないのか？

検けん閲えつ受うけて、そのうち伏ふせ字じだらけのメールが届とどくようになるんじゃないかって、ちょっとヒヤヒヤしてる。（冗じょう談だん）無ぶ事じ、エウロパに到とう着ちゃくするように祈いのってる。

それじゃ。




めざせ隠おん密みつ剣けん士し……寺てら尾お昇のぼる　　　







■　　　　　　　■　　　　　　　■







ノボルくん。

わたしはいま、エウロパにいるよ。

まだ、はっきり知しらされたわけじゃないけど、ここにはそう長ながくいないと思おもう。地ち上じょう訓くん練れんはほとんど火か星せいキャンプで終おわりだったみたいで、エウロパでやるのは、発はっ艦かん・着ちゃっ艦かん訓くん練れんが主おもになるみたい。

それでね、実じつはもう訓くん練れんを兼かねての勤きん務むが始はじまってるんだ。

四時じ間かん交こう替たいの五班はん編へん制せいで、ローテーションが組くまれてるの。

トレーサーの射しゃ出しゅつカタパルトが、舷げん側そくに十対ついあるのね。

それで、ちょうど二十人にんがトレーサーに乗のったまま、待たい機きするわけ。なにごともないとは思おもうけど、いちおう訓くん練れんを兼かねて抜ぬき打うちに出しゅつ動どう命めい令れいが下くだるわけ。

いまね、実じつはその勤きん務む中ちゅう。

いつ発はっ進しん命めい令れいが下くだるかもしれないから、緊きん張ちょうしてる。

中ちゅう継けい基き地ちがあるのは、ここまで。

でも、基き地ちといってもステーションが浮うかんでるだけで地ち上じょうにキャンプ張はってるわけじゃないから、わたしたちが船ふねから降おりることはないの。

艦かん船せん暮ぐらしは、都と会かいのオフィスかなにかに閉とじ込こめられて、二十四時じ間かん働はたらかされてるみたいで、ちょっと息いき苦ぐるしさを感かんじるけど、それなりに楽たのしみも見みつけてるよ。

前まえにも話はなしたけど、友とも達だちもできたよ。

あ、ご心しん配ぱいなく。サトミさんていう二歳さい年とし上うえの女おんな友とも達だちだから。

って、クルーはほんとに女おんなの子こしかいないんだけど。

でも、わたし最さい年ねん少しょうだから、味噌みそっかす扱あつかいされてるだけかもしれない。

航こう行こう中ちゅうは行こう動どう範はん囲いを限げん定ていされてて、ほとんど個こ室しつとランチルームの往おう復ふく。外そとを見みることも許ゆるされないの。

いまは係けい留りゅう中ちゅうなので規き制せいも解かい除じょされてて、自じ由ゆう時じ間かん使つかって木もく星せいの眺ながめを楽たのしんでるよ。木もく星せいって、間ま近ぢかに見みていて退たい屈くつしないよ。高こう熱ねつのガス雲うんがダイナミックに渦うず巻まいていて、表ひょう面めんの縞しま模も様ようが刻こく々こくと変へん化かしていくの。きれいだよ。

あ、それからフラックスチューブも見みたよ。木もく星せいからイオへ向むけて落おちる太たい陽よう系けい最さい大だいの雷かみなりのこと。すごい迫はく力りょくだったよ。

ノボルくん、弓きゅう道どう部ぶに入はいったんだって？

弓きゅう道どう部ぶって、やっぱり女おんなの子こいっぱいいるのかな？

弓きゅう道どうって、女おんなの子こに人にん気きのスポーツだものね。

ミカコもほんとだったら、ノボルくんといっしょに城じょう北ほく高こう校こう通かよってたんだよね。

ときどき、ほら、こうやってトレーサーの中なかでひとりっきりでいるときとか、

「わたし、どこにいるんだろ？」「こんなところでなにやってるんだろ」って思おもっちゃう。

単たんなるホームシックかな？

次つぎの目もく的てき地ちは、たぶん冥めい王おう星せい。

ノボルくんからどんどん遠とおざかっちゃうね。

それじゃ、次じ回かいは冥めい王おう星せい（？）から。




ホームシックのミカコより　　　







■　　　　　　　■　　　　　　　■







元げん気きかい？

たしかに弓きゅう道どう部ぶは女じょ子しの天てん下か。

下か級きゅう生せいのぼくは借かりてきた猫ねこみたいに小ちいさくなっている。

もうすぐ、高こう校こうに上あがっての最さい初しょの試し練れん、中ちゅう間かんテストが迫せまっている。どの学がっ科かも中ちゅう学がくのときにくらべて、格かく段だんに内ない容ようが難むずかしくなってる。一いち夜や漬づけもそうそう役やくにはたちそうにない。

周まわりは、のんきにやってるやつもいるけど、入はいった早そう々そうから目めの色いろ変かえて大だい学がく受じゅ験けんを視し野やに入いれてがんばってるやつもいる。ぼくはというと、まだ先さきのことはなにも考かんがえていない。

長なが峰みね、元げん気きないみたいだね。

そんなに難むずかしく考かんがえるなよ。

冥めい王おう星せいの様よう子す、また教おしえてくれ。

リポート、楽たのしみにしてる。

サトミさんによろしく。




将しょう来らいは未み定てい……寺てら尾お昇のぼる　　　







■　　　　　　　■　　　　　　　■






　なんだかんだいって、ぼくは高こう校こう生せい活かつを楽たのしんでいる。

　高こう校こう生せいの日にち常じょうに埋まい没ぼつしている。

　長なが峰みねは遠とおい宇う宙ちゅうのかなたで軍ぐん隊たい生せい活かつを送おくっている。

　ぼくらって、どういう関かん係けいなんだろう？

　ぼくらの距きょ離りはどんどん遠とおざかり、会あえないでいる時じ間かんが容よう赦しゃなく過すぎ去さっていく。

　ある日ひ突とつ然ぜん、遠とおくへ転てん校こうして教きょう室しつからいなくなってしまったクラスメイト。ぼくにとって長なが峰みねはそんな存そん在ざいなんだろうか？　しばらくは文ぶん通つうを続つづけるけど、お互たがい共きょう通つうの話わ題だいも少すくなくなり、やがて手て紙がみのやりとりも間まがあくようになり、いつしかどちらからともなく文ぶん通つうが途と絶だえてしまう。長なが峰みねともそうなってしまうんだろうか？

　だけど、それだけじゃない気きがする。

　少すくなくともいま長なが峰みねは、ぼくを必ひつ要ようとしてる。

　そしてぼくは……。
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■　　　　　　　■　　　　　　　■







ノボルくん。

ミカコはいま冥めい王おう星せいにいるよ。

太たい陽よう系けい最さい果はての地ち、来くるとこまで来きてしまったって感かんじ。

もう、ここで新あたらしく覚おぼえることは、ほとんどなにもない。

学まなぶべきことはすべて学まなんで、トレーサーの操そう縦じゅうに関かんしてならなんでも来こいって感かんじ。

ここでやることはね。アンカー・ポイントの捜そう索さく。

前まえに話はなしたかもしれないけど、帰かえりのショートカット・アンカーって、まだ見みつかっていないの。だから、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐん関かん連れんのスタッフによって、継けい続ぞく的てきにアンカー・ポイント探さがしは行おこなわれてるんだけど、そのお手て伝つだいってことになる。

冥めい王おう星せいにはまだ、ベースキャンプないからね。

これも、訓くん練れんのひとつといえばいえなくもない。

三班ぱんの交こう替たい勤きん務むで、日ひに八時じ間かんリシテアの外そとに出でて、ポイント探さがしをやってるの。

これも発はっ艦かん訓くん練れんだし、艦かんを出でてからは自じ由ゆうに移い動どうしていいことになってる。

トレーサーはもともと探たん査さ機きだから、各かく種しゅセンサーが備そなえてあって、こういう仕し事ごとにうってつけなの。

でも、たぶん見みつからないと思おもう。

あ、ちょうどいま当とう番ばんの時じ間かん帯たいでミカコはトレーサーの中なかにいるんだよ。もちろん、さぼってるわけじゃなくて、仕し事ごとは仕し事ごとでちゃんとやってるよ。ほんとに働はたらいているのは機き載さいコンピュータで、ミカコはコンピュータのお守もりをやってるだけ。いまのところ異い常じょうナシだよ。

この星ほしを含ふくめて、この先さき基き地ちはもうないから、支し援えんはナシってことになる。いよいよ旅たびに出でるんだって感かんじだよ。

ここを出でたら、次つぎの目もく的てき地ちはまだ秘ひ密みつなの。

太たい陽よう系けい内ない部ぶの各かく衛えい星せい周しゅう辺へんでは、ショートカット・アンカーの捜そう索さくと同どう時じにタルシアンの監かん視しも行おこなってるの。

だけどまだ、タルシアンの出しゅつ現げんは確かく認にんされていないの。

だからやっぱり、太たい陽よう系けい宇う宙ちゅうを飛とび出だすことになるのは間ま違ちがいないと思おもうよ。

ほんとはね、エウロパ基き地ちに寄き港こうしたとき、若じゃっ干かんのクルーの入いれ替かえがあったんだ。

これはまだ噂うわさで聞きいただけだけど、艦かん隊たいのうち一隻せきか二隻せき、後こう方ほう支し援えん部ぶ隊たいとしてここ冥めい王おう星せいに残ざん留りゅうすることになるんじゃないかって。

わたしはいまも旗き艦かんリシテア勤きん務むのまんま。

たぶん、居い残のこり組ぐみには入はいれなかったってことよね。

ノボルくん、わたしはね。ほんとはタルシアンなんて見みつからなければいいと思おもってるの。これ以い上じょうどこともしれない遠とおい宇う宙ちゅうへなんか、行いきたくない。

なにごともなく除じょ隊たいの日ひがやって来きて早はやく地ち球きゅうに戻もどれたらいいなって思おもってるの。

ノボルくん、その日ひまで待まっててくれるかな？







■　　　　　　　■　　　　　　　■






　そこまで打うって、ミカコはメールを打うつ手てをとめた。

　──ノボルくん、ほんとに待まっててくれるかな？

[image: ]

　手てにした携けい帯たいの表ひょう示じ画が面めんを見みつめふっと息いきを吐はくと、ミカコは最さい後ごの一行ぎょうをあっさり削さく除じょしてしまった。

　──地ち球きゅうに帰かえれるのって、何なん年ねん後ごだろ？　エージェントのおじさんはほんの二、三年ねんっていってたけど、入にゅう隊たい日びだってまるっきり違ちがってたくらいだから、信しん用ようできないよね。だけど、ここまで来きてしまったら、もう引ひき返かえしようがないよね。脱だっ走そうしたくても、トレーサーじゃ地ち球きゅうまで戻もどれないもの。でも、仮け病びょう使つかったら居い残のこり組ぐみに入いれてもらえるかもしれない。それぐらいしか、手てはないよね。

「ミカコ、またさぼってるな！」

　ブース内ないに響ひびき渡わたった大おお声ごえに、ミカコははっと我われに返かえった。

　顔かおを上あげると、スクリーンに大おお映うつしのサトミ。

「さぼってなんか、いないよ！」

「どうだかな。ほら、また携けい帯たい手てにしてる。ノボルくんにメールしてたんでしょ。あわてて携けい帯たい隠かくしたって、バレバレだって。司し令れい官かんにいいつけちゃおうかな……」

「いじわる……」

「冗じょう談だんだって……。こんなとこであたしらが必ひっ死しこいて探さがしたからって、そう簡かん単たんにショートカット・アンカーなんか見みつかりっこないって。じっと艦かん内ないに閉とじ込こめとくのもなんだからって、息いき抜ぬきさせてくれてるのよ……」

「サトミさん、なにか……？」

　メールの続つづきが打うちたくて、ミカコは話はなしをさえぎった。

「なにかはないでしょ。もう次つぎの班はんと交こう替たいの時じ間かんだよ」

「えっ。ほんとに？」

　スクリーン隅すみの時じ刻こく表ひょう示じに視し線せんをやる。

　たしかに艦かんを出でて八時じ間かんが経けい過かしようとしていた。

「ほんとに、しっかりしてよ。早はやく戻もどってこないと、着ちゃっ艦かんゲート、閉しめられちゃうよ」

「サトミさんは、どこ？」

「着ちゃっ艦かんの順じゅん番ばん待まち行ぎょう列れつの中なか。あんたまだ戻もどってないらしいから、かわいい妹いもうとのことが心しん配ぱいになって、忙いそがしいさなか、わざわざ声こえかけてあげたんじゃないの。あんた最さい近きん、元げん気きないよ。まあ、冥めい王おう星せいくんだりまで来きてしまっちゃ、元げん気きでいろってほうが無む理りだけどね。そりゃ、誰だれだってホームシックにもなるだろうけどさ。とりわけあんたはいちばんの年とし下しただし、ほってはおけないの……」

「わたし、そんなに元げん気きなさそうに見みえますか？」

「見みえる、見みえる。食たべ盛ざかりなのに、冥めい王おう星せいへ着ついてこのかた、毎まい度どまいど食しょく事じ残のこしてばっかりじゃない」

「艦かん内ない食しょくに飽あきちゃったから……」

「それだけじゃない。前まえ々まえから気きになってたんだけど、いっていい？」

「なに……？」

「あなたのその格かっ好こう！」

　サトミが指ゆびを突つき出だしてくる。

「どこか変へん……？」

「まあ、ブースに納おさまってしまえばひとりっきり。別べつに誰だれに見みられるわけじゃないんだし、オペレートに支し障しょうがなければすっぽんぽんでも構かまわないとはいわれてるけど、フツウ、その格かっ好こうはナシなんじゃない？」

「そうかな、わたしは好すきで着きてるだけ。気きにしない、気きにしない」

「気きになるわよ。なんで制せい服ふくなわけ？　それも、卒そつ業ぎょうした中ちゅう学がくの？」

　責せめたてるような口く調ちょうに、ミカコは目めを見み開ひらいてわが身みを振ふり返かえった。半はん袖そでの白しろいシャツにエンジ色いろのネクタイ。たしかに中ちゅう学がくのときの夏なつの制せい服ふく姿すがただ。

「なんでっていわれても……」

「気き持もちを中ちゅう学がっ校こうに置おき忘わすれたままだってことじゃないかな？」

「そうかもしれない。でも、支し給きゅうされた服ふく、着きる気きになれなくて」

　ミカコは視し線せんを逸そらすようにうつむいてしまった。

「部ぶ隊たいに組くみ込こまれるのを、無む意い識しきに拒こばんでるんだよ」

「わたし、別べつに嫌きらいじゃないよ。艦かん隊たいでの生せい活かつ」

「だけど、はたで見みてると、あんたが生いき生いきしてるのは、トレーサー乗のって演えん習しゅうしてるときだけ。中ちゅう学がくんときの部ぶ活かつのノリでやってるんでしょ？」

「だって、そんなこといわれたって、わかんないよ……」

　ミカコが顔かおを上あげた。涙なみだ目めになっていた。

「あんた……」

　サトミがなにかいいかけたそのとき、アラームがブース内ないに鳴なり響ひびいた。

「なんだろ、こっちも鳴なってる。切きるよ！」

　サトミの姿すがたが消きえ、冥めい王おう星せいを背はい景けいにした各かく艦かん船せんの現げん在ざい地ちを示しめすグラフィック画が面めんに切きり替かわった。

『タルシアン来らい襲しゅう、タルシアン来らい襲しゅう。トレーサー部ぶ隊たいは発はっ艦かん準じゅん備びに就つけ！』

　──うそっ！

『探たん索さく作さ業ぎょう中ちゅうのクルーは、ただちに母ぼ艦かんに帰き還かんせよ！』

　──どこから？

　──どうしていきなり？

　考かんがえるのは後あと回まわしだ。ミカコは行こう動どうを開かい始しした。

「どこ、タルシアンはどこ？」

　機き載さいコンピュータに質ただす。

　配はい置ち画が面めんに赤あかい点てんがマークされる。

『リシテア近きん傍ぼう。リシテアに急きゅう迫はく中ちゅう』

「わたしはどこ？」

　画が面めんに青あおい点てんが灯ともる。

　近ちかい。リシテアよりも、タルシアンに近ちかい位い置ちにいる。

「僚りょう機きは？」

　緑みどりの点てんが三つほど、画が面めんに散ちらばった。

「タルシアンに全ぜん速そく接せっ近きん！」

　そう命めいじて画が面めんに意い識しきを集しゅう中ちゅうさせる。

　リシテア及および僚りょう艦かんからは、まだトレーサー隊たいの出しゅつ動どうはない。

　僚りょう機きのうち二つは帰き艦かんの動うごきを見みせている。ところが、タルシアンとリシテアを結むすぶほぼ線せん上じょうに位い置ちした一機きが、反はん転てんしてタルシアンに接せっ近きんしはじめたのだ。

「あっ、待まって。どうするつもりなの？　一機きで戦たたかうつもり？」

　ミカコのトレーサーも加か速そくを続つづけたまま赤あかい点てんに迫せまってはいるが、どちらかというと斜ななめ背はい後ごから追おっている状じょう況きょう。

「予よ想そう邂かい逅こう地ち点てんまでの時じ間かんは？」

『五十七秒びょう』

「僚りょう機きは？」

『二十秒びょう』

「拡大ズームして！」

　赤あかい点てんを中ちゅう心しんに、視し点てんが寄よったかたちとなり、緑みどりと青あおの点てんだけがフレームに収おさまる。

「あっ！　三つもいる！」

　ひとつに重かさなって映うつっていた赤あかい点てんが、三つに分ぶん裂れつしていた。

　そこへ僚りょう機きの緑みどりの点てんが驀ばく進しんしていく。

『減げん速そくはじめます』

　乾かわいた声こえで機き載さいコンピュータ。

「待まって、そのまま加か速そく。後あとはわたしに任まかせて」

　どっちにしても間まに合あいそうにないのはわかっていた。

　だけど、減げん速そくさせる気きにはなれなかった。ミカコは手てにしていた携けい帯たいを、腕うでを伸のばしてブース脇わきの小こ物もの入いれにしまった。

　両りょう手てを両りょう脇わきの操そう作さグローブに突つっ込こむ。

　赤あかい三つの点てんと緑みどりの点てんとが、ぐいぐい距きょ離りを縮ちぢめていく。

　──どうなるの？

　──誰だれも援えん護ごに来きてくれないの？

『発はっ進しん！　トレーサー隊たい、発はっ進しん！』

　ようやく、艦かんの司し令れいから発はつ動どう命めい令れいが下くだった。

「ああ、もう遅おそい！」

　画が面めん上じょう、赤あかい点てんと緑みどりの点てんが、ついにひとつに重かさなる。

　ミカコは息いきを呑のんだ。一いっ瞬しゅん目めを閉とじ、画が面めんから顔かおを背そむける。

　振ふり返かえって目めを開ひらいたときには、スクリーン上じょう、緑みどりの点てんが消きえていた。

　──どういうこと？　やられちゃったの？

「減げん速そく、全ぜん速そく減げん速そく開かい始し！」

　叫さけぶなり、手しゅ動どう操そう作さで機きに減げん速そくをかける。

「あと何なん秒びょう？」

　コンピュータが、再さい試し算さんする。

『十七秒びょう前まえ』

　ぐっと距きょ離りが縮ちぢまっている。ミカコは実じっ写しゃ画が面めんに切きり替かえた。

　銀ぎん色いろに輝かがやく飛ひ行こう物ぶっ体たいが三つ。初はじめて目めにする姿すがただった。

『……十秒びょう前まえ』

　ミカコのトレーサーに気きづいたらしい。

　寄より添そうように飛とんでいたタルシアンは、三方ほう向こうに分ぶん離りして別べつ軌き道どうを飛とび始はじめた。

　──まだ、大だい丈じょう夫ぶ。バックからの接せっ近きんだから。

　ミカコは、軌き道どうを変かえずリシテアへ直ちょく進しんするタルシアンを標ひょう的てきに定さだめた。微び調ちょう整せいをくわえながら、ぴたりと背はい後ごにつける。

「減げん速そく停てい止し！」

　銀ぎん色いろの飛ひ行こう物ぶっ体たいにぐいぐいと迫せまっていく。

「分ぶん析せき！」

　トレーサー搭とう載さいの各かく種しゅセンサーをフル稼か働どうさせ、タルシアンのデータを収しゅう集しゅうしていく。

　スクリーン上じょうに、分ぶん析せき終しゅう了りょうしたデータから順じゅん次じ表ひょう示じが並ならんでいく。

　全ぜん長ちょう、全ぜん幅ぷく、推すい定てい質しつ量りょう、表ひょう面めん構こう成せい物ぶっ質しつ、表ひょう面めん温おん度ど、内ない部ぶ立りっ体たい構こう造ぞう……。

　タルシアンについては、タルシス遺い跡せきから得えられた情じょう報ほうを除のぞいては、ごくわずかなことしか知しられていない。タルシアンの個こ体たい形けい状じょうや生せい理り機き能のうについては、遺い跡せき出しゅつ土どのミイラ化かした化か石せきからある程てい度どのデータは得えられている。しかしそれは何なん万まん年ねんも前まえのもので、生いきたタルシアンとの接せっ近きん遭そう遇ぐうは、おそらくこれがはじめてのことなのだ。

　──ねえ、たった三機きでなにしに来きたの？　敵てき情じょう視し察さつの斥せっ候こうさんなの？

『……二秒びょう、一秒びょう。距きょ離り一○○○メートルで固こ定ていしました』

　──仕し掛かけてこないの？　ねえ、どうすればいいの？

　真ま正しょう面めんからタルシアンに突とつ撃げきしていった仲なか間まの一機きは消しょう滅めつしてしまった。

　タルシアンとの間あいだにどんな接せっ触しょくがあったのか？　一いっ方ぽう的てきに攻こう撃げきを受うけ、あっけなく叩たたきのめされてしまったのか？

　──待まってていいの？　でも、このままだと、リシテア号ごうに突つっ込こんじゃうよ。

　アラームがブースに鳴なり響ひびいた。

『全ぜんトレーサーに告つぐ。タルシアンを包ほう囲い、攻こう撃げきせよ』

　──いいのね、戦たたかって。

　奥おく歯ばをぎゅっと噛かんで気き合あいを入いれると、ミカコは闘たたかいを開かい始しした。

「加か速そく！　距きょ離り五○○まで接せっ近きんして！」

　距きょ離り表ひょう示じの数すう字じを見みつめ、七五○まで詰つめたところで攻こう撃げきに打うって出でた。

「ミサイル、六基き、発はっ射しゃ！」

　──当あたれ！

　一いっ見けんランダムに見みえる軌き跡せきを描えがいて、六基きがタルシアンを追おっていく。

　しかしタルシアンは、攻こう撃げきを察さっ知ちしたのか、横よこ滑すべりに回かい避ひ運うん動どうを起おこす。

「追おって！」

　ミカコのトレーサーもぴたりと追つい尾びして距きょ離りを詰つめていく。

「バルカン砲ほう用よう意い！」

　左ひだり腕うでから、箱はこ形がたの砲ほう塔とうが迫せり出だす。

　タルシアンは、巧たくみな回かい避ひ運うん動どうでミサイル二基きをかわした。

　さらに、接せっ近きんしてきたミサイル二基きに赤あかい光こう線せんを発はっした。

　光ひかりを浴あびたミサイル二基きが、ほぼ同どう時じに爆ばく発はつした。

　遅おくれて飛とび込こんできた残のこり二基きが、その爆ばく発はつに巻まき込こまれて誘ゆう爆ばくする。

　一いっ瞬しゅん視し界かいが真まっ白しろになり、タルシアンを見み失うしなう。

「どこ、どこにいるの？」

　距きょ離りは、五〇〇で固こ定ていされている。

　ミカコは全ぜん周しゅうスクリーンを見み回まわした。

　頭ず上じょうにも、足そっ下かにもいない。

「はっ。真ま後うしろ！」

　ミカコは制せい御ぎょペダルを蹴けった。

　トレーサーがトンボを切きって半はん回かい転てんする。

「見みつけた！」

　そう叫さけぶと同どう時じに、操そう作さグローブの中なかで発はっ射しゃボタンを押おしていた。

　砲ほう塔とうが火ひを噴ふき、砲ほう弾だん二十発ぱつが撃うち出だされた。

　同どう時じにミカコは回かい避ひ運うん動どうをとる。制せい御ぎょペダルを踏ふみ込こみ、距きょ離りを保たもったまま弧こを描えがくように沈しずみ込こむ。

　──当あたって！

　演えん習しゅうどおりだったら、問もん題だいなく仕し留とめている。けれどもこれは実じっ戦せんで、タルシアンの戦せん闘とう行こう動どうについてはあまりに未み知ちの部ぶ分ぶんが大おおきい。ミサイルをすべて捌さばかれてしまったのもだが、知しらない間あいだに背はい後ごをとられていたのも予よ想そう外がいだった。

　砲ほう弾だんを見みつめる。タルシアンも回かい避ひ行こう動どうに移うつっている。

　──届とどいて！

　どっちに逃にげても当あたるように、二十発ぱつの砲ほう弾だんは微び妙みょうに着ちゃく弾だん点てんをずらしてセットしてある。どれか一発ぱつでも当あたってほしい。

「次じ弾だん、セット！」

　タルシアンが、なにかに躓つまずくような微び妙みょうな動うごきを見みせた。

　──当あたったの？

　路ろ上じょうの酔よっ払ぱらい運うん転てんのような蛇だ行こうが続つづいたかと思おもうと、突とつ如じょタルシアンは爆ばく発はつした。

　銀ぎん色いろに輝かがやく甲こう殻かくが、いくつもの破は片へんとなって飛とび散ちる。

「やった、当あたったのね」

　しかしそれで終おわりではなかった。

『接せっ近きん！　接せっ近きん！』

　機き載さいコンピュータが、警けい告こくを発はっした。

　トレーサーめがけてみるみる接せっ近きんしてくる物ぶっ体たい。

　喜よろこびに気きが緩ゆるみ、ミカコは次つぎの行こう動どうがとれずに、ただただ接せっ近きんしてくる物ぶっ体たいを見みつめていた。自じ機きを捨すてて脱だっ出しゅつをはかったのだろうか、ひとまわり小こぶりのやはり銀ぎん色いろに輝かがやく物ぶっ体たいが急きゅう接せっ近きんしてくる。

　なぜか、バルカン砲ほうを撃うち込こむ気きになれなかった。

　同どう時じに、向むこうから攻こう撃げきを仕し掛かけてくる気きもしなかった。

　タルシアンは、トレーサーの目もく前ぜん、腕うでを伸のばせば届とどきそうなくらい近ちかくまで、滑すべるように移い動どうしてきて、ぴたりと静せい止しした。

　ミカコはブースの中なかで身みをこわばらせていた。

　怖こわい。だけど、魅み入いられたように体からだの自じ由ゆうがきかない。

　タルシアンの外がい見けんは、亀かめか蟹かにか、硬かたい甲こう羅らに覆おおわれた生いき物ものを連れん想そうさせた。

　正せい対たいすると、タルシアンに変へん化かが兆きざした。外がい形けいが変へん形けいしていく。甲こう羅らの隙すき間まから触しょく手しゅのようなものが左さ右ゆうに張はり出だしていく。頭とう部ぶと思おもわれる部ぶ位いから、首くびらしきものがにょきにょき生はえ出だしてくる。

　左さ右ゆうに張はり出だした触しょく手しゅは、先せん端たんが二つに割われ、それぞれの先さきがまた伸のびて二つに割われと、いくつにも枝えだ分わかれを繰くり返かえし、網あみのようにひろがって、左さ右ゆうからトレーサーを包つつみ込こんでいく。

　ミカコは恐きょう怖ふを感かんじた。しかし、いっそう体からだをこわばらせ、次つぎの行こう動どうに移うつれないでいる。

　触しょく手しゅの網あみに完かん全ぜんに包つつみ込こまれたところで、白しろく伸のび出でた頭とう部ぶの先せん端たんがトレーサー内ない部ぶにいるミカコに向むけられているかのように突つき出だされる。

　その先せん端たんがぱっくりと割われた。巨きょ大だいな球きゅう形けいのレンズ状じょうのもの、ミカコが直ちょっ感かん的てきに目め玉だまだと感かんじ取とったものがぐっと迫せり出だしてきた。

　巨きょ大だいな一ひとつ目めは、すべてを見み透すかそうとするかのようにミカコを凝ぎょう視しする。

　──やめて！

　心こころの中なかまで土ど足そくで踏ふみ込こまれるような不ふ快かい感かん。

　嫌けん悪お感かんに全ぜん身しんが粟あわ立だってくる。

「いやー！」

　グローブを力ちからいっぱい握にぎり締しめ、振ふり動うごかしていた。

　ビーム・ブレードが抜ぬかれた。バリバリと触しょく手しゅの網あみを斬きり破やぶり、そのままの勢いきおいで袈け裟さ懸がけに斬きり下おろされる。

　硬かたいかに見みえた甲こう殻かくが、果か実じつでも切きり裂さくようにいともたやすく切せつ断だんされていく。タルシアンの体からだは真まっ二ぷたつに裂さけ、断だん面めんから血ちのように赤あかい液えき体たいを噴ふん出しゅつさせた。

　ミカコは息いきを荒あららげ飛とびすさった。

　タルシアンは破は裂れつし、いくつもの砕さい片へんとなって闇やみの中なかに飛ひ散さんしていった。

「ミカコ、大だい丈じょう夫ぶ!?」

　スクリーンにサトミが映うつし出だされる。

「…………」

　返へん事じができない。画が面めんを切きり替かえる。トレーサー隊たいが接せっ近きんしつつある。その隊たい列れつの先せん頭とうに一機きだけ突とっ出しゅつしているのがサトミらしい。

「まだ、回かい収しゅうされる前まえだったから、命めい令れい無む視しして駆かけつけたんだよ」

　サトミの顔かおが、強きょう制せい的てきに割わり込こんできた。

「ありがとう、でももう終おわったよ」

「残のこりの二つは？」

「さあ？　どこかへ消きえたよ」

　──どこへ？

　たしかに軌き道どうを分わかってから、残のこりの二体たいは姿すがたをくらませてしまった。

「無ぶ事じでよかったよ。さ、帰かえろ」

「うん」

　まだ表ひょう情じょうをこわばらせたままそう返へん事じしたとたん、またアラームが鳴なった。

『タルシアン群ぐん体たい出しゅつ現げん。トレーサー隊たい、緊きん急きゅう帰き艦かんせよ！』

「どういうこと？」

「あたしに聞きかないでよ。命めい令れいなんだから、さっさと引ひき返かえしましょ」

　サトミがスクリーンから消きえた。同どう時じに現あらわれた配はい置ちマップ上じょう、緑みどりの点てん列れつが反はん転てんして母ぼ艦かんへ引ひき返かえしていく。

　──艦かん隊たい決けっ戦せん？

「帰き艦かん！」

　そう告つげ、ミカコはぐったりとシートにもたれかかった。

『群ぐん体たいまでの距きょ離り、一二○○○キロ。個こ体たい数すう、百以い上じょう。続ぞく々ぞくと増ぞう殖しょく中ちゅう』

　──ショートカット・アンカーから？

　──ゲートが開ひらいたの？　やっぱり帰かえりのショートカット・アンカーはあるのね。ただし、わたしたちの自じ由ゆうにはならない。わたしたちはただ、誘さそい出だされるだけ。

「もたもたしないでよ、ミカコ。とてもじゃないけどまともに戦たたかえる数かずじゃないよ」

　また、サトミがスクリーンに割わり込こむ。

「逃にげるってこと？」

「さあ、それは艦かん隊たい総そう司し令れい官かんが決きめること。急いそいでよ」

　なにをしようとしているのか、ミカコにはタルシアンの行こう動どうがさっぱりわからなかった。

　ひとつ思おもったのは、ついさっき倒たおしたタルシアンの報ほう告こくを受うけて、群ぐん体たいが動うごき出だしたのだろうということだ。

　マップに目めをやる。タルシアンの群ぐん体たいを示しめす赤あかいドットが雲くものようにひろがり、艦かん隊たいへ急きゅう迫はくしている。そして群ぐん体たいの後こう尾びは空くう間かんの一いっ点てんから続ぞく々ぞくと湧わき出でている。

　戦たたかいようがない。

『艦かん隊たいは、タルシアン群ぐん体たいとの接せっ触しょくを回かい避ひする。これより、ハイパードライブに入はいる。ミッション中ちゅうのトレーサーは、全ぜん機き、直ただちに帰き艦かんせよ。帰き艦かんを急いそげ。ワープアウト・ポイントは、暗あん号ごう化かして伝つたえる。各かく艦かん、ワープイン・タイムを一分ぷん後ごに設せっ定ていせよ。では、カウントダウンを開かい始しする』

　──タルシアンの探たん索さくが目もく的てきなのに、めぐり会あえたとたんに尻しっ尾ぽを巻まいてお目め当あてのタルシアンから逃にげ出だすわけ？

　ミカコは、やっていることの矛む盾じゅんを歯は痒がゆく思おもった。

　──逃にげなければ、任にん務むを完かん了りょうできるかもしれないのに。

　そして、任にん務むを完かん了りょうさせれば、除じょ隊たいを許ゆるされ自じ由ゆうの身みになれる。

　願ねがってもない展てん開かい。だけど、そうはなりそうにない。

　とにかく、艦かん隊たい命めい令れいに逆さからってもしかたがない。

　しんがりに位い置ちどったミカコは、全ぜん速そくでリシテアを目め指ざす。

　三十秒びょうが経けい過かし、目もく前ぜんにリシテアが迫せまる。回かい収しゅうを待まつトレーサーがもう二、三機き待たい機き状じょう態たいにある。あの最さい後こう尾びにつけばいい。十じゅう分ぶん間まに合あう。

　ミカコは機きを減げん速そくさせた。

『警けい告こく！　タルシアン接せっ近きん！』

　機き載さいコンピュータが告つげた。

　──どうして、こんなときに！

　すばやく全ぜん周しゅうを見み回まわす。

　姿すがたを消けしたはずのタルシアンが一体たい、背はい後ごに迫せまっていた。

　ミカコに迫せまってくるのかと思おもったが、そうではない。回かい収しゅう待まちのトレーサーに狙ねらいを定さだめている。

　──ダメよ！

　回かい収しゅうゲートにでもダメージを与あたえられたら、ハイパードライブは不ふ可か能のうになる。いや、可か能のうかもしれないが、ワープアウトとともに負ふ荷かに耐たえられずに致ち命めい的てきな破は損そん事じ故こを引ひき起おこしかねない。

　──わたしが食くい止とめなきゃ。

「追おって！」

　母ぼ艦かん近きん傍ぼうでの弾たまの撃うち合あいは、避さけなければならない。

　すると、戦たたかいの手しゅ段だんは限かぎられてくる。

　ミカコは、タルシアンの前ぜん面めんへ回まわり込こんだ。

　やはり、これしかない。ビーム・ブレードを抜ぬく。

　斬きりつけた。かわされる。ミカコを無む視ししてリシテアに迫せまっていく。

　──ダメ！　行いっちゃ！

　ミカコは、脇わきをすり抜ぬけたタルシアンの背せ中なかの甲こう羅らにワイヤーを打うち込こんだ。

　命めい中ちゅうする。ワイヤーを巻まき戻もどす。距きょ離りを詰つめ、背はい後ごから斬きりつけた。

　こんどはかわしようがなかった。

　タルシアンは二つに裂さけ、肉にく片へんとなって虚こ空くうに飛とび散ちった。

「あと何なん秒びょう？」

　息いきつく暇ひまもなかった。

　リシテアを見みる。最さい後ごの一機きが回かい収しゅうゲートに姿すがたを消けしていくところだった。

　リシテアを包つつみ込こむようにして光ひかりの粒つぶが無む数すうに発はっ生せいしはじめていた。ドライブエンジンが稼か働どうしはじめている。いっぱいの光ひかりの粒つぶで取とり囲かこまれたとき、空くう間かんが一いっ気きに歪わい曲きょくし、艦かんははるか遠えん隔かく地ちへ吹ふき飛とばされる。

『残のこり、十二秒びょう』

「間まに合あう。急いそがなきゃ。あ、メール」

　ミカコは小こ物もの入いれに手てを伸のばす。

「いま発はっ信しんしとかないと……」

　ハイパードライブで一ないし一・五光こう年ねん先さきの地ち点てんに飛とばされるということは、そこから発はっ信しんしたメールが地ち球きゅうに届とどくのは、一年ねん以い上じょう先さきのことになってしまう。

　しかし、小こ物もの入いれの中なかは空からだった。ぐるりと周しゅう囲いを見み回まわし、頭あたまの上うえの空くう間かんに携けい帯たいが浮ういているのを見みつけた。手てを伸のばすが届とどかない。
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　──ノボルくん……。

　一年ねん後ごまで待まっていてくれるだろうか？

　光ひかりの粒つぶに包つつみ込こまれるリシテアに、ミカコのトレーサーは回かい収しゅうされていった。













　　　２０４８年ねん９月がつ[image: ]階かい段だん上うえ







　この夏なつをどう過すごせばいいのか、正しょう直じきいって迷まよっていた。

　選せん択たく肢しはいくつもあるようで、実じっ際さいどれも決きめ手てに欠かけていた。

　そうでなくてもこの時じ期き、いやでも将しょう来らいについて考かんがえざるをえなくなる。

　親おやも教きょう師しも級きゅう友ゆうも、「おまえはなにになりたいんだ、なにをやりたいんだ」ってこぞって問とい詰つめてくる。明めい確かくな答こたえなんてあるはずもない。だいいち、自じ分ぶんでどうしていいんだかさっぱりわからないんだから……。

　ただでさえどうしていいんだか頭あたまの中なかの整せい理りがつかずにいるところに、ぼくの場ば合あいさらに、秩ちつ序じょをかき乱みだすやっかいな要よう因いんを、ひとつ人ひとより余よ計けいに抱かかえていた。

　それが長なが峰みね美み加か子こだった。

　なんだ、彼女かのじょに影えい響きょうされて自じ分ぶんの進しん路ろひとつ決きめられないのかって、軟なん弱じゃく者もののそしりをまぬがれないかもしれないが、二に重じゅうの意い味みでそれは違ちがっている。

　まず、長なが峰みねはぼくの彼女かのじょってわけじゃないし、もひとつ、長なが峰みねがぼくにどうしろこうしろっていったことは一いち度どもない。

　長なが峰みねはわりと仲なかのよかった中ちゅう学がくのクラスメイトのひとりだった。

　それが、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんの選せん抜ばつメンバーに選えらばれたとかで、中ちゅう三の夏なつ、忽こつ然ぜんとぼくの前まえから姿すがたを消けしてしまった。トレーサー乗のりになってタルシアン探たん索さくの旅たびに出でるんだという。中ちゅう三の女おんなの子こがだ。なんだかばかみたいな話はなしで、どう受うけ止とめていいのか、猫ねこが仔こ犬いぬを産うんだってほうが、まだぼくにとってリアリティのある話はなしだった。

　そんなばかみたいな話はなしに唯ゆい一いつリアリティを持もたせてくれたのが、長なが峰みねとの間あいだで交かわした何なん通つう何なん十通つうものメールだった。ぼくらは恋こい人びとでもないという意い味みで、特とく別べつな関かん係けいではなかったけれど、恋こい人びとでもないのにいろんなことを語かたり合あったという意い味みで、特とく別べつな関かん係けいだったといってもいい。

　ぼくは平へい凡ぼんな高こう校こう生せいだったが、勉べん強きょうしてても、飯めし食くってても、ゲームしてても、通つう学がくバスに揺ゆられてても、級きゅう友ゆうとバカ言いい合あってても、ぼーっと教きょう室しつの窓まどから校こう庭ていを眺ながめ下おろしてても、常つねに心こころの片かた隅すみに宇う宙ちゅうとタルシアンと長なが峰みね美み加か子こを抱かかえていた。

　それが負ふ担たんに思おもえたことも、もちろんあった。

　関かん係けいないって、長なが峰みねのことを無む視ししようとしたことも何なん度どもあった。

　だけど、宇う宙ちゅうから届とどくメールには抗あらがえなかった。

　はるか時じ間かんと空くう間かんを超こえて届とどくメール。

　まったく違ちがった環かん境きょうにいて、まったく違ちがった目もく的てきをもって生いきているふたり。

　長なが峰みねの旅たびが続つづき、距きょ離りも時じ間かんもより大おおきく隔へだたっていくというのに、不ふ思し議ぎなことに長なが峰みねへ寄よせる思おもいはより強つよくなっていった。

　その思おもいというのは、単たん純じゅんに好すきとかそういうんじゃなくて、相あい手てを気き遣づかう気き持もちだったのかもしれない。それがはっきりしたのは、長なが峰みねからのメールが途と絶だえてからだった。

　長なが峰みねからの最さい後ごのメールは、冥めい王おう星せいから届とどいた。

　冥めい王おう星せい到とう着ちゃくのみを告つげる、長なが峰みねにしてはごく短みじかいメールだった。

　三みっ日かとあけずに届とどいていたメールが、その後ごぷっつり途と絶だえてしまった。

　なにがあったのかと、さすがに不ふ安あんになった。最さい悪あくの事じ態たいも脳のう裏りを過よぎった。

　その不ふ安あんは半はん分ぶん当あたっていた。

　艦かん隊たいがタルシアンと遭そう遇ぐうしたこと。そして、小しょう規き模ぼの戦せん闘とうが繰くり広ひろげられ、艦かん隊たいはハイパードライブによる一・一光こう年ねんの回かい避ひ行こう動どうをとったことが、不ふ確たしかなニュースとして公こう表ひょうされたのは、事ことが起おきて四よっ日かも五いつ日かもたってからのことだった。

　当とう初しょ、小しょう規き模ぼ戦せん闘とうについても、味み方かたに死し傷しょう者しゃは出でたのか、詳しょう細さいが明あかされるのにさらに三みっ日かを要ようした。

　死し者しゃ一名めいが出でたという。

　無む数すうのタルシアンが出しゅつ現げんしたこと。タルシアンと戦せん闘とう行こう為いに及およんだこと。その戦せん闘とうによる死し者しゃが出でたこと。そのいずれもがショッキングだった。

　長なが峰みねの参さん加かしているプロジェクトが、危き険けんをはらんだミッションを実じっ行こうしているんだということを、このときはじめて思おもい知しらされ、愕がく然ぜんとした。

　長なが峰みねは日ひ々び命いのちの危き険けんと向むかい合あって生いきている！

　いやそれどころか、その死し者しゃというのが……。

　長なが峰みねがその犠ぎ牲せい者しゃ本ほん人にんかもしれないと考かんがえると、居いても立たってもいられなかった。

　とりわけ、長なが峰みねからのメールが途と絶だえたままだったことが、不ふ安あんをいっそうかきたてた。

　いずれにしても、長なが峰みねが無ぶ事じかどうかを確かく認にんできるまで、一年ねん以い上じょう待またなければならない。こんなのって、ありだろうか？　結けっ果かはすでに出でているのに、その結けっ果かを知しるのに一年ねん間かんを無む為いに待またなければならないなんて。

　長なが峰みねが死しんでしまったなんて、思おもいたくもなかった。

　きっと、生いきてるって信しんじたかった。

　だって、あんまりじゃないか。あいつが、なにか悪わるいことでもしたっていうんだろうか。それともただ、あいつは単たんにすごく運うんが悪わるかっただけで、もし人ひと並なみの運うんにめぐまれていたら、ぼくといっしょの城じょう北ほく高こう校こうに進すすんで、ごく普ふ通つうのたわいない高こう校こう生せい活かつを送おくっていたのだろうか？

　長なが峰みねからのメールが届とどかない一年ねん間かん。

　長なが峰みねの生せい死しが不ふ明めいなままの一年ねん間かん。

　その一年ねん間かんを平へい常じょう心しんを保たもったままでいられるかどうか、ぼくには自じ信しんがなかった。

　長なが峰みねが死しんでしまったって決きまったわけじゃないのに、心こころにぽっかりと穴あながあいてしまったような空くう虚きょ感かんをぼくは感かんじた。しばらくは、なんにもやる気きが起おきなかった。

　長なが峰みねのことばかりを考かんがえて待まち続つづけるのは辛つらすぎると思おもった。

　薄はく情じょうなやつって思おもうかもしれないけど、長なが峰みねのことはできるだけ考かんがえないようにすることに決きめた。だって、どうしようもない。宇う宙ちゅうの広こう大だいさや時じ間かんの隔へだたりに対たい抗こうする手しゅ段だんが、いまのぼくにはなにもない。

　そうやってぼくが平へい静せいを保たもとうとしていたのとは逆ぎゃくに、タルシアン出しゅつ現げんの一いっ報ぽう以い来らい、世せ間けんは騒そう々ぞうしさを増ましていた。音おと沙さ汰たなしだったタルシアンが、冥めい王おう星せいに大たい挙きょ出しゅつ現げんしたのだ。ありがちなサイエンス・フィクションみたいに、そのまま地ち球きゅうを侵しん略りゃくしにやって来くるんじゃないかって、そりゃもう全ぜん世せ界かい的てき大おお騒そう動どうだった。

　しかし実じっ際さいは、リシテア艦かん隊たいが消きえてしまったことでタルシアンの群ぐん体たいもあっさりとどこかへ行方ゆくえをくらましてしまい、世せ界かい的てき混こん乱らんはいったん鎮ちん静せい化かした。しかし、落おちつきを取とり戻もどした後のちには、さまざまな声こえが噴ふん出しゅつしてきた。もちろん、一いち番ばん大おおきな声こえは、「地ち球きゅう的てき規き模ぼの防ぼう衛えい網もうを緊きん急きゅう強きょう化かせよ！」というものだった。

　またぞろ多た額がくの国こっ家か予よ算さんが、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐん関かん連れんに投とう入にゅうされることになるんだろうって思おもうと、ため息いきがもれそうになった。

　またまた時じ代だいは逆ぎゃっ行こうしていくんだろうか？　「贅ぜい沢たくは敵てきだ！」なんてスローガンのもとに、質しっ素そな暮くらしを強きょう要ようされる世よの中なかがやってくるんじゃないかって。いまでもぼくらは十じゅう分ぶん質しっ素そな暮くらしをしてるつもりなのに。

　また一いっ方ぽうで、ごく少しょう数すうではあるが、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐん及およびその下か部ぶ組そ織しき航こう宙ちゅう自じ衛えい隊たいの閉へい鎖さ性せいに「情じょう報ほう公こう開かいせよ！」と批ひ判はんの声こえをあげる者ものも現あらわれた。きっかけは、タルシアンとの接せっ触しょくで犠ぎ牲せい者しゃが出でたことだった。犠ぎ牲せい者しゃの名なが公こう表ひょうされなかったことで、選せん抜ばつメンバーの親おや兄きょう弟だいたちが互たがいに連れん絡らくをとりあって、いままで公こう表ひょうされなかった乗じょう員いんリストが、ほぼ完かん全ぜんな形かたちでできあがってしまった。マスコミを通つうじて発はっ表ぴょうされたその内ない容ようは、ちょっとした波は紋もんを国こく内ないに呼よぶことになった。日に本ほんからの選せん抜ばつメンバー二百十八名めいすべてが女じょ性せいであったこと。また、その平へい均きん年ねん齢れいは十八・六歳さいと、未み成せい年ねん者しゃで占しめられていたこと。

　長なが峰みねのメールからも、クルーの構こう成せいは知しっていて、もちろん長なが峰みねも含ふくめてどうして？　ってぼく自じ身しん疑ぎ問もんに思おもってはいたが、こうしてメディアを通つうじて実じっ態たいを明あきらかにされると、この異い様ような人じん選せんにいったいどういう意い味みと必ひつ然ぜんが込こめられているのか、あらためて知しりたくなってしまった。

　国こっ会かいでも当とう然ぜんのように議ぎ論ろんを呼よび、野や党とうの追つい及きゅうに対たいし、防ぼう衛えい大だい臣じんが苦くるし紛まぎれとも思おもえる答とう弁べんをした。曰いわく、「トレーサー設せっ計けいの段だん階かいで、搭とう載さいオプションをグレードアップさせたために、居きょ住じゅうスペースを削けずらざるをえなくなった。その結けっ果か、主おもに身しん長ちょうというファクターから、若じゃく年ねん者しゃしかも女じょ性せいに適てき性せいを求もとめる結けっ果かになった。また、近きん年ねんの宇う宙ちゅう勤きん労ろう者しゃから得えられた多た大だいなデータからも、閉へい鎖さ的てき宇う宙ちゅう環かん境きょう下かにおけるストレス耐たい久きゅう性せいにおいて、男だん性せいに対たいする女じょ性せいの優ゆう位い性せいはすでに実じっ証しょう済ずみの事じ実じつであり、その意い味みからも女じょ性せいであることを選せん考こう基き準じゅんの最さい優ゆう先せん項こう目もくとした」と。なんか、うそ臭くさい感かんじがした。

　いったんは盛もり上あがった議ぎ論ろんだったが、クルーの人じん選せん問もん題だいは沸わき起おこる防ぼう衛えい論ろん議ぎの大だい音おん声じょうにかき消けされてしまった。




　ぼくがほんとの意い味みで平へい静せいを取とり戻もどしたのは、二年ねんに進しん級きゅうしてからだった。

　長なが峰みねのことを完かん全ぜんに忘わすれ去さったってわけじゃないけど、無む意い識しきの底そこでは長なが峰みねのことを気きにかけていたはずだけど、メールが届とどかないことには慣なれっこになってきていた。

　その後ごタルシアンに関かんしては、再さい度ど姿すがたを現あらわすこともなかったために、一いち時じの防ぼう衛えい意い識しきの盛もり上あがりも鎮ちん静せい化かし、世せ間けんも平へい穏おんを取とり戻もどしつつあった。

　平へい穏おんである意い味み退たい屈くつなぼくの高こう校こう生せい活かつに、ひとつのハプニングが待まち受うけていた。

　それは六月がつのある日ひの放ほう課か後ご。クラブを終おえて帰かえろうと、なんの気きなしに開あけた下げ駄た箱ばこの中なかに、それはこっそりと仕し掛かけられていた。少しょう女じょマンガかなんかでよく見みるシチュエーション。まさか自じ分ぶんがそのハッピーな当とう事じ者しゃに抜ばっ擢てきされるなんて、思おもってもみなかった。宛あて名なも差さし出だし人にんも記き入にゅうされていない、白しろい小ちいさな封ふう筒とう。一いっ瞬しゅんとまどったけど、中なか身みの見けん当とうはすぐについた。たぶん、果はたし状じょうなんて物ぶっ騒そうなものじゃないことはたしかだ。

　ぼくは封ふう筒とうを取とり出だすと姑こ息そくにも、左さ右ゆうを振ふり返かえり誰だれにも見みられていないことを確かく認にんして、そそくさとバッグにしまいこんだ。

　我わが家やに帰かえり着つき部へ屋やに飛とび込こむと、ドアに鍵かぎしてすぐさま封ふう筒とうを取とり出だした。

　勉べん強きょう机づくえにきちんと置おいて二、三歩ぽさがり、いかに対たい処しょすべきかと遠とお目めに睨にらみつけてはみたが、余よ裕ゆうのポーズをとっていられたのはほんの三秒びょう程てい度どのことでしかなかった。

　なんだかんだいっても、十七歳さいの若わか造ぞうにとってこういう素そ朴ぼくでピュアなアイテムは、てきめんな効こう果かを発はっ揮きする。馬うまにニンジン。猫ねこにマタタビ。ぼくも例れい外がいではなかった。

　あわてつつ慎しん重ちょうに、鋏はさみを使つかって開かい封ふうし、中なか身みを取とり出だした。

　質しっ素そな封ふう筒とうとはうらはらに、出でてきた便びん箋せんは薄うすいピンク色いろをしていた。

　それだけで若わか造ぞうは舞まい上あがってしまって、日に本ほん語ご解かい析せき力りょくがいっきにダウンした。手て紙がみの文も字じ列れつのいわんとするところを把は握あくするのに、ひどく時じ間かんがかかってしまった。

　差さし出だし人にんの女おんなの子こは、高たか鳥とり瑤よう子こという、まったく知しらない名な前まえの子こだった。

　一年ねんＡ組ぐみ。下か級きゅう生せいらしい。

　好すきだとか、ストレートな言こと葉ばはなにも書かいてなかった。

「明日あしたの放ほう課か後ご、ちょっとだけ時じ間かんをください。ビオトープ脇わきのベンチでヘッセの詩し集しゅうを膝ひざに置おいている髪かみの長ながい子こがわたしです。」




　翌よく日じつ、若わか造ぞうは放ほう課か後ごが待まち遠どおしかった。

　同おなじ弓きゅう道どう部ぶの下か級きゅう生せいから情じょう報ほう収しゅう集しゅうしておきたい気きもしたが、後あとでからかわれるのが目めに見みえていたのでぐっと我が慢まんして時じ間かんを待まった。

　件くだんのヘッセの詩し集しゅうだかに視し線せんを落おとしている髪かみの長ながい女おんなの子こは、はたして指し定ていの観かん察さつ池いけ脇わきの木もく製せいベンチに待まち構かまえていた。近ちか寄よって、どう声こえをかけたものか逡しゅん巡じゅんしていると、気け配はいを感かんじてか彼女かのじょは顔かおを上あげた。期き待たいしないつもりでいたのに、その期き待たい以い上じょうの容よう姿しに、若わか造ぞうは先せん制せいパンチを浴あびて言こと葉ばを失うしなってしまった。
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「来きてくれないのかって、心しん配ぱいしてました。ほんとうは百メートル先さきから先せん輩ぱいが近ちかづいてくるの気きづいていたんです。……はじめまして、高たか鳥とり瑤よう子こです」

　のっけから、彼女かのじょのペースにはまってしまっていた。

　彼女かのじょは好すきだともつきあってくれともいわなかった。だけど、「練れん習しゅうの邪じゃ魔ましちゃいけないから」と追おい返かえされるようにしてその場ばを離はなれたときには、しっかり次つぎに会あう約やく束そくを交かわしたことになっていて、おまけに借かりたいなんていった覚おぼえもないのに文ぶん庫こ本ぼんのヘッセの詩し集しゅうまで握にぎらされていた。

　まんまと彼女かのじょの罠わなにはまって、若わか造ぞうと高たか鳥とり瑤よう子ことの交こう際さいがスタートした。

　絵えに描かいたような健けん全ぜんな男だん女じょ交こう際さい。

　もっぱら彼女かのじょのエスコートで、彼女かのじょのお気きに入いりの場ば所しょで、ぼくらはデートを重かさねた。

　もちろん、クラブの練れん習しゅうもあって、ぼくが自じ由ゆうになる時じ間かんは限かぎられていた。彼女かのじょはまるで私し設せつ秘ひ書しょみたいに毎まい度どまいどかいがいしく立たち働はたらいて、ぼくの空あき時じ間かんを最さい大だい限げん有ゆう効こう活かつ用ようできるデートプランを立たててくれていた。

　通つう学がく定てい期きが使つかえるエリアにある、市し立りつ美び術じゅつ館かんだとか、図と書しょ館かんだとか、コンサートホールだとか。彼女かのじょがみつくろってくれるデートスポットは健けん康こう的てきでリーズナブルな場ば所しょばかりだった。そういった公こう的てきな場ば所しょは、いままでのぼくにはほとんど無む縁えんで、正しょう直じきいってどれも興きょう味みのわかない退たい屈くつな場ば所しょだった。だけどぼくはすっかり彼女かのじょのペースにはまってしまっていて、その退たい屈くつさも楽たのしんではいた。

　ぼくは、無む意い識しきのうちに長なが峰みねと高たか鳥とりを比ひ較かくしていた。

　年ねん齢れいのうえでは長なが峰みねのほうが一歳さい年とし上うえなはずなのに、高たか鳥とりのほうがずっと年とし上うえに感かんじられた。無む理りもないと思おもった。ぼくのイメージのなかの長なが峰みねは、ずっと中ちゅう学がく三年ねん生せいのまま、時ときの流ながれから置おき去ざりにされたみたいに成せい長ちょうが止とまっていた。

　高たか鳥とり瑤よう子こは、清せい楚そな感かんじだけれど、しゃべりかたとかちょっとした仕し草ぐさだとかが、おとなの女じょ性せいを感かんじさせた。頭あたまはよかったし、長ちょう身しんで容よう姿しも悪わるくない。いや悪わるくないどころか、はっきりと美び少しょう女じょと言いい切きってまちがいなかった。どうしてこんな子こがぼくなんかに目めをつけたのか不ふ思し議ぎでならなかった。

　彼女かのじょがいうには、弓きゅう道どう部ぶ在ざい籍せきの二年ねん男だん子し寺てら尾お昇のぼるは、女じょ子しの仲なか間ま内うちではけっこう人にん気きなんだという。ただし、冷れい淡たんでチャラチャラしたことが嫌きらいで、女おんな友とも達だちはもとより男おとこ友とも達だちとも話はなしをしたがらない難なん物ぶつキャラで通とおっていたようで、アタックをかけようなんてそうとう勇ゆう気きのいることで、ひとことでいえば近ちか寄よりがたい存そん在ざいとして捉とらえられていたのだと。

　とんだ誤ご解かいだ。

　ただ、長なが峰みねのことがあって、どこか人ひと付づき合あいが悪わるくなっていたのはたしかで、はたからは気き難むずかし屋やみたいに思おもわれていたのは自じ分ぶんでもわかっていた。

　高たか鳥とりは、そんな気き難むずかし屋やなところに逆ぎゃくに興きょう味みをもってぼくに接せっ近きんしてきたらしい。

　高たか鳥とりは、ぼくの心こころの空くう白はくを埋うめてくれた。

　ぼくの頑かたくなになっていた心こころを溶とかしてくれた。

　高たか鳥とりのことを好すきになったかどうか、それは自じ分ぶんでもよくわからなかった。

　だけど、ごく普ふ通つうの青せい春しゅんってやつを高たか鳥とりがぼくに与あたえてくれたことはたしかで、すごく感かん謝しゃしている。

　けれどもぼくは、こんなハッピーな青せい春しゅん過すごしてていいんだろうかって、後うしろめたさも感かんじていた。やはり、心こころの片かた隅すみの小こ箱ばこに仕し舞まい込こんで鍵かぎをかけたつもりでいた長なが峰みねのことが、無む視しできないでいたのだ。

　長なが峰みねの存そん在ざいが、高たか鳥とりに傾かたむきかけるぼくの心こころに常つねにブレーキをかけていた。

　ほっておけば高たか鳥とりのペースに巻まき込こまれ、ふたりの交こう際さいが進しん展てんしていくのを、いつももうひとりの冷さめた自じ分ぶんが引ひき止とめていた。

「寺てら尾お先せん輩ぱい、誰だれも入はいり込こめない壁かべを作つくってる。でも、いつかわたしが、きっとその壁かべを取とり払はらってあげる」

　思おもいつめたような目めをして、高たか鳥とりがそういったのを覚おぼえている。

　北きた風かぜと太たい陽ようの寓ぐう話わじゃないけど、そうやって高たか鳥とりに宣せん言げんされ、太たい陽ようのように温あたたかな愛あい情じょうを注そそがれたというのにぼくは、寓ぐう話わの結けつ末まつに逆さからって、ますますコートの襟えりを立たてる偏へん屈くつ者ものの旅たび人びとと化かしてしまった。まったく、やせ我が慢まんもいいとこだ。

　長なが峰みねの生せい死しがはっきりする日ひが近ちかづいていた。

　ぼくは、ぼくだけが向むき合あわなければならない、もうひとつの現げん実じつに呼よび戻もどされようとしていた。




　その日ひぼくは、決けつ意いをかためていた。

　長なが峰みねの結けっ果かを待まって高たか鳥とりを受うけ入いれるかどうかを決きめるなんて都つ合ごうのいいことは、やっぱりぼくにはできなかった。どうしてって聞きかれても、うまく答こたえることはできない。

　高たか鳥とりにはそんなぼくの決けつ意いを見み透すかされていたようで、クラブの練れん習しゅうをサボっていっしょに帰かえろうって誘さそったとき、いつものように嬉うれしそうに頷うなずいたあとに少すこし淋さびしそうな表ひょう情じょうを見みせた。通つう学がく電でん車しゃを降おりて駅えき舎しゃを出でたとたんに、九月がつの冷つめたい雨あめが降ふってきた。ぼくは折おりたたみの傘かさを取とり出だし、ふたりで差さした。

　高たか鳥とりは無む言ごんでぼくにもたれかかってきた。衣ころも替がえ前まえの夏なつ服ふくの袖そでから伸のび出でている細ほそくて白しろい腕うでが寒さむ々ざむしかった。ときどきぼくの腕うでに触ふれた。柔やわらかで冷つめたかった。

　階かい段だん坂ざかに差さしかかったとき、いわなければと思おもった。そこを過すぎると彼女かのじょの家いえまで送おくっていかなければならなくなる。

　ぼくは立たち止どまり、半はん歩ぽ彼女かのじょの前まえに踏ふみ出だして向むき直なおり、いった。

「ゴメン。もう、これ以い上じょうつきあえない」

　すると高たか鳥とりは「わかってた」と消きえ入いるような声こえでいって、小ちいさく頷うなずいた。ぼくは傘かさを彼女かのじょに突つき出だし、雨あめのなかに飛とび出だした。
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　振ふり返かえらずにコンクリートの階かい段だんを駆かけ上のぼった。

　上のぼりきったところに懐なつかしいものがあった。

　あの夏なつの日ひ、長なが峰みねと雨あま宿やどりしたプレハブのバスの待まち合あい小ご屋やだった。

　通つう学がく路ろが変かわって、寄より道みちする場ば所しょも相あい手ても変かわって、ここ二年ねんまったく通とおることのなかった道みちだったが、周しゅう囲いの景色けしきになんの変へん化かも感かんじられなかった。無む用ようの小こ屋やも、二年ねん分ぶん古ふるさを増ました格かっ好こうで、依い然ぜんとしてもとの場ば所しょに居い座すわっていた。

　ほっとした気き分ぶんでぼくは小こ屋やに飛とび込こんだ。

　先せん客きゃくは誰だれもいなかった。集しゅう会かいをひらいているはずの猫ねこたちの姿すがたもなかった。

　ベンチに腰こしかけ濡ぬれたシャツの袖そでを絞しぼった。

　バカなやつと自じ嘲ちょうしながら空そら模も様ようを見み上あげ、雨あま止やみを待まつことにした。

　そして二十分ぷんくらいそうしていたとき不ふ意いを突ついて携けい帯たいが鳴なった。

　それは、一年ねんの旅りょ程ていを終おえてたどり着ついた長なが峰みねからのメールだった。

　文ぶん面めんは途と中ちゅうで途と切ぎれてはいたが、ワープアウト後ごに発はっ信しんしたことは間ま違ちがいなさそうだった。つまり、長なが峰みねは生いきていてくれた。

　うれしさが静しずかにこみ上あげてきた。













　　　２０４７年ねん９月がつ[image: ]シリウス







　リシテア艦かん隊たいがワープアウトした地ち点てん〈シリウスラインβベータ〉は、近きん傍ぼうになんの星せい系けいも存そん在ざいしない闇やみに包つつまれた虚きょ無む空くう間かんだった。

　ミカコは、ワープの瞬しゅん間かんを、回かい収しゅうされガレージへと運はこばれるトレーサー上じょうで迎むかえた。

　艦かん内ないに響ひびき渡わたるカウントダウンが十まできたとき、主しゅ要ようなすべての電でん源げんが落おとされ、艦かん内ないは闇やみに閉とざされた。

　ミカコのトレーサーを運はこぶコンテナも、軌き道どう上じょうで動うごきをとめた。

　安あん全ぜんのため、トレーサー内ない部ぶの電でん源げんも艦かんに連れん動どうして強きょう制せい的てきに落おとされ、ミカコもまた、たったひとり闇やみに包つつまれた。

　突とつ然ぜん訪おとずれたタルシアン。そして初はじめての実じっ戦せん。

　その興こう奮ふんの余よ熱ねつがまだ冷さめやらず、ミカコは心しん臓ぞうを高たか鳴ならせ息いきを荒あららげ膝ひざを小こ刻きざみに震ふるえさせていた。

　戦せん闘とうに勝かった喜よろこびよりも、タルシアンと直ちょく面めんしたときの恐きょう怖ふ感かんのほうが強きょう烈れつなインパクトとなってミカコを痺しびれさせていた。

　触しょく手しゅの檻おりに取とり囲かこまれたときの、いいようのない恐きょう怖ふ感かん。ビーム・ブレードで切きり裂さいたときの肉にくが弾はじける生なま々なましい手て応ごたえ。何なん度ども繰くり返かえした演えん習しゅうの後あとの、心地ここちよい疲ひ労ろう感かんはどこにもなかった。

　──これは、部ぶ活かつなんかじゃない！

　とんでもないことに巻まき込こまれてしまったことを、いまになってミカコは否いや応おうなく実じっ感かんさせられていた。

　闇やみのなかにひとりぼっち。早はやく仲なか間まのもとに戻もどって、あらいざらい起おこったこと見みたことやったことを吐はき出だしたかった。吐はき出だせば、すこしはこの重おも苦くるしい気き持もちを楽らくにできるような気きがした。

　ワープの瞬しゅん間かん、ブースがわさわさと揺ゆれた。トレーサー内ない部ぶのそこかしこが、高こう周しゅう波はの軋きしみ音おんをあげた。細さい胞ぼうのひとつひとつをすりこ木ぎで擂すり潰つぶされていくような、いままでに一いち度ども感かんじたことのない不ふ快かい感かんが襲おそってきた。どこかへ向むかって、体からだ全ぜん体たいが引ひっぱり上あげられるような、吸すい寄よせられるような、不ふ思し議ぎな感かん覚かくも同どう時じに味あじわっていた。

　ほんの数すう秒びょうでワープは完かん了りょうした。

　トレーサー内ないの電でん源げんが戻もどり、やや遅おくれてガタゴトとトレーサーを載のせたコンテナも動うごき出だした。ワープ終しゅう了りょうを告つげる、艦かん内ないアナウンスが鳴なり響ひびいた。

　艦かん内ないのメカニズムは順じゅん調ちょうに復ふっ旧きゅうしていったが、乗じょう員いんたちが動うごき出だすのにはいくらか時じ間かんを要ようした。いいようのない不ふ快かい感かんは徐じょ々じょに消きえ去さっていったが、痺しびれるような感かん覚かくとだるさがいつまでも全ぜん身しんから抜ぬけ落おちず、身み動うごきがとれなかった。

　──あっ。ノボルくんに伝つたえなきゃ。

　床ゆかに落おちていた携けい帯たいを、必ひっ死しの思おもいで体からだをねじり腕うでを伸のばして拾ひろい上あげた。指ゆび先さきの自じ由ゆうがきかず、それ以い上じょう文ぶん面めんを書かき足たすことはできなかった。送そう信しんボタンを押おすのがやっとだった。

　──届とどくかな？

　現げん在ざい地ちの確かく定ていに戸と惑まどっているのか、携けい帯たいが着ちゃく信しん所しょ要よう時じ間かんを表ひょう示じするのに、えらく時じ間かんがかかった。

〈３９８日にち13時じ間かんＸＸ分ふんＸＸ秒びょう〉

　自じ信しんのなさを携けい帯たいなりに謙けん虚きょに表ひょう現げんした表ひょう示じだった。

　──ノボルくん、高こう二になってるんだ。

　淋さびしさがこみ上あげてきた。




　トレーサーのブースから這はい出だすように降おり、シャワーを浴あびて転ころげ込こむように与あたえられた個こ室しつへ戻もどった。そのとたん、呼よび出だしがかかった。

　艦かん橋きょうからだった。

　ミカコたちトレーサー乗のりの居きょ住じゅうスペースと、艦かん橋きょうを中ちゅう心しんとした操そう艦かんスタッフの居きょ住じゅう空くう間かんとは厳げん然ぜんと隔へだてられており、両りょう者しゃが直ちょく接せつ顔かお合あわせすることはめったになかった。

　ミカコも、三十名めい弱じゃくと聞きいていた操そう艦かんスタッフを艦かん内ないで見みたことは一いち度どもなかった。初はじめて艦かん橋きょうから呼よび出だしがかかり、その呼よび出だした相あい手てが、艦かん長ちょうよりさらにお偉えらい、艦かん隊たい総そう司し令れい官かんと知しって驚おどろいた。

　艦かん橋きょうまでは、実じっ際さい以い上じょうに長ながい道みちのりに感かんじられた。

　総そう司し令れい官かん室しつに招まねき入いれてくれたのは、五十年ねん配ぱいの青あおい目めの司し令れい官かん、ギルバート・ロコモフだった。映えい像ぞうでは何なん度どもお目めにかかっていたが、直じかに会あうのははじめてで緊きん張ちょうした。

　やわらかい笑え顔がおで出で迎むかえると、ロコモフ司し令れい官かんは流りゅう暢ちょうな日に本ほん語ごで語かたりかけてきた。

「ナガミネくん、ごくろうさまでした」

　椅い子すをすすめられた。

「きみのすばらしい活かつ躍やくのおかげで、タルシアンに関かんして、貴き重ちょうなデータが収しゅう集しゅうできました。こころから感かん謝しゃしています」

　ごつい手てで握あく手しゅを求もとめてきた。ミカコは応おうじた。

「きみの功こう労ろうに、なんらかの褒ほう賞しょうを考かんがえています。なにか艦かん内ないで不ふ自じ由ゆうしていることはありませんか？　欲ほしいもの、食たべたいものはありませんか？」

　ご褒ほう美びをあげようというわけだ。子こども扱あつかいされているようで素す直なおに喜よろこべなかった。

「それより、教おしえてほしいことがあります。ちゃんと答こたえてください」

「聞ききましょう」

　執しつ務む席せきにつき居い住ずまいを正ただして司し令れい官かんはいった。

「タルシアンと戦たたかったのは、正ただしかったのですか？」

　司し令れい官かんからすぐに返へん事じはなかった。

「タルシアンは、わたしたちの敵てきなんですか？」

　司し令れい官かんは考かんがえ込こんでしまった。

「正しょう直じきなところ、わたしにもまだわからない。彼かれらに語かたりかける手しゅ段だんを、わたしたちはまだ持もち合あわせていない。タルシス遺い跡せきからの多た数すうの出しゅつ土ど品ひんを分ぶん析せきした結けっ果か、彼かれらの言げん語ごを知しる手てがかりとなるようなものは、なにひとつ見みつけることができなかった。つまり我われ々われの文も字じに相そう当とうするようなものが、彼かれらにはないのかもしれない」

「それじゃ、わたしが戦たたかったことも、間ま違ちがいだったかもしれないんですね」

「いや、やはり戦たたかうしかなかった。現げんに犠ぎ牲せい者しゃが出でている。もし戦たたかわなければ、こっちがやられてしまうことになる」

「それじゃ、こんどまたタルシアンと出で会あったら、やっぱり戦たたかっていいんですね？」

「状じょう況きょうにもよるが、命めい令れいに従したがってもらう。戦たたかうかどうかは、わたしが判はん断だんする」

「わかりました。命めい令れいに従したがえばいいんですね」

　深ふかくうなずくと、ロコモフ司し令れい官かんは声こえの調ちょう子しを変かえていった。

「そう、ひとつ聞きいておきたいことがありました。戦せん闘とう中ちゅう、タルシアンが触しょく手しゅのようなものできみを取とり囲かこんだことがあったね。あれは、なにか攻こう撃げきの一いっ種しゅだったのかね？」

「さあ、攻こう撃げきとは感かんじられなかったけれど、あの後あと、攻こう撃げきに移うつるつもりだったのかもしれません。大おおきな目め玉だまでじろじろ見みられて、とっても恥はずかしかったし、気き持もちが悪わるかったけど」

「見みられて恥はずかしかった……。わかった。ひょっとしたら、彼かれらもわたしたちのことを手て探さぐりで知しろうとしているのかもしれない。うむ、ありがとう。きょうは交こう替たい勤きん務むから外はずれていいよ。ゆっくり休きゅう養ようしなさい。そう、あさって、艦かん隊たいは大だい移い動どうを行おこなうことになる。ショートカット・アンカーを使つかったワープを行おこなう。目もく的てき地ちは、シリウス星せい系けい。地ち球きゅうから八・六光こう年ねん離はなれた場ば所しょだ。必ひつ要ような相あい手てがいたら、今日きょう明日あす中じゅうに連れん絡らくをとっておきなさい」

　──地ち球きゅうから八・六光こう年ねん！

　そう聞きいただけで、気きが遠とおくなりそうだった。
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ノボルくん。

ミカコはいま、地ち球きゅうから一・一光こう年ねん離はなれた場ば所しょにいるよ。

ノボルくんはいま、高こう校こう二年ねん生せいなんだね。

きのうのメールちゃんと届とどいたかな。中ちゅう途と半はん端ぱなメールで、ゴメンね。どうして連れん絡らくもなしに一年ねん以い上じょうメールが届とどかなくなってしまったのか、だいたいの事じ情じょうは伝つたわってるよね。

そう、タルシアンは、いきなり現あらわれたの。それに、ハイパードライブも急きゅうな決けっ定ていで、メールを打うってる暇ひまもなかった。

きのうのメールは、無ぶ事じでいることだけでも知しらせたくて、書かきかけのをワープアウトのすぐ後あとに送おくったの。

でも、ほんとうに心しん配ぱいかけちゃったね。ゴメン。

それとも、あんまり待まちくたびれて、ノボルくん、ミカコのことなんかとっくに忘わすれてしまったかな。

とにかく、ミカコは元げん気きでいるよ。

ところできょうは、重じゅう大だいなお知しらせがあります。

あした、艦かん隊たいはまた、ワープすることになりました。

今こん度どは、ショートカット・アンカーを使つかっての思おもいっきり遠とおくまでのジャンプ。地ち球きゅうからだと、八・六光こう年ねんの場ば所しょ。

ミカコはほんとに、遠とおい遠とおい宇う宙ちゅうへ行いっちゃうんだよ。

これがどういうことかというと、これからは、お互たがいのメールが届とどくのに、八年ねん七ヶか月げつかかってしまうってこと。

わたしたちは、まるで宇う宙ちゅうと地ち上じょうに引ひき裂さかれた恋こい人びとみたい。

次つぎのメールが届とどくとき、ノボルくんは二十四歳さい。

ミカコのこと、忘わすれないでいてくれるかなあ。

それじゃ、おやすみ。




悲ひ劇げきのヒロイン気きどりのミカコより　　　
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　ワープアウトしたリシテア艦かん隊たいの乗じょう員いんたちを出で迎むかえた光こう景けいは、どこか懐なつかしさを感かんじさせるものだった。

　燃もえ盛さかる真まっ赤かな太たい陽ようとそれを囲かこんで周しゅう回かいする惑わく星せいたち。

　ショートカット・アンカーが見みつかった予よ備び調ちょう査さの段だん階かいで、アガルタと名なづけられた第だい四惑わく星せいに、地ち球きゅうとよく似にた環かん境きょうが備そなわっていることが判はん明めいした。

　ワープ前ぜん夜や、ミカコたちトレーサー乗のりは全ぜん員いんランチルームに召しょう集しゅうされ、アガルタ調ちょう査さ計けい画かくについて簡かん単たんなレクチャーを受うけた。

　短たん期き的てきには、アガルタ全ぜん土どの地ち上じょう探たん査さを行おこない、この惑わく星せいにタルシアン文ぶん明めいの痕こん跡せきがないかを調ちょう査さする。また、長ちょう期き的てきには、この惑わく星せいに拠きょ点てんを築きずき、さらに遠とおい宇う宙ちゅうへ向むけてタルシアン探たん査さの手てを延のばす、その足あしがかりとしたいことを。

　ただし、これはあくまで調ちょう査さ計けい画かくのアウトラインであり、調ちょう査さ期き間かんについては調ちょう査さの進しん展てんを見みて決きめることとする。

　ワープアウト後ご、艦かん隊たいはただちにアガルタ衛えい星せい軌き道どうへと移い動どうした。

　半はん日にちをかけ衛えい星せい写しゃ真しんを撮とり、その写しゃ真しんをもとにかなりな精せい度どの地ち図ずが作さく成せいされた。

　その地ち図ずをもとに、艦かん船せんごとの調ちょう査さ担たん当とうエリアが線せん引びきされた。さらに艦かん船せんごとに調ちょう査さ隊たいの編へん制せいがなされ、エリアをグリッドに細さい分ぶんし、各かく隊たい員いんへの割わり当あてが発はっ表ぴょうされた。

　調ちょう査さで地ち上じょうに降おりるトレーサーと艦かん船せんに残のこるトレーサーを半はん々はんとし、十二時じ間かんの交こう替たい勤きん務むとした。地ち上じょう調ちょう査さの隊たい員いんは、十二時じ間かんをめいっぱい調ちょう査さ活かつ動どうの時じ間かんにあて、艦かん船せん待たい機きの隊たい員いんは、休きゅう養ようと緊きん急きゅう出しゅつ動どう時じ待たい機きにあてることとなった。調ちょう査さ期き間かんは明めい言げんされなかったが、支し障しょうなくスケジュールどおりに調ちょう査さが進しん展てんすれば、一ヶか月げつで全ぜんグリッドが探たん索さくされる予よ定ていだった。

　十隻せきの艦かん船せんはそれぞれの担たん当とうエリア上じょう空くうへと、降こう下か散さん開かいしていった。

　そして、各かく艦かん船せんから、調ちょう査さ一日にち目め、第だい一班ぱんのトレーサーおよそ五十機きが、順じゅん次じ地ち上じょうへ降こう下かしていった──。




　大たい気き圏けん突とつ入にゅうを果はたし、足そっ下かに地ち上じょうの景色けしきが見みえてきたとき、ミカコはほっとさせられるような気き分ぶんを味あじわっていた。

　久ひさ々びさに目めにする緑みどりだった。

　アガルタの大だい地ちは、緑みどり一いっ色しょくに覆おおわれていた。

　月げつ面めんベースキャンプに強きょう制せい収しゅう容ようされて以い来らい、メタリックでモノトーンな色しき調ちょうばかりに囲かこまれて生せい活かつしてきた。太たい陽よう系けい内ないでは、立たち寄よったどの惑わく星せいやどの衛えい星せいでも、生せい命めい活かつ動どうを感かんじさせる色しき彩さいにお目めにかかることはできなかった。

　この一年ねんと数すうヶか月げつ、乾かわききった環かん境きょうで生せい活かつしてきたことを、ミカコはアガルタの緑みどりを目めにしてつくづく実じっ感かんさせられた。

　低てい空くうに白しろい雲くもがたなびき、その雲くも間まから地ち上じょうを覆おおう草そう原げんの黄き緑みどりと森しん林りんの深ふか緑みどりが垣かい間ま見みられた。高こう度どが下さがるにつれ、地ち上じょうの有あり様さまがより明あきらかになっていった。山さん岳がくがあり、丘きゅう陵りょうがあり、渓けい谷こくがあり、川かわが流ながれ、湖みずうみに陽よう光こうが反はん射しゃしていた。

　いっせいに降こう下かした五十機きのトレーサーは、地ち上じょう千メートルの上じょう空くうに到とう達たつしたところで、傘かさを開ひらくように四し方ほう八はっ方ぽうへと散さん開かいしていった。

　ミカコは、近きん傍ぼうエリアの担たん当とうとなった僚りょう機き五機きと編へん隊たいを組くんで、目もく的てき地ちまで飛ひ行こうした。

　低てい空くうに、隊たい列れつを組くんで飛とぶ鳥とりらしきものの姿すがたも確かく認にんできた。

　感かん動どう的てきな眺ながめだった。

　地ち球きゅう以い外がいにも生せい命めいに満みち溢あふれた星ほしが存そん在ざいし、第だい一発はっ見けん者しゃとして、自じ分ぶんがその光こう景けいに接せっしているのだ。

　それぞれの担たん当とうグリッドが近ちかづいたところで編へん隊たい飛ひ行こうを解かい消しょうした。

　ミカコはひとりぼっちになった。

　地ち上じょうに降おり立たった。周しゅう囲いはゆるやかな起き伏ふくの草そう原げん地ち帯たい。

　大だい地ちを踏ふみしめて立たったトレーサーの足あし下もとの草そう原げんから、なにかの小しょう動どう物ぶつが多た数すう、びっくりしたように飛とび跳はね、一いっ瞬しゅん陽よう光こうを浴あびてその姿すがたを現あらわし、すぐまた草くさむらのなかへともぐりこんで姿すがたを消けした。

　ミカコの担たん当とうグリッドは、一いっ辺ぺんが約やく百キロメートルの正せい方ほう形けい。思おもった以い上じょうの広こう範はん囲いとなっていた。まともに探たん索さくすると、とてもじゃないが追おいつかない。

　しかしミカコは命めい令れいどおり、歩ほ行こう調ちょう査さを開かい始しした。

　大だい地ちを踏ふみしめトレーサーが、一歩ぽ一歩ぽ進すすんでいく。

　月げつ面めん基き地ちでさんざん繰くり返かえした基き本ほん動どう作さが、こんな場ば所しょで役やくにたってくるとは。

　周しゅう囲いは見み渡わたす限かぎりの草そう原げんで、タルシアンの痕こん跡せきなど、見みつけたくても存そん在ざいしていそうになかった。

　退たい屈くつな行こう進しんがはじまった。

　──痕こん跡せきって、なにを？

　地ち上じょう建けん造ぞう物ぶつが存そん在ざいしないことは、マップ作さく成せいの段だん階かいではっきりしていた。

　ミカコは二時じ間かんほど自じ分ぶんで操そう縦じゅうし、あとは機き載さいコンピュータに任まかせることにした。

　地ち球きゅうの風ふう景けいによく似にていると、ミカコはあらためて思おもった。

　しかし実じっ際さいの地ち球きゅうには、こんな風ふう景けいはありえない。

　ここアガルタの自し然ぜんは、まったく手て付つかずの自し然ぜんそのものだった。アガルタの大だい地ちは生せい命めいに溢あふれている。しかしそこには、知ち的てき生せい命めい体たいの存そん在ざいを窺うかがわせる匂においのようなものはなにも感かんじられなかった。

　その決けっ定てい的てきな差さ異いに、ミカコはかえって地ち球きゅうの、見み知しった身み近ぢかな風ふう景けいを懐なつかしく思おもった。

　さらに二時じ間かんほど歩あるいた。

　草そう原げんがさわさわと騒さわぎ始はじめた。風かぜが出でてきた。黒くろい雲くもが空そらを覆おおい始はじめた。

　ミカコは、トレーサーの歩あゆみを止とめた。

　──あ、雨あめ。

　夏なつの通とおり雨あめのようなぱらぱらとした雨あま粒つぶが、天てんから降ふり落おちてきた。

　雨あめに打うたれトレーサーは立たち尽つくした。降ふり募つのる雨あめが地ち上じょうの彩いろどりを塗ぬり替かえていく。雲くも間まからスポットライトのように陽よう光こうが射さし込こむ。

　空そらを仰あおぎ見みるミカコの目めに、涙なみだが滲にじんだ。

　──雨あめにあたりたいな。

　──コンビニ行いっていっしょにアイス食たべたいな。

　ミカコは目めを閉とじ、こらえていたものを吐はき出だすようにいった。

　──会あいたいよ、ノボルくん！

　頬ほおを伝つたい涙なみだが零こぼれ落おち、制せい服ふくのスカートを濡ぬらした。





■　　　　　　　■　　　　　　　■







二十四歳さいのノボルくん。こんにちは。

十五歳さいのミカコだよ。

ね、わたしいまでも、ノボルくんのこと、すごくすごく好すきだよ。
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　ミカコは祈いのりを込こめて送そう信しんボタンを押おした。

　──お願ねがい届とどいて。

　連つれ去さられて以い来らい、訓くん練れんに明あけ暮くれ与あたえられた課か題だいをこなしスキルを身みにつけていくことに精せい一いっ杯ぱいで、我わが身みを振ふり返かえる間まもなかった。いや、あえて自じ分ぶんを追おい込こむことで、受うけ入いれがたい不ふ条じょう理りに目めをつぶってきた。

　でももう限げん界かいだった。

　ミカコは泣ないた。気き持もちのままに泣ないた。

　一年ねん間かん、流ながすことのなかった涙なみだが、とめどなく溢あふれ出でて流ながれ落おちた。

　涙なみだ涸かれるまで泣なき、泣なき疲つかれぐったりとシートにもたれかかった。

　ふっと、誰だれかの気け配はいを感かんじた。

　──誰だれ？

　目めを開あけた瞬しゅん間かん、眩まぶしい光ひかりが飛とび込こんできた。

　いくつもの映えい像ぞうが、瞬しゅん時じに網もう膜まくを掠かすめ去さった。

　自じ宅たくの高こう層そうマンション、剣けん道どう着ぎ姿すがたのわたし、踏ふみ切きりで貨か物もつ列れっ車しゃを通つう過か待まちしているわたし、誰だれも居いない教きょう室しつ、雑ざつ然ぜんとした机つくえ、黒こく板ばんには寺てら尾お昇のぼると長なが峰みね美み加か子この相あい合あい傘がさの落らく書がき、ノボルくんの自じ転てん車しゃに二人ふたり乗のりしているわたし、バスに揺ゆられ居い眠ねむりしたふりしてノボルくんの肩かたにもたれかかったわたし……。

　どれもが懐なつかしい、心こころのアルバムにしまった忘わすれえぬ映えい像ぞう。

　だけど、誰だれかが盗ぬすみ見みしてる。大おおきな目めで盗ぬすみ見みている。

　一いっ瞬しゅん、タルシアンの姿すがたが視し界かいをよぎった。

　はっとなってミカコは顔かおを上あげた。

　草そう原げんに、誰だれかと向むき合あってふわふわと浮うかんでいるわたし。

　そして少すこし幼おさない自じ分ぶんが目めの前まえにいた。

「ねえ、やっとここまで来きたね」

　幼おさないミカコがやさしく話はなしかける。

「おとなになるには痛いたみも必ひつ要ようだけど、あなたたちならずっとずっと先さきまで、もっと遠とおい銀ぎん河がの果はてまでだって行いける。……だから、ついて来きてね。託たくしたいのよ、あなたたちに」

　ミカコは悲かなしそうな顔かおをして、だだっ子このようにいやいやと首くびを振ふった。

「だけどわたしは、ノボルくんに会あいたいだけなのに……。好すきって、いいたいだけなのに……」

　泣なき涸からしたはずの涙なみだがまた、溢あふれ出でてきた。

　ミカコは突つっ伏ぷして泣ないた。誰だれもいない、中ちゅう学がくの教きょう室しつで、机つくえに伏ふせて泣ないた。

　西にし日びが射さし込こみ、教きょう室しつを赤あかく染そめ上あげる。

「大だい丈じょう夫ぶ。きっとまた会あえるよ」

　泣なき伏ふしてしまったミカコを、こんどは大人おとなになったミカコがやさしく慰なぐさめた。
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　大人おとなのミカコはそれじゃと背せを向むける。振ふり返かえると、二人ふたりのミカコとの間あいだを線せん路ろと踏ふみ切きりが隔へだてていた。ミカコが追おおうとすると、遮しゃ断だん機きが下おりる。目めの前まえをＪＲ貨か物もつ列れっ車しゃが通とおり過すぎた。そこには、もう誰だれもいなかった。

　踏ふみ切きりも線せん路ろも、いつの間まにか消きえてなくなっていた。

　視し界かいにひろがっていたのは、アガルタの草そう原げんだった。

　いつの間まにか雨あめが上あがり、草そう原げんの草くさ葉はは生いき生いきした色いろに輝かがやいていた。

　──なんだったの？　夢ゆめ？　わたし、居い眠ねむりしてたの？

　それにしてはあまりにリアルな映えい像ぞうだった。

　──ほんとに、あなたがタルシアンだったの？　敵てきのわたしなんかに、なんで話はなしかけてきたの？

　はっとなってミカコは周しゅう囲いを見み回まわした。

　トレーサーは大だい地ちの裂さけ目めの崖がけっぷちに立たっていた。

　──いつの間まにこんなところに？

　屈かがみこむようにしてトレーサーを屈くっ曲きょくさせ、崖がけを覗のぞき込こむ。

「なに、これ？」

　どこかで見みた景色けしきに似にていた。

　──そう、タルシス遺い跡せき！

　そっくりな形かたちの住じゅう居きょ跡あとが、崖がけに張はりつくようにいくつも積つみ重かさなっている。

　──見みつけた！　アガルタにあるから、アガルタ遺い跡せきね。

　さっそく、報ほう告こくしなくっちゃと、通つう信しん回かい路ろを開ひらいたときだった。逆ぎゃくにミカコを呼よび出だす警けい戒かい音おんが鳴なり響ひびいた。

『タルシアン出しゅつ現げん、タルシアン出しゅつ現げん！』

　たちまちスクリーンがミッション・マップに切きり替かわる。

『各かく地ちで出しゅつ現げんしたタルシアンが、調ちょう査さ隊たいを襲おそっている。全ぜん隊たい員いんに告つぐ。直ただちに応おう戦せんせよ』

　──どうして？　これがあなたのいう痛いたみってことなの？

　天てん空くうからなにかが猛もうスピードで降ふってきた。

　一キロほど先さきの大だい地ちに突つき刺ささり、盛せい大だいな火ひ柱ばしらを上あげた。

　──どうして、戦たたかわなければならないの？

　ミカコは手ての甲こうで涙なみだを拭ぬぐうと、形ぎょう相そうを変かえた。

　戦せん士しの顔かおになっていた。
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　太たい陽よう系けい外がい縁えんから送おくられてきた長なが峰みねからの二通つう目めのメール。





わたしたちは、まるで宇う宙ちゅうと地ち上じょうに引ひき裂さかれた恋こい人びとみたい






　思おもわずぼくは、ボタンを押おす手てを止とめてしまった。

　タイミングが良よすぎたのか悪わるすぎたのか、高たか鳥とりを振ふった（？）ばかりのぼくには、あまりに重おもい内ない容ようだった。

　たった一年ねんで、このありさまだった。

　八年ねん七ヶか月げつがどういう意い味みをもつことになるのか、即そく座ざには想そう像ぞうがつかなかった。

　長なが峰みね自じ身しんも、こんな長なが旅たびになるなんてことは、ひとことも聞きかされてなかったはずだ。

　詐さ欺ぎだ、ペテンだ、人ひと攫さらいだ、だまし討うちだ。ひどい。ひどすぎる。

　この怒いかりを誰だれにぶつければいいのか。

　ぼくにできることは、この怒いかりを長なが峰みねと共きょう有ゆうすることだけだった。

　それにしても残ざん酷こくだと思おもったのは、一年ねん間かん待まって、メールが届とどいたのはいいのだが、返へん事じのしようがないことだった。

　いまもう長なが峰みねはワープ先さきの太たい陽よう系けい外がい縁えんにいないのは確たしかで、かといって、次つぎの移い動どう先さきシリウス星せい系けいにまだいるかどうかもわからない。

　ぼくがメールを長なが峰みねに打うてるのは、八年ねん七ヶか月げつ先さきにシリウス星せい系けいに到とう着ちゃくした長なが峰みねからのメールが届とどいてからの話はなしで、それだってその時じ点てんではもう、長なが峰みねはまったく別べつな場ば所しょにいるかもしれない。

　けっきょくぼくは、こと長なが峰みねに関かんしては、メールを待まつだけの存そん在ざいになってしまったということだ。

　この八年ねん何なんヶか月げつかの間あいだに、長なが峰みねが一いち時じ的てきにでも地ち球きゅうへ戻もどってくる可か能のう性せいがあるだろうかと考かんがえてみた。たぶん、ハイパードライブはもう使つかえないだろう。亜あ光こう速そくエンジンを使つかうと、光こう速そくまでどう効こう率りつよく加か速そくしたとしても、倍ばい近ちかい時じ間かんがかかってしまう。

　可か能のう性せいとして、帰かえりのショートカット・アンカーが運うん良よく見みつかった場ば合あいが考かんがえられた。一年ねんたったいまでも長なが峰みねが帰かえってきていないことからすると、シリウスからの復ふく路ろのショートカット・アンカーはまだ見みつかっていないのだろう。いや、見みつかってはいても、上じょう層そう部ぶの判はん断だんにより服ふく務む続ぞっ行こう中ちゅうで、帰き還かんは許ゆるされていないだけなのかもしれない。

　待まつこと以い外がいにぼくになにができるだろうか？

　気きが遠とおくなるほど時じ間かんはたっぷりある。

　なにか、はっきりした目もく標ひょうを掲かかげ、それに向むかってがんばってみよう。

　決けっして開ひらくことのない扉とびらを、無む意い味みに叩たたき続つづけることはもうやめよう。

　心こころを硬かたく閉とざし、たったひとりで大人おとなになろうと心こころに決きめた。
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　過すぎてしまえば八年ねんなんて、あっけないものだと思おもった。

　長なが峰みねからのメールを待まち続つづけるかわりに、ぼくはぼくの歩あゆむべき道みちを模も索さくし、そして選せん択たくした。だけど、長なが峰みねのことを忘わすれたわけじゃない。

　あのころ使つかっていた携けい帯たいは、いまも手て放ばなさないで使つかっている。

　使つかっているといっても長なが峰みね専せん用ようの携けい帯たいで、実じっ際さいに鳴なることはない。

　だけど、充じゅう電でんをまめに行おこない、契けい約やく更こう新しんの手て続つづきも忘わすれずに行おこなってきた。

　だからたぶん、うまくすれば、ここ二、三日にちうちに長なが峰みねからのメールが届とどくはずだ。

　ぼくはいま、六年ねん間かん過すごした大だい学がくの学がく生せい寮りょうの一いっ室しつで、ちょっと幸しあわせな気き分ぶんにひたってぼーっとしている。春はるのやわらかな日ひ差ざしが部へ屋やに差さし込こんでいる。風かぜはまだ冷つめたいが、ぼくは窓まどを全ぜん開かいにしている。

　六畳じょう間まの個こ室しつが、やけに広ひろく感かんじられる。

　入にゅう寮りょうしたときはこんなだったっけと、六年ねん前まえを振ふり返かえってみる。

　引ひっ越こし屋やが何なにを勘かん違ちがいしたのか、きのう一日にち早はやくやって来きて、まだ荷に造づくり途と中ちゅうの私し物ぶつ一いっ切さいをコンテナに放ほうり込こみ、有う無むをいわせず持もって行いってしまった。

　だから部へ屋やにはなにもない。寝しん具ぐも撤てっ収しゅうされてしまったから、昨さく夜やは後こう輩はい何なん人にんかから余あまってる布ふ団とんや毛もう布ふを借かり集あつめてどうにかやり過すごした。今こん週しゅういっぱいはまだいていいことになっている。無む理りにいる必ひつ要ようもないのだけれど。

　部へ屋やに残のこっているのは、着き替がえを入いれた旅りょ行こうバッグと、壁かべに吊つるした国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんの制せい服ふく。こればっかりは引ひっ越こし荷に物もつといっしょくたにされちゃたまったもんじゃないと、引ひっ越こし業ぎょう者しゃの手てからひったくり持もって帰かえることにした。

　この春はるから通つう信しん技ぎ師しとして艦かん隊たい勤きん務むが決きまっている。

　高こう二のときの進しん路ろ選せん択たくは、たぶん間ま違ちがっていなかったと思おもう。

　そのころまだ、航こう宙ちゅう自じ衛えい官かんはいまほどの人にん気きはなくて、それでも防ぼう衛えい大だいとなると狭せまき門もんであることに間ま違ちがいなく、合ごう格かくできたのはぼくなりに必ひっ死しに勉べん強きょうした結けっ果かだと思おもっている。それでも、ストレートに艦かん隊たい勤きん務むにつけるとは思おもっていなかった。航こう宙ちゅう自じ衛えい官かんも組そ織しき的てきに見みれば国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんに組くみ込こまれてはいるが、艦かん隊たい勤きん務むとなると超ちょう狭せまき門もんだ。

　ぼくは工こう学がく部ぶ通つう信しん学がっ科かを受じゅ験けんし、大だい学がく院いんまで進すすんだ。

　その先さき研けん究きゅう職しょくとして大だい学がくに残のこる道みちもあったが、あえて現げん場ばを選えらんだ。最さい初しょっからそのつもりだったからだ。

　長なが峰みねがきっかけで宇う宙ちゅうに興きょう味みを持もった。

　といえば聞きこえはいいが、そんなの嘘うそだ。

　十六、七の若わか造ぞうの行こう動どう原げん理りなんて、もっと単たん純じゅんでひとにはとうていいえないほど恥はずかしいものと相そう場ばが決きまっている。

　そう、長なが峰みねにもういちど会あうために、ぼくはこの道みちを選えらんだ。

　好すきとか嫌きらいとか、そういうんじゃない。

　会あってどうしようっていうんでもない。

　会あって、無ぶ事じでいたことを確かく認にんし、ぼくがメールを待まっていただけじゃなかったことを、身みをもって伝つたえたい。それだけのことだった。

　そしてただ、もしそうであれば、九年ねんが経たったいまでも、中ちゅう学がくのときのようにぼくたちは、なにか共きょう有ゆうできるものがあるかどうかを、聞きいてみたかった。

　……でもまあ、ぼくが勝かっ手てにそう思おもい込こんでいるだけで、長なが峰みねはもうぼくのことなんか忘わすれてしまっているかもしれない。それはそれでかまわない。

　だいいち、同おなじ国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんに所しょ属ぞくしているからって、長なが峰みねに必かならず会あえると限かぎったわけじゃない。ただ、第だい一いち次じタルシアン探たん査さ隊たいの報ほう告こくを待まって、もうじき第だい二に次じタルシアン探たん査さ隊たいが組そ織しきされるはずだ。確たしかな筋すじではないが、そういう裏うら情じょう報ほうは掴つかんでいる。

　それに、永えい遠えんに会あえない可か能のう性せいだって考かんがえていないわけではない。

　こういう噂うわさがある。

「コスモナートには、冷れい凍とう精せい子しや受じゅ精せい卵らんが積つんである」っていう。

　もちろん、人にん間げんのだ。

　どういうことかというと、第だい一いち次じ探たん査さ隊たいの選せん抜ばつメンバーには、勤きん務む期き限げんがないということだ。タルシアンの所しょ在ざいを確かく認にんできるまで、一いっ生しょう帰かえってこなくていいってことだ。

　それどころか、何なん世せ代だいにもわたって目もく的てきを果はたすまで探たん査さの旅たびを続つづけなければならないってことだ。そのために、次じ世せ代だい隊たい員いんを産うみ育そだててもらうために、選せん抜ばつメンバーをすべて若わかい女じょ性せいにしたということなのだ。

　人じん権けん無む視しもいいとこの、とんでもない話はなしだ。

　だけどいまは非ひ常じょう事じ態たい下かで、仮かりにこの噂うわさが真しん実じつとして公こう表ひょうされたとしても、世よ論ろんの反はん発ぱつを買かうのは、ほんのいっときのことかもしれない。

　長なが峰みねは、いまごろどこかの星ほしでお母かあさんになって、子こ育そだてをしているかもしれない。想そう像ぞうしたくなかったが可か能のう性せいとして考こう慮りょに入いれ、それはそれで冷れい静せいに受うけ止とめる覚かく悟ごでいよう。

　だけど、同おなじ趣しゅ旨しで第だい二に次じ探たん査さ隊たいも女じょ性せいのみで構こう成せいされるとしたら、間ま違ちがってもぼくにはお呼よびがかからないことになる。性せい転てん換かん手しゅ術じゅつを受うけることも、一いち時じ考かんがえないでもなかった。子こどもが産うめなきゃ意い味みないのかと、すぐにその考かんがえは却きゃっ下かしたけど。

　いずれにしても地ち球きゅうでぼーっとしているよりは、再さい会かいできる可か能のう性せいは高たかいのではないかと、単たん純じゅんに若わか造ぞうは思おもったわけだ。

　この六年ねん、ぼくの考かんがえがずっと揺ゆらがなかったといったら嘘うそになる。

　普ふ通つうのサラリーマンも悪わるくないかなって思おもった時じ期きもあった。

　だけどとにかくここまで来これた。

　長なが峰みねには感かん謝しゃしている。

　急いそいではいないけど、きょう実じっ家かへ帰かえる予よ定ていでいる。

　午ご前ぜん中ちゅうだけでもここでのんびりしていようと思おもった。

　携けい帯たいが鳴なったのは、出で支度じたくをしようとしかけたときだった。





■　　　　　　　■　　　　　　　■







二十四歳さいのノボルくん。こんにちは。

十五歳さいのミカコだよ。







■　　　　　　　■　　　　　　　■






　たった二行ぎょうのメールだった。

　あとはノイズで判はん読どく不ふ能のうだった。

　だけど、届とどいたことだけでも奇き跡せきだと思おもった。

　ミカコの思おもいが、はるかな時じ間かんと空くう間かんを超こえて、伝つたわって来きたのだと。

　十五歳さいのミカコは、ぼくになにを伝つたえたかったのだろう？

　いま、二十四歳さいのミカコは、どこにいてなにをしているのだろう？

　そして、なにを思おもっているのだろう？

　会あいたいと、切せつ実じつに思おもった。
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　スクリーン上じょうに襲しゅう撃げきのデータが次つぎ々つぎと飛とび込こんでくる。

　アガルタ全ぜん土どに配はい分ぶんされた調ちょう査さ隊たい五百名めい、五百機きのトレーサーの現げん在ざい地ちを示しめす緑みどりのドットが球きゅう状じょうマップに示しめされ、それとほぼ同どう数すうの赤あかいドットが、緑みどりの点てん列れつに折おり重かさなるようにして次つぎ々つぎと刻こく印いんされていく。

　戦せん火かが上あがった地ち点てんは四し角かくく囲かこわれナンバーが打うたれていく。その数すう字じはたちまち二桁けたに跳はね上あがり、いくらも待またないうちに三桁けたに達たっしてしまった。

　警けい報ほうが鳴なった。

　天てんからの一いち撃げきから数すう秒びょうも置おかず、一体たいのタルシアンがミカコを襲おそってきた。

「どこ？」

　天てんを見み上あげる。

　雲くもを割わって銀ぎん色いろのタルシアンが急きゅう降こう下かしてくる。

「どうして、わかんない。わかんないよ」

　ミカコは奥おく歯ばを噛かみしめ、戦せん闘とう行こう為いを開かい始しした。

　ブースターをめいっぱい噴ふかす。トレーサーが草そう原げんから垂すい直ちょく上じょう昇しょうする。

　同どう時じにミカコは、八基きのミサイルを上じょう空くうに向むけ撃うち放はなった。

　タルシアンは、赤あかいビームを前ぜん方ぽうを薙なぐように放はなってくる。

　赤あかいビームの照しょう射しゃに射い貫ぬかれ、ミサイル四基きがあっけなく空くう中ちゅう分ぶん解かいする。

　残のこった四基きはすぐさま散さん開かいし、照しょう射しゃを避さけた。

「当あたって！」

　その間かんミカコは、上じょう昇しょうするトレーサーの軌き道どうを横よこ滑すべりさせ、敵てきタルシアンの予よ想そう通つう過か地ち点てんへ、バルカン砲ほうを叩たたき込こんだ。

　タルシアン側がわも、じっとはしていなかった。ミサイルを薙なぎ払はらったところで、ビームの矢や先さきをトレーサーへ向むけてくる。

　トレーサーのセンサーがビームに瞬しゅん時じに反はん応のうして、電でん磁じバリアを張はる。

　ビームの到とう達たつとともにバリア面めんに、すさまじい光ひかりを発はっして稲いな妻ずまが這はい回まわる。

　スクリーンの画が像ぞうが、一いっ瞬しゅん大おおきく歪ゆがむ。

「大だい丈じょう夫ぶ、いける！」

　初しょ撃げきを防ふせぎきった。

　ほとんど同どう高こう度どまで降こう下かしてきたタルシアンを振ふり返かえる。

　残のこり四基きのミサイルを避よけ切きり、無む数すうの砲ほう弾だんもかわされてしまった。

「今こん度どこそ、当あたって！」

　上じょう昇しょう加か速そくを止やめ、ミカコは下か方ほうへ向むけ二撃げき目めを放はなつ。

　タルシアンが上じょう昇しょうに転てんじる。また、ビームを放はなってくる。

　砲ほう弾だんの網あみをタルシアンが掠かすめ抜ぬけ、更さらに上じょう昇しょうしてくる。

「当あたった？」

　バリアが張はられ、すさまじい稲いな光びかりに視し界かいを失うしなう。

　視し界かいが晴はれたとき、タルシアンははるか高たかみに上じょう昇しょうを終おえていた。

　警けい報ほうがまた鳴なった。

『軌き道どう上じょう、タルシアン群ぐん体たい出しゅつ現げん！　トレーサー部ぶ隊たい、地ち上じょう戦せん終しゅう了りょう後ご、直ただちに各かく所しょ属ぞく母ぼ艦かんを援えん護ごせよ！』

　スクリーンに目めをやる。

　途と方ほうもない大たい群ぐんが、マップ上じょうに赤あかい塊かたまりとなって存そん在ざいしていた。

　アガルタ周しゅう回かい軌き道どう上じょうに散さん開かいしていた各かく母ぼ艦かんが、艦かん隊たい決けっ戦せんに備そなえてリシテア号ごう周しゅう辺へんに集しゅう結けつしはじめていた。

「急いそがなくちゃ！」

　地ち上じょう戦せんマップに目めをやる。

　戦せん闘とう終しゅう了りょうしたエリアに、×ばつ印じるしが打うたれていた。敵てきと味み方かたの被ひ害がい状じょう況きょうが、無む表ひょう情じょうな数すう字じとなって並ならんで表ひょう示じされている。〈トレーサー部ぶ隊たい──23〉の数すう字じが、見みている間まに24に増ぞう加かした。

　──これって、みんなやられたってこと？

　タルシアン側がわの数すう字じは19。しかも、総そう個こ体たい数すうは把は握あくされていない。

　地ち上じょう戦せんマップ上じょうの赤あかい点てんは、減へるどころか増ふえているようにすら見みえる。

　地ち上じょうにあるどこかの基き地ちから、続ぞく々ぞくと支し援えん部ぶ隊たいが送おくり込こまれでもしているのだろうか。

「ぐずぐずしてられない！」

　ミカコはタルシアンを追おって上じょう昇しょうした。

　低てい層そうの綿わた雲ぐもを突つき抜ぬけると、地ち上じょうの様よう相そうが眼がん下かに一いち望ぼうできた。

　草そう原げん、林りん野や、中ちゅう空くう。

　視し界かいの利きくかぎり、十じゅう数すう箇か所しょで砲ほう煙えんが上あがっている。

　──こんなのって、ひどい！

　いいしれない怒いかりがこみ上あげてきた。

　──どこが探たん査さ隊たいなの？　これじゃまるで戦せん争そうしに来きたみたいじゃない！

　ミカコは、全ぜん速そく力りょくでタルシアンを追おった。

　──動うごきがおかしい。

　タルシアンのスピードが落おちている。

　ぐいぐいと追おい上あげ、ぴたりと背はい後ごにつける。

　銀ぎん色いろの甲こう羅らの一いち部ぶに、赤あか黒ぐろい弾だん創そうが認みとめられた。

　──当あたってた。

　振ふり切きろうと、タルシアンは急きゅう降こう下かをはじめる。

　すかさずミカコも、旋せん回かい降こう下かした。

　背はい後ごからバルカン砲ほうを撃うち込こむ。

　銀ぎんの甲こう羅らから突つき出でた突とっ起き物ぶつに当あたり、折おれ弾はじける。

　タルシアンはバランスを崩くずし、錐きり揉もみしながら墜つい落らくしていく。

　──まだ。逃にがさない！

　ミカコは追おった。

　湖こ面めんが眼がん下かにひろがる。

　墜つい落らく寸すん前ぜん、タルシアンはバランスを立たて直なおし、湖こ面めんを掠かすめるようにして水すい平へい飛ひ行こうをはじめた。上じょう昇しょうしようとするが、機き首しゅが上うわ向むかない。

　湖こ畔はんにひろがる森もりめがけ、タルシアンは突とつ入にゅうしていく。

　ばりばりと高こう木ぼくを薙なぎ倒たおし、タルシアンは崩くずれるように止とまった。

　追おってきたミカコは、踏ふみつけるようにして足そっ下かにタルシアンを組くみ敷しいた。

「ゴメン、止とどめよ！」

　振ふりかざしたビーム・ブレードを、銀ぎん色いろの甲こう羅らに突つき立たてた。

　引ひき抜ぬくと、鮮せん血けつが高たか々だかと迸ほとばしった。

「急いそがなくちゃ！」

　休やすむ間まもなく、ミカコは飛とび立たった。

　マップ上じょうに母ぼ艦かんリシテアの現げん在ざい地ちを確かく認にんし、猛もうスピードで上じょう昇しょうを続つづける。

　艦かん隊たいは結けっ集しゅうし終おえ、旗き艦かんリシテアを要かなめに、扇おうぎに陣じん形けいを組くんでいた。

　成せい層そう圏けんに抜ぬけ出でると、マップ上じょうではなく、機き載さいカメラの映えい像ぞうとして艦かん隊たいを捉とらえることができた。母ぼ艦かんへ向むけて、地ち上じょう戦せんを切きり上あげた僚りょう機きが続ぞく々ぞくと集しゅう結けつしはじめていた。

「ミカコ、無ぶ事じだったんだね」

　スクリーンに割わり込こんできたのはサトミだった。

「あっ、サトミさん。どこ……？」

　脇わきに小ちいさく追おいやられたマップ上じょうを探さがす。

「とっくにリシテアの護ご衛えいについてた。運うんが良よかったのか、あたしの担たん当とうグリッドは襲おそわれなかったの」

　旗き艦かんリシテアを取とり囲かこむ緑みどりの点てん列れつのひとつがブリンクして、サトミの居い場ば所しょを教おしえた。

「みんなは？」

「いまは教おしえない。犠ぎ牲せい者しゃは顔かお見み知しりからも出でてる。でも、いまは誰だれって聞きかないで。教おしえたあたしも、すぐに犠ぎ牲せい者しゃのひとりに数かぞえられるようになるかもしれないから。いい。とにかくいまは余よ計けいなことは考かんがえない。戦たたかいに集しゅう中ちゅう。生いき延のびることだけ考かんがえようよ。それで、戦せん火かが収おさまってもし生いき残のこっていたら、真まっ先さきにあたしを呼よんでね」

「サトミさん……」

　サトミは笑え顔がおを作つくろうとしていたが、目めが笑わらっていなかった。

「下したからも、続ぞく々ぞくと敵てきさんがやって来くるよ。忙いそがしくなるからね」

　サトミの言こと葉ばどおりマップ上じょうに、いくつもの赤あかい点てんが地ち上じょうから上じょう昇しょうしてくる。

「リシテア、守まもらなきゃね」

「うん」

「それじゃ、グッドラック！」
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　ぎこちなくウインクすると、サトミはスクリーンから消きえた。

　こんな場ば所しょにいたくなかった。こんな場ば所しょからはすぐにも逃にげ出だしたかった。

　いますぐ地ち球きゅうへ飛とんで帰かえって、ノボルくんに会あいたかった。

　会あって「好すきだよ」って告つげたかった。

　──どうして言いえなかったんだろう。

　──中ちゅう学がく生せいでいたとき、チャンスはいくらでもあったのに……。

　──どうしてこんなことになってしまったんだろう。

　いま、言いいたい。

　好すきだって告つげたい。

　まだ、生いきているいま。

　──生いきなきゃ。

　──思おもいが時じ間かんと空くう間かんを超こえて、ノボルくんに届とどくまで。

　──二十四歳さいのノボルくんに、十五のミカコの思おもいが届とどくまで。

『警けい告こく！』

　機き載さいコンピュータがアラームを発はっし、ミカコは冷れい酷こくな現げん実じつに引ひき戻もどされる。

『下か方ほうよりタルシアン接せっ近きん。三機き編へん隊たい、距きょ離り八〇〇』

　バルカン砲ほうの残ざん弾だんをチェックする。

　ミサイルも残のこりをチェックする。

「やれるだけ、やるしかない」

　ミカコはトレーサーを反はん転てんさせた。




　艦かん隊たい決けっ戦せんは、静しずかに幕まくを開あけた。

　タルシアンの群ぐん体たいは、悠ゆう々ゆうとした足あし取どりで、陣じん形けいを組くんだ艦かん隊たいへ接せっ近きんしてきた。

　大だいタルシアンは、コスモナートをひとまわり小ちいさくしたサイズ。紡ぼう錘すい形けいを平ひらべったくした外がい観かんは、コスモナートによく似にている。表ひょう面めんはタルシアンの甲こう羅らに似にた銀ぎんの輝かがやきを放はなち、棘とげ状じょうの突とっ起きが不ふ揃ぞろいに生はえ出でている。

　大だいタルシアンは、その数かず五十近ちかくに及およんでいた。

　すべての大だいタルシアンが、鼻はな先さきを艦かん隊たいに向むけ、ゆっくりと間ま合あいを詰つめてくる。

　有ゆう効こう射しゃ程ていに、相あい手てを誘おびき寄よせようとするかのようにゆっくり。

　距きょ離りを十じゅう分ぶんに詰つめたところで、大だいタルシアンに張はりついていた単たん体たいタルシアンが、いっせいに分ぶん離りして周しゅう辺へんに散さん開かいした。

　艦かん隊たい側がわは、これに対たい抗こうして、艦かん内ない待たい機きさせておいたトレーサー隊たいを、一いっ気きに戦たたかいの場ばへ放ほう出しゅつした。

　すさまじい空くう中ちゅう戦せんが、両りょう陣じんの周しゅう辺へんで開かい始しされた。

　その数かずの優ゆう位い性せいをそのまま戦せん況きょうに反はん映えいしたかたちで、タルシアン側がわが序じょ盤ばんから優ゆう勢せいにたった。

　トレーサー隊たいはもっぱら母ぼ艦かんを背せに、守しゅ勢せいにたった戦たたかいを余よ儀ぎなくされた。

　単たん体たいタルシアンが、けっして優ゆう位いな武ぶ器きを備そなえているわけではない。単たん体たいタルシアンは、赤あかいビームのみで闘たたかっている。トレーサーに備そなわった電でん磁じバリアが有ゆう効こうな盾たてとなるのだが、立たて続つづけに攻こう撃げきを受うけると、バリアは破やぶられてしまう。

　複ふく数すうのタルシアンに取とり囲かこまれ、ビームの集しゅう中ちゅう照しょう射しゃを浴あび、トレーサーがひとつまたひとつと、暗あん黒こくの海うみに沈しずんでいった。

　タルシアン側がわの優ゆう位いが動うごかないまま、双そう方ほうの消しょう耗もうがじりじりと続つづいた。

　装そう備びした砲ほう弾だんを撃うち尽つくしたトレーサーは、補ほ給きゅうを受うけにいったん回かい収しゅうゲートへと退たい却きゃくした。しかし、その補ほ給きゅう交こう替たいも次し第だいに困こん難なんになっていった。ゲートを守まもるトレーサーを確かく保ほするのが困こん難なんになってきたからだ。

　総そう力りょく戦せんの開かい始しから一時じ間かんが経けい過かし、補ほ給きゅう交こう替たいを取とる余よ裕ゆうは、まったくなくなってしまった。最さい後ごの補ほ給きゅうを一巡じゅんさせ、回かい収しゅうゲートは戦せん闘とう不ふ能のうとなったトレーサーの引ひき上あげのみに使し用ようされることになった。




　ミカコは最さい後ごの補ほ給きゅうを行おこなった。

　姿し勢せい制せい御ぎょのガスカートリッジ、砲ほう弾だん、ミサイル、急きゅう速そくバッテリーチャージ。それらの交こう換かん補ほ給きゅうを手て際ぎわよく済すませ、休やすむ間まもなくカタパルトから艦かん外がいへと飛とび出だした。

　射しゃ出しゅつされる瞬しゅん間かん、嘔おう吐としそうになり思おもわず顔かおを歪ゆがめてしまった。

　襟えりに手てをかけ制せい服ふくのネクタイを弛ゆるめた。息いきが苦くるしかった。極きょく度どの緊きん張ちょうの連れん続ぞくで、うまく呼こ吸きゅうができなくなっていた。吸すっても吸すっても酸さん素そが肺はいに行いき届とどかない。

「あと、どれだけ？」

　見み回まわした。

　銀ぎん色いろの甲こう羅らがうようよいた。

　倒たおしたタルシアンの数かずを、十までは数かぞえていた。その先さきはもう覚おぼえていない。まだ、二十は超こえていないはずだ。

　とっくにエース級きゅうの働はたらきをした。

　しかし、ミカコひとりががんばっても、どうなるものでもない。

　すこしも減へったように見みえないタルシアンの頭あたま数かずに、ミカコは無む力りょく感かんを覚おぼえた。

　終おわりのない闘たたかい。いや、終おわりは確かく実じつに近ちかづいている。最さい後ごの補ほ給きゅうと決きめた砲ほう弾だんを、すべて使つかい終おわったときがミカコの闘たたかいの終おわりだった。

　──総そう司し令れい官かん、こんどは逃にげないの？

　もう、ショートカット・アンカーも、自じ力りきのハイパードライブも使つかえないことは、ミカコにもわかっていた。どこにも逃にげ場ばはなかったし、誰だれも救たすけに来きてくれはしない。

　──闘たたかって、最さい後ごまで闘たたかって、人じん類るいの誇ほこりをタルシアンに見みせつけてやるの？

　わからなかった。司し令れい官かんがなにを考かんがえているのか。

　わからなかった。いったいこんな闘たたかいになんの意い味みがあるのか。

　ミカコは飛とび出だした。

　リシテアを守まもるトレーサーの数かずは、もう五十を切きるほどに激げき減げんしている。おそらく、他ほかの艦かん船せんも似にたような状じょう況きょうだろう。

　ミカコは、リシテアを離はなれ、闘たたかいの最さい前ぜん列れつへと躍おどり出でた。

　タルシアンが束たばになって襲おそいかかってくる。

　ミサイルを、バルカンを叩たたきつけ、すぐさま離り脱だつする。

　リシテアへ向むけ反はん転てんしたとたん、星ほし空ぞらがすさまじい光ひかりで覆おおわれた。

　対たい峙じしていた母ぼ艦かんと大だいタルシアンが、主しゅ砲ほうを撃うち合あったのだ。

　ミカコは闘たたかいを忘わすれて、その光こう景けいに見み入いってしまった。

　タルシアン側がわの最さい前ぜん列れつと、艦かん隊たいの九隻せきの母ぼ艦かんとがほぼ一対たい一に向むき合あって、互たがいに高こう出しゅつ力りょくのビームを撃うち合あっていた。タルシアン側がわが放はなつ赤あかいビームと、艦かん隊たいが放はなつ青あおいビームとが中ちゅう途とで激げき突とつし、盛せい大だいにスパークしている。まるで力ちから比くらべでもしているかのように両りょう者しゃが放はなつビームは、一いっ歩ぽも相あい手てに進しん路ろを譲ゆずろうとしない。

　ビームを放はなち続つづけながら、大だいタルシアンの船せん団だんはスクラムを組くむようにして艦かん隊たい側がわへ迫せまってくる。両りょう陣じんの距きょ離りが、みるみる縮ちぢまっていく。

　──どうなるの？

　タルシアン側がわはなにをしようとしているのか？

　照しょう射しゃ距きょ離りを詰つめ、ビームの出しゅつ力りょくロスを最さい低てい限げんに留とどめようとでもいうのか？

　信しんじられない光こう景けいが目もく前ぜんに展てん開かいされようとしていた。タルシアン側がわは限かぎりなくゼロに近ちかい距きょ離りまで接せっ近きんを続つづけた。遠とお目めに見みると、敵てき味み方かたが艦かんの鼻はなっ面つらを突つき合あわせ、合がっ体たいしてしまったかのようだ。互たがいの放はなったビームが、相あい手てを包つつみ込こむように表ひょう面めんを這はい回まわる。

　恐おそろしい光こう景けいだった。

　もうこうなっては互たがいに身み動うごきがとれないし、別べつな艦かんが脇わき間まから接せっ近きんすることもできない。先さきに力ちから尽つきたほうが致ち命めい的てきなダメージを受うけることになるだろう。

　最さい初しょに音ねをあげたのは、タルシアン側がわの一体たいだった。

　巨きょ体たい全ぜん面めんが閃せん光こうを放はなち眩まぶしいくらいに輝かがやくと、一いっ瞬しゅん空くう気きを吹ふき込こまれたゴム風ふう船せんのように膨ふくれ上あがり、いくつもの光ひかりの粒つぶとなって闇やみの中なかに弾はじけ飛とんだ。

　すぐまた別べつな衝しょう突とつ場ば所しょで、大だいタルシアンが破は裂れつを起おこした。

　──すごい。艦かん隊たいが勝かってる！

　しかし、バスの空くう席せきを埋うめるようにして、タルシアン側がわは背はい後ごで出で番ばんを待まっていた大だいタルシアンを繰くり出だしてきた。タルシアン側がわは、控ひかえをまだいくらでも補ほ充じゅうできる。恐おそろしい消しょう耗もう戦せんだった。根こん負まけしたら、母ぼ艦かんまるごと一隻せき、消しょう滅めつしてしまうのだ。

　捨すて身みの攻こう撃げきだった。

　だが、タルシアン側がわがそうまでしなければならない理り由ゆうはどこにある？

　大だいタルシアンが、立たて続つづけに消しょう滅めつしていく。このままで闘たたかいが推すい移いすれば、艦かん隊たい側がわに逆ぎゃく転てん勝しょう利りの可か能のう性せいが出でてくる。

　──勝かてるかもしれない！

　絶ぜつ望ぼう視ししていたこの闘たたかいに、逆ぎゃく転てん勝しょう利りの可か能のう性せいがほの見みえてきた。

　──よし、あとはリシテアさえ守まもり抜ぬけばいい。

　ミカコはまた、最さい前ぜん線せんに躍おどり出でた。

　手てこずったあげくようやく二体たいを沈しずめ離り脱だつしてくると、様よう相そうが一いっ変ぺんしていた。

　タルシアン側がわの控ひかえが、もうあと数すう隻せき余あますのみとなっていた。それはいいとして、艦かん隊たい側がわの様よう子すがおかしかった。

　白しろいはずのコスモナートの表ひょう面めんが、どの艦かんも真まっ赤かに灼しゃく熱ねつしているのだ。耐たい熱ねつ装そう甲こうが、限げん界かいに達たっしようとしていた。

　──お願ねがい、耐たえて！

　ミカコの祈いのりは届とどかなかった。

　コスモナートの一隻せきが、ついに融ゆう解かいしはじめた。

　表ひょう面めんの耐たい熱ねつ装そう甲こうが融ゆう解かい剥はく離りし、一いっ瞬しゅん炎ほのおを噴ふき上あげたかと思おもうと、烈れっ光こうを迸ほとばしらせすさまじい勢いきおいで爆ばく裂れつが起おこった。

「あっ、沈しずんでいく」

　悪あく夢むの連れん鎖さが起おこった。

　すでに臨りん界かいに達たっしていた隣りん接せつ艦かんが、飛ひ散さんした裂れっ片ぺんを浴あびて誘ゆう爆ばくを起おこした。

「あっ、艦かん隊たいが、全ぜん部ぶ沈しずんでいく」

　一列れつに並ならんだ艦かん隊たいが、ドミノ倒たおしのように順じゅん次じ弾はじけ飛とび、すべてが崩ほう壊かいし消しょう滅めっしてしまうまで、一分ぷんとかからなかった。

　光ひかりの洪こう水ずいが止やんだとき、静せい寂じゃくの空くう間かんに生いき残のこっていたのは、敵てき方かた一体たいの大だいタルシアンと、無む傷きずで後こう方ほうに構かまえていたリシテアのみだった。

　旗き艦かんリシテアが、前ぜん衛えいを失うしない裸はだかで相あい手てと向むかい合あっていた。

　大だいタルシアンが、躊ちゅう躇ちょなく進すすみ出でてきた。

　愚ぐ直ちょくに同おなじ攻こう撃げきを仕し掛かけてくるはずだ。

　──リシテアもやられてしまう。

　──ダメ。もう十じゅう分ぶんだよ。もう、たくさん。みんな死しんじゃうよ！

　ミカコは泣ないていた。

　泣なきながらリシテアに接せっ近きんしていった。

　──わたしがリシテアを守まもる！

　リシテアの上じょう部ぶ甲かん板ぱん面めんに躍おどり出でたミカコは、真ま正しょう面めんから接せっ近きんしてくる大だいタルシアンを見み据すえて正せい対たいした。

　涙なみだを拭ぬぐい、息いきを整ととのえて待まった。

　リシテアが、左さ右ゆう舷げん側そくに並ならんだビーム砲ほうの砲ほう塔とうを迫せり出だした。

　ほぼ同どう時じだった。リシテアが全ぜん門もんいっせいにビームを放はなち、大だいタルシアンもまたビームを放はなった。

　ミカコはブースターを噴ふかせた。

　最さい後ごの大だいタルシアンめがけて猛もうスピードで突とっ進しんしていった。

　ミカコの突とつ撃げきを察さっ知ちし、単たん体たいのタルシアンが次つぎ々つぎと進しん路ろに立たちはだかってきた。

　ミカコはありったけのミサイルと砲ほう弾だんを撃うち込こみ、目もく前ぜんの敵てきを薙なぎ払はらっていった。

　大だいタルシアンからのビーム波はを掻かい潜くぐり、ミサイルと砲ほう弾だんで撃うちもらした単たん体たいタルシアンもすべてブレードで仕し留とめ、ミカコは驚きょう異い的てきな運うん動どう能のう力りょくと反はん射しゃ神しん経けいを発はっ揮きして大だいタルシアンに迫せまった。

　しかし、ミカコがまったく無む傷きずだったわけではない。

　敵てきの応おう戦せんも熾し烈れつを極きわめていた。立たち塞ふさがる単たん体たいタルシアンのビームを何なん度ども浴あび、ついにバリアを破やぶられた。次つぎの瞬しゅん間かん、片かた腕うでをもぎ取とられていた。

　バランスを崩くずしスピンアウトしそうになったが、空からになったミサイルランチャーを片かた側がわ脱だつ離りし立たて直なおした。姿し勢せい制せい御ぎょ用ようガスカートリッジの残ざん量りょうがわずかになった。

　──もういらない。

　使つかい果はたした電でん磁じバリア用ようのバッテリーパックも捨すてた。

　いらなくなったものを次つぎ々つぎと捨すて去さり、身み軽がるになって制せい御ぎょの負ふ担たんを軽かるくした。

　大だいタルシアンの鼻はな先さきが目もく前ぜんに迫せまった。

　もう行ゆく手てを邪じゃ魔まする者ものは誰だれもいない。

　正しょう面めんスクリーンと機き載さいコンピュータの電でん源げんだけを残のこし、ミカコは機き内ないの電でん源げんスイッチを片かたっ端ぱしからオフにしていった。

　一いっ瞬しゅんの静せい寂じゃく。

　ブース内ないが闇やみに包つつまれた。

　──いま！

　最さい大だい出しゅつ力りょくを放ほう出しゅつし、ビーム・ブレードを最さい大だい長ちょうに抜ぬいた。

　鼻はな先さきにブレードを押おし当あて、ブースターを最さい大だいに噴ふかし込こみ、大だいタルシアンの銀ぎん色いろの背せを切きり裂さいていった。

　尻しっ尾ぽの噴ふん射しゃ口こうまで、縦たて一いち文もん字じに巨きょ大だいな体からだを切せつ断だんし終おえたところで、ブースターの燃ねん料りょうが尽つきた。ブレードに供きょう給きゅうした電でん力りょくも使つかい切きってしまった。

　トレーサーは、ただ慣かん性せいのみで、大だいタルシアンから離り脱だつしていった。

　背はい後ごに爆ばく発はつが起おこった。大だいタルシアン最さい後ごの一体たいが消しょう滅めつした瞬しゅん間かんだった。

　攻こう撃げきも防ぼう御ぎょも移い動どうも、ほとんどすべての機き能のうを失うしなったトレーサーは、片かた腕うでを失うしなった痛いた々いたしい姿すがたをさらして、宇う宙ちゅうを淋さびしく漂ただよった。

　ミカコはぐったりとシートにもたれかかり、目めを閉とじた。

　──ノボルくん。ミカコは生いき残のこったよ。

　閉とじた瞼まぶたから、涙なみだがあふれ落おちた。
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　ぼくは、タクシーの中なかで混こん乱らんしていた。

　あらゆる意い味みで混こん乱らんしていた。

　夜よ中なかに呼よび出だされたことに。

　艦かん隊たい勤きん務むは、まだずっと先さきなのにってことに。

　せっかく帰かえってきたばっかりなのにと、家か族ぞくにぶーぶーいわれたことに。

　それに、行いき先さきが都と内ないにある国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐん日に本ほん支し部ぶ事じ務む局きょくじゃなくて、さいたま航こう宙ちゅう自じ衛えい隊たい基き地ちだってことに。

　そしてなにより、番ばん組ぐみ中ちゅうに流ながれた速そく報ほうニュースに。

　シリウスで戦せん闘とうがあったのだという。リシテア艦かん隊たいとタルシアンの軍ぐん団だんが、全ぜん面めん衝しょう突とつしたのだという。結けっ果か、リシテア艦かん隊たいは勝しょう利りを収おさめたが、多た数すうの犠ぎ牲せい者しゃも出でたという。

　惑わく星せいアガルタからの第だい一報ぽうで、情じょう報ほうは錯さく綜そうしていた。

　詳しょう細さいな情じょう報ほうを知しりたくて、ニュース番ばん組ぐみをつけっぱなしにしているところに呼よび出だしがかかった。タクシーの中なかでもラジオのニュースに耳みみを傾かたむけた。

　多た数すうの犠ぎ牲せい者しゃってところがなにより気きがかりだったが、続ぞく報ほうが入はいり艦かん船せんのうちリシテアのみが無ぶ事じで、残のこりの九隻せきは消しょう滅めつしてしまったらしいということになり、一いっ気きに気き分ぶんは落おち込こんでしまった。

　昼ひる間ま、長なが峰みねからのメールが届とどいたばっかりだったというのに。

　公こう式しきな生せい存ぞん者しゃ名めいは、まだ発はっ表ぴょうされていない。そもそも、選せん抜ばつメンバー自じ体たいが公こう表ひょうされなかったのだから、仮かりに国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんには伝つたわっていたにしても、一いっ般ぱん公こう開かいはされないのかもしれない。ただ、生いき残のこった隊たい員いんが各かく自じ打うったメールから、情じょう報ほうは得えられる。

　そうやって各かくメディアは独どく自じの調ちょう査さで生せい存ぞん者しゃ名めい簿ぼを発はっ表ぴょうしはじめていた。

　耳みみをすませて聞きき入いったがミカコの名な前まえはまだなかった。

　携けい帯たいが鳴ならないのも気きがかりだった。

　ただし、ミカコの母ぼ艦かんがリシテアだったことが、いくらか気き休やすめになっていた。

　基き地ちに到とう着ちゃくすると、本ほん部ぶ棟とうに案あん内ないされた。

　ここもまた、混こん乱らんしている様よう子すで、呼よび出だしを受うけた職しょく員いんたちが右う往おう左さ往おうしていた。

　会かい議ぎ室しつのようなところに連つれていかれた。二十人にん近ちかい人にん数ずうの職しょく員いんが書しょ類るいを持もってあっちのテーブルこっちのテーブルと駆かけ回まわっていた。ここに、情じょう報ほうが集しゅう積せきされているらしいことはわかった。

　ぼくは、不ふ安あんを抱かかえたまま隅すみのほうでおとなしくしていた。

　それにしても、呼よび出だしたのは誰だれなんだ。

　職しょく員いんたちの口くちから飛とび出だす言こと葉ばに耳みみを傾かたむけていると、どうやら救きゅう助じょに向むかうということらしい。国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんがリシテアからの要よう請せいに呼こ応おうして、緊きん急きゅうの救きゅう助じょ隊たいを派は遣けんすることになった様よう子すだ。

　だけど待まてよと思おもった。

　情じょう報ほうが届とどいたのは今いまでも、戦せん闘とうが起おこったのは八年ねん七ヶか月げつ前まえのことだ。いまさら救きゅう助じょ隊たいを派は遣けんしたって、遅おそすぎる。助たすかる者ものも助たすからない。

　ただ、よくよく話はなしを聞きいていると、救きゅう助じょが有ゆう効こうなケースも考かんがえられることがわかった。

　リシテアが航こう行こう不ふ能のう状じょう態たいに陥おちいっていて、リシテア内ない、もしくは衛えい星せいアガルタ上じょうで生せい存ぞん者しゃがサバイバル生せい活かつを送おくっている場ば合あい。あとは、航こう行こうは可か能のうだが亜あ光こう速そくエンジンにトラブルがあり、太たい陽よう系けいまで到とう達たつできないでいる場ば合あい。

　しかし、いずれにしろ、情じょう報ほうを確かく定ていさせないことには、身み動うごきが取とれない。

　情じょう報ほうが整せい理りされはじめたのは、夜よ中なかの三時じを過すぎたころだった。

　そのころになってようやく、呼よび寄よせた本ほん人にんもぼくを呼よび寄よせたことを思おもい出だす余よ裕ゆうを取とり戻もどしたようだ。

「やあ、艦かん隊たい勤きん務むが決きまってる寺てら尾お昇のぼるくんだね」

　話はなしかけてきた中ちゅう年ねん男おとこは、黒くろい服ふくを着きていた。

　ひょっとしたら、ミカコの話はなしに出でてきたエージェントさんかなって思おもった。

　思おもっていたとおり、救きゅう助じょ隊たいの一いち員いんとして勤きん務むについてほしいということだった。

「それで？」

　と行いき先さきを聞きくと、まだ確かく定ていしてないけれど、とにかく月げつ面めんのベースキャンプから出しゅっ発ぱつすることになるから、うちのシャトルに乗のってすぐにでも向むかってくれと。

　どうして行いき先さきがわからないのかと尋たずねると、困こまったような顔かおをした。

「シリウスからの電でん波ぱの状じょう態たいが良よくないんだ。リシテアが亜あ光こう速そく航こう行こうで帰き還かんの途とについたことは確たしからしいんだけど、ノイズによる虫むし食くい状じょう態たいでかんじんの向むかってる先さきがわからないんだ……」

「でも、太たい陽よう系けい内ないだったら、だいたい各かく衛えい星せいに基き地ちがあるでしょう」そう聞きくと、

「そうなら心しん配ぱいはしていない。最さい悪あくのケースを想そう定ていしての派は遣けんだよ」と、わかったようなわからないような返へん事じ。

「じゃあ、次つぎの連れん絡らくを待まてばいいじゃないですか」と聞きくと、

「もうリシテアは出しゅっ発ぱつしてるんだよ。亜あ光こう速そく航こう行こうに入はいったら通つう信しん不ふ能のうになってしまうってことを大だい学がくで習ならわなかったのかね。たしかきみは通つう信しん技ぎ師しとして艦かん隊たい勤きん務むにつくはずだったんじゃなかったかね」と。やぶへびだった。

　どこへ向むかっていいのかもわからないなんて、救きゅう助じょになるんだろうか？

　とにかく、ぼくは急きゅう遽きょ、月げつ面めん基き地ちへ向むかうことになった。

　追おい立たてられるように、発はっ射しゃ台だいへ向むかうワゴン車しゃに押おし込こまれた。

　そのとき、たったひとつの手て荷に物もつだった携けい帯たいが鳴なった。

　長なが峰みねからのメールだった。
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　ざわざわとした喧けん騒そうに起おこされ、ミカコは目めを覚さました。

　周しゅう囲いは明あかるかった。トレーサーのブース内ないでないことは確たしかだった。

「あ、起おきたのね。いいよいいよ、じっとしてて。特とくに外がい傷しょうとかなかったから。もちろん起おきてもかまわないんだけどね」

　ベッドの傍かたわらにいたサトミが話はなしかけた。

「あ、サトミさん。無ぶ事じだったのね」

　周しゅう囲いに目めをやりながらミカコはいった。リシテア艦かん内ない、メディカルルームにいるらしい。簡かん易いベッドがいくつも並ならべられている。

「なに寝ねぼけたこといってるのよ。無ぶ事じに決きまってるでしょ。でなきゃ、誰だれがあんたのトレーサーを回かい収しゅうしたっていうのよ」

「そうだったかしら。よく、覚おぼえていなくて」

「医い療りょうスタッフに打うってもらった、精せい神しん安あん定てい剤ざいが効ききすぎたのかしら。でも、ちゃんと約やく束そく守まもってくれたね。ありがとう」

「約やく束そくって……？」

　きょとんとした顔かおで聞きいてくる。

「いやだ、それも覚おぼえてないの。ほら、無ぶ事じだったら真まっ先さきに連れん絡らくするって。ほんと、心しん配ぱいだったんだよ。スクリーン上じょうではあんたの動うごきは把は握あくしてたんだけど、突とつ撃げきかけたあといくら呼よびかけても応おう答とうなかったでしょ。ほんと、気きをもんだよ」

「そう、バッテリー確かく保ほするのに、通つう信しん回かい路ろも遮しゃ断だんしてたから……。でも、ほんとうに終おわったのね。まだ、単たん体たいのタルシアンが残のこってたから、心しん配ぱいだったんだけど」

「回かい収しゅうしに行いったときには気き失うしなってたから、なにも知しらないのは無む理りないけど、おかげさまで最さい後ごのでかいやつがやられたとたんに、みんな尻しっ尾ぽを巻まいてどっかへ消きえていったわ。とにかく、ミカコには感かん謝しゃしないとね。それに、生いき残のこれたことだけでも……」

　サトミはそういうと唇くちびるをぎゅっと噛かんだ。

「リシテアを守まもってくれて、ありがとう。あれでリシテアまでやられてたら、目めもあてられなかったね。あとは、ロビンソン・クルーソーみたいに、アガルタでサバイバル生せい活かつしながら地ち球きゅうからの救きゅう助じょを待まつしかなかったものね」

　サトミは、ミカコの手てをぎゅっと握にぎりしめた。

「わたしはただ、自じ分ぶんが生いき残のこりたかっただけ。何なん人にんくらい生いき残のこれたの？」

「操そう艦かんクルーで助たすかったのは、もちろんリシテアの面めん々めんだけ。トレーサー乗のりは、他ほかの艦かんの分ぶんも全ぜん員いん回かい収しゅうしたから、百七十二名めい。予よ備びのガレージも含ふくめて百三十までしかトレーサーの収しゅう納のうスペースがなかったから、もったいないけど破は損そん状じょう態たいのひどいものから廃はい棄きしちゃったけどね。当とう然ぜん、あんたの愛あい機きもだけど……」

　約やく千人にんいたオペレーターが、百七十二人にんに。

　その激げき減げんぶりに、ミカコはあらためて戦せん禍かの甚じん大だいさを思おもい知しらされた。

「わたしたち、これからどうなるの？」

「さあ、それは総そう司し令れい官かんが決きめることだけど、たぶん、あの人ひとの判はん断だんでいったん退たい却きゃくすることになるんでしょうね。任にん務むは完かん了りょうしていないけど、こんな状じょう況きょうじゃ、これ以い上じょう探たん索さくの旅たびを続つづけるのは無む理りでしょう。それに、今こん度どまた彼かれらと出で会あったら、同おなじことの繰くり返かえしになっちゃうからね。今こん度ど戦たたかったら、それこそ全ぜん滅めつ間ま違ちがいなしね」

「じゃ、帰かえれるかな……？」

　希き望ぼうの芽め吹ぶきに触ふれ、ミカコは急きゅうに声こえを弾はずませた。

「たぶん、それしかないでしょ」

　サトミは肩かたをすくめてみせた。




　ロコモフ総そう司し令れい官かん自みずから選せん抜ばつメンバーの前まえに姿すがたを現あらわしたのは、異い例れいのことだった。

　ランチルームが説せつ明めい会かい場じょうに選えらばれたのだが、他た艦かん所しょ属ぞくのオペレーターも加くわわったために手て狭ぜまとなってしまい、テーブルはすべて片かた付づけられていた。それでも人にん数ずう分ぶんの椅い子すが並ならびきらず、立たち見みの者ものも多た数すう出でている。

　メディカルルームにいる負ふ傷しょう者しゃを除のぞいて、ほとんどのオペレーターが出しゅっ席せきしていた。

　ミカコもサトミに付つき添そわれて参さん加かしていた。見み知しらぬ顔かおの方ほうが多おおかった。雑ざっ多たな国こく籍せきの雑ざっ多たな人じん種しゅの若わかい女じょ性せいたち。戦たたかいの疲ひ労ろう感かんと多おおくの仲なか間まを失うしなってしまった悲かなしみで、みな一いち様ように沈しずみ切きった暗くらい表ひょう情じょうをしていた。

「まず、今こん回かいの闘たたかいで、尊とうとい命いのちを落おとされた隊たい員いんの方かた々がたの、ご冥めい福ふくをお祈いのり申もうし上あげます」

　ロコモフ司し令れい官かんは会かい場じょうを見み渡わたし、日に本ほん語ごでそう切きり出だした。

「また、闘たたかいに加くわわったみなさんのご健けん闘とうにも感かん謝しゃします。みんなよく闘たたかってくれました。みなさんの奮ふん闘とうの結けっ果か、艦かん隊たいは勝しょう利りを勝かち取とることができました」

　ぱらぱらと、冷さめた拍はく手しゅがまばらに起おこった。

「しかしながら、艦かん隊たいは多た大だいな犠ぎ牲せいを払はらうことになりました。残ざん念ねんながら、艦かん隊たい任にん務むを維い持じ継けい続ぞくすることは極きわめて困こん難なんとなりました。わたしは、艦かん隊たい総そう司し令れい官かんの権けん限げんをもって、すみやかな退たい却きゃくを決けつ意いしました」

　盛せい大だいな拍はく手しゅと歓かん声せいが上あがり、ランチルームは喧けん騒そうに包つつまれた。

　ミカコとサトミも、手てをとりあって喜よろこんだ。
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「負ふ傷しょう者しゃのなかには、一いっ刻こくを争あらそう重じゅう篤とく者しゃもいます。直ただちに地ち球きゅうへ向むけリシテア号ごうは帰き還かんします。しかし、帰かえりの旅たびは長ちょう期き間かんにわたることになる。今こん回かいの戦せん闘とうで、リシテアも軽けい微びながら損そん傷しょうを受うけている。艦かん体たいに負ふ担たんをかける航こう法ほうは避さけなければならない。そこで、地ち球きゅうに救きゅう援えんを求もとめることにした。我われ々われは、地ち球きゅうに救きゅう援えんの信しん号ごうが届とどく八年ねん七ヶか月げつの時じ間かんをめいっぱいに使つかって、地ち球きゅうへ向むけての移い動どうを試こころみる。航こう法ほうコンピュータの支し援えんで、シリウスと地ち球きゅうを結むすぶ線せん上じょうにあるアンカー・ポイント〈シリウスラインαアルファ〉まで到とう達たつできることが確かく認にんされている。〈シリウスラインαアルファ〉は地ち球きゅうから二・一光こう年ねんの距きょ離りにある。従したがって、我われ々われは六・五光こう年ねんを八年ねん七ヶか月げつかけて旅たびすることになる。なお、相そう対たい論ろん的てき効こう果かにより、亜あ光こう速そく航こう法ほう中ちゅうの艦かん内ない経けい過か時じ間かんは、加か速そく・減げん速そく期き間かんも含ふくめた約やく四年ねん。出しゅっ発ぱつは三時じ間かん後ご。我われ々われクルーは直ただちに航こう法ほう準じゅん備びにかかる。きみたちは出しゅっ発ぱつまで自じ由ゆうに過すごしてかまわない。では……」

　ロコモフ司し令れい官かんは用よう件けんだけを言いい残のこし、気きぜわしげにランチルームを去さっていった。
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二十四歳さいのノボルくん。

十五歳さいのミカコだよ。

きっと、アガルタでの会かい戦せんのこと聞きいてるよね。

わたしは生いきてるよ。

そして、とってもハッピーだよ。

ずっとずっと願ねがっていた、地ち球きゅうへ帰かえれる日ひが、やっと決きまったんだよ。

このメールが届とどくころ、ミカコは〈シリウスラインαアルファ〉というアンカー・ポイントにいます。

そこから地ち球きゅうまでは、きっと救きゅう助じょ隊たいが運はこんでくれることでしょう。

やっと会あえるね、ノボルくん。

会あえたらミカコは、ノボルくんに直ちょく接せつ伝つたえたいことがあります。ずっとずっと言いいたかったこと。

でも、メールでは教おしえないよ。

もうすぐリシテアは出しゅっ発ぱつします。

二十四歳さいのノボルくんは、どこでなにをしてるのかな？　旅たびの四年ねん間かん、ミカコは、二十四歳さいのノボルくんを、退たい屈くつしのぎに毎まい日にち想そう像ぞうして過すごすことにします。

今こん度ど会あうとき、ミカコの主しゅ観かん年ねん齢れいは十九歳さい。

どんな娘こになっているか、会あったときのお楽たのしみ。

それじゃ。




いまはまだ十五歳さいのミカコより　　　
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　　　２０５６年ねん４月がつ[image: ]救きゅう助じょ艦かん







　八年ねんって年ねん月げつは、短みじかいようで長ながい。

　とりわけ科か学がく技ぎ術じゅつの分ぶん野やにおいては。

　宇う宙ちゅう軍ぐんの月げつ面めん基き地ちには、防ぼう衛えい大だいの研けん修しゅうで二度どほど、院いん生せいになって、セミナーに出しゅっ席せきする教きょう授じゅのお供ともの助じょ手しゅの、そのまたお供ともとして一度ど、立たち寄よったことがある。新しん型がたのコスモ恒星間ナート宇宙戦艦にお目めにかかれたのは、院いん生せいのときの腰こし巾ぎん着ちゃく旅りょ行こうがはじめてで、それからまだ一年ねんもたっていない。

　そのときは、格かく納のう庫この壁かべに張はり付ついた観かん光こう客きゃく用ようの見けん学がくコースとして設もうけられたキャットウォークから見み下おろしただけのことで、なんで一いっ般ぱん人じん扱あつかいなんだよと艦かん内ないを覗のぞかせてもらえなかったことが悔くやしくてしようがなかった。

　その新しん型がたコスモナートに、乗じょう員いんの一いち員いんとして乗のれるという夢ゆめのような話はなしが現げん実じつになったのだから、実じつ物ぶつを目めの前まえにしてついうっとりと見み惚とれてしまったとしても、誰だれにも非ひ難なんできないと思おもう。乗じょう艦かんするまでの二、三分ぷん、正しょう直じきいって長なが峰みねのことはすっかり忘わすれてしまっていた。

　新しん型がたのコスモナートは、従じゅう来らい型がたにくらべ見みた目めはひとまわりコンパクトになっているのだが、逆ぎゃくに内ない部ぶの居きょ住じゅう空くう間かんは拡かく充じゅうされている。駆く動どう系けいに大おお幅はば改かい良りょうがなされ、小こ型がた化か高こう性せい能のう化かされたからだ。エンジンがパワーアップしたおかげで、自じ律りつハイパードライブの到とう達たつ距きょ離りが飛ひ躍やく的てきに向こう上じょうした。一回かいのワープで、最さい大だい三光こう年ねん先さきまでジャンプ可か能のうになっていた。

　おまけにもうひとつ、最さい新しん技ぎ術じゅつということでいえば、コスモナートにはまだ開かい発はつ段だん階かいではあるが、超ちょう光こう速そく通つう信しんシステムが備そなわっているのだ。

　通つう信しん技ぎ師しの補ほ助じょ要よう員いんとして召しょう集しゅうされたぼくは、たぶんその最さい新しんの通つう信しんシステムにも触ふれるチャンスがあるだろうと、乗じょう艦かん前まえからわくわくしていた。

　発はっ艦かんの準じゅん備びが整ととのうまでに、今こん回かい同どう乗じょうするベテラン乗じょう員いんたちと引ひき合あわせてもらった。

　新しん規きに搭とう乗じょうするのは、ぼくと一いち部ぶ医い療りょうスタッフくらいで、あとの面めん々めんはそれこそ何なん十回かいとなく太たい陽よう系けいを行いき来きしたことのある古ふる株かぶ揃ぞろいだった。

　待まってる間あいだに艦かん内ない服ふくと着き替がえの下した着ぎなど、身みの回まわり品ひんの支し給きゅうを受うけ、ハンス・シュタイナーというドイツ人じんの先せん輩ぱい通つう信しん技ぎ師しからは艦かん内ない案あん内ない図ず入いりの小しょう冊さっ子しを渡わたされ、艦かん内ない生せい活かつのおおまかな決きまりごとを教おしえてもらった。救きゅう助じょにいくというのに、ちょっとした家か族ぞく旅りょ行こうにでも出でかけるような、はしゃいだ気き分ぶんがこみ上あげてきた。

　前ぜん夜や呼よび出だしをくらってから、よくよく考かんがえると一いっ睡すいもしてなかったのだが、アドレナリン出でっぱなし状じょう態たいで、ふらふらしながらも眠ねむ気けはまったく感かんじなかった。

　出しゅっ発ぱつの準じゅん備びがすべて整ととのい、乗じょう艦かんが許ゆるされたのは、その日ひの夕ゆう方がただった。

　本ほん来らいの目もく的てきを思おもい出だしたのは、月げつ面めん基き地ちを離はなれて一週しゅう間かんたってのことだった。

　新しん型がたコスモナートは、火か星せい軌き道どうと木もく星せい軌き道どうの中ちゅう間かん域いき、ハイパードライブ無む規き制せい域いきへ向むけ巡じゅん航こうしていた。救きゅう助じょ隊たいといえども安あん全ぜん航こう行こうのための決きまりは守まもらなければならない。

　その間かんぼくは、艦かん内ないの諸しょ事じ情じょうと与あたえられた仕し事ごとを覚おぼえるのに必ひっ死しになっていた。

　もちろん、年ねん齢れい的てきにも乗じょう員いんの中なかでは一いち番ばんの若わか造ぞうだったこともあったし、巡じゅん航こう中ちゅうはかくだんすることもないとあって、古ふる株かぶ連れん中ちゅうは新しん入いりのぼくをからかって、どうでもいいような用よう事じを押おしつけては楽たのしんでいた。

　艦かんと乗じょう員いんと仕し事ごとについてひととおりのことを覚おぼえ、古ふる株かぶたちからも飽あきられて用ようもないのにいちいち呼よび止とめられることもなくなって、ぼくはようやく本ほん来らいの居い場ば所しょ、通つう信しん室しつに長なが居いできるようになった。

　リシテア号ごうのことが気きになった。

　通つう信しん室しつは艦かん橋きょうの一いち区く画かくをなしていて、艦かん橋きょうに集しゅう約やくされる全ぜん情じょう報ほうの一いち部ぶを他た部ぶ署しょに優ゆう先せんして共きょう有ゆうしている。艦かん載さいの諸しょ観かん測そく機きから得えられるデータもその一いち部ぶで、リシテアの現げん在ざい地ちを確かく認にんできるようなデータが呼よび出だせないか、いろいろ試ためしもし、シュタイナー先せん輩ぱいに尋たずねもしたのだが、二光こう年ねん以い遠えんにいる移い動どう体たいを確かく認にんできるだけの精せい度どをもった観かん測そく機き器きは、残ざん念ねんながらこの艦かんには備そなわっていなかった。

　ひょっとしたら邂かい逅こう地ち点てんに予よ定ていより早はやく着つきすぎて、救きゅう助じょはまだなのかと、先せん方ぽうはやきもきしているかもしれない。それを思おもうと、まだ見み習ならいの身みであり、これといって任まかされた仕し事ごとを持もたないぼくには、手て持もち無ぶ沙さ汰たの時じ間かんがたまらなく長ながく感かんじられた。

　どこで聞ききつけたのか、古ふる株かぶ連れん中ちゅうの間あいだに、長なが峰みねの名な前まえが知しれ渡わたってしまっていた。

　またぼくは、寄よってたかってからかわれることになった。

　恋こい人びとなら写しゃ真しん持もってるんだろう見みせろ、とか絡からまれて、そんなんじゃないって撥はね除のけはしたけれど、その日ひのうちに長なが峰みねの写しゃ真しんは艦かん内ないを一巡じゅんしていた。

　まあ、同おなじ艦かん隊たい所しょ属ぞくなんだから、見みようと思おもえば端たん末まつから簡かん単たんに呼よび出だせるわけだけど。プリントアウトされた長なが峰みねの顔かお写じゃ真しんは、回まわりまわって最さい終しゅう的てきにぼくのもとへとやってきた。おそらく入にゅう隊たい直ちょく後ごに撮とられたのだろうその写しゃ真しんに、長なが峰みねは中ちゅう学がくの夏なつの制せい服ふくのまま写うつっていた。

　実じつはぼくは、長なが峰みねのまともな写しゃ真しんを一枚まいも持もっていなかった。中ちゅう学がくの卒そつ業ぎょうアルバムのクラスの集しゅう合ごう写しゃ真しんに、アルバム編へん集しゅう前まえにいなくなった長なが峰みねの姿すがたはなかった。他ほかの転てん校こう生せいたちと同どう様ようの扱あつかいで、同おなじページの隅すみの方ほうに丸まるく囲かこわれて小ちいさく、申もうし訳わけなさそうに写うつっているのが唯ゆい一いつぼくが持もっている長なが峰みねの顔かお写じゃ真しんだった。たぶんそのアルバムは実じっ家かの押おし入いれかどこかの段だんボール箱ばこの中なかに、卒そつ業ぎょう証しょう書しょといっしょに眠ねむっているはずだ。

　そう、防ぼう衛えい大だいの学がく生せい寮りょうに入にゅう寮りょうして以い降こう、卒そつ業ぎょうアルバムは見みてないことになる。

　思おもいもかけない状じょう況きょう下かで、長なが峰みねの顔かお写じゃ真しんと遭そう遇ぐうすることになって、ぼくは狼ろう狽ばいした。

　鮮せん明めいに撮とられたその写しゃ真しんで、長なが峰みねはちょっと緊きん張ちょうぎみに表ひょう情じょうを硬かたくしていた。

　時ときを経へてぼくの前まえに現あらわれた長なが峰みねは、痛いた々いたしいほど幼おさなく感かんじられた。

　もう何なん日にちかで、本ほん物ものの生なま身みの長なが峰みねに会あえる。

　この写しゃ真しんより数すう歳さい成せい長ちょうした姿すがたで。

　久ひさ々びさに目めにした長なが峰みねの姿すがたに、ぼくは過すぎ去さった九年ねんの時ときの長ながさと重おもみを、あらためて実じっ感かんしていた。

　出しゅっ発ぱつ十とお日か目め、ようやくハイパードライブ無む規き制せい域いきへ到とう達たつした。




　初はじめてのハイパードライブ体たい験けん。

　どのみち新しん人じんのぼくにとって、艦かん内ないで起おこることのあらかたは初はつ体たい験けんということになるのだが、ハイパードライブ体たい験けんはなかでも格かく別べつの新しん鮮せんさだった。

　ワープアウトすると、すぐさま仕し事ごとが待まっていた。

　リシテア現げん在ざい地ちの確かく定てい作さ業ぎょう。

　及および、リシテアへの到とう着ちゃくの連れん絡らく。

　リシテアはすぐに見みつかった。

　邂かい逅こう地ち点てん〈シリウスラインαアルファ〉へ向むけ、最さい終しゅう減げん速そくに入はいっている。

　到とう達たつ予よ定てい日びは五いつ日か後ご。リシテア側がわが立たてた航こう宙ちゅう計けい画かくから三みっ日かの遅おくれとなっていた。

　八年ねん七ヶか月げつの旅りょ程てい全ぜん体たいからみれば、わずかな誤ご差さ。とにかく待またせずにすんでよかった。

　予よ定てい日びまで三みっ日かとなってようやく、リシテアとの通つう信しんも可か能のうになった。リシテア艦かん長ちょう及および総そう司し令れい官かんと救きゅう助じょ隊たい長ちょうとの間あいだで、しきりと交こう信しんがなされた。受うけ入いれの準じゅん備びは着ちゃく々ちゃくと整ととのっていった。

　ちょっと気きが早はやいかもしれないけど、ぼくは試ためしに長なが峰みねにメールを打うってみた。

　長なが峰みねの居い場ば所しょも特とく定ていできている、間ま違ちがいなく届とどくはずだ。もう数すう日じつ我が慢まんして、突とつ然ぜん長なが峰みねの前まえに姿すがたを現あらわし、驚おどろかせるつもりでいたのだが、古ふる株かぶの隊たい員いんたちに先さきを越こされてぼくがここにいることをばらされでもしたら、せっかくの再さい会かいをぶち壊こわしにされかねない。





■　　　　　　　■　　　　　　　■







長なが峰みねへ

ぼくからのメールはひさしぶりのことで、きっと驚おどろいていると思おもう。

帰き還かん決けっ定ていのメール、届とどいたよ。

話はなしたいことはいっぱいあるけど、会あえたときのためにとっておきたい。それに、ほんとにぼくにとっても久ひさ々びさのメールで、どう語かたりかければいいのか、ぼく自じ身しんがとまどっているんだ。

ぼくはいま二十四歳さいで、長なが峰みねは十九歳さい。

十九歳さいの長なが峰みねにどう語かたりかければいいのか、それがわからない。リシテアにいる長なが峰みねがずっと二十四歳さいのぼくを想そう像ぞうして待まったように、二十四歳さいのぼくもほんの短みじかい間あいだだけど、十九歳さいの長なが峰みねを想そう像ぞうして過すごしている。

ぼくにしてみれば、この九年ねん近ちかく十五歳さいのまま十五歳さいの思おもいのまま生いきてきた長なが峰みねが、急きゅうに大人おとなになって帰かえってくるっていうんだから、混こん乱らんして当とう然ぜんだと思おもうよ。でも、そんなことどうだっていい。

会あえるってことだけで、奇き跡せきみたいなものだって思おもう。

十九歳さいの長なが峰みねに、どんなふうに話はなせばいいのかは、会あったときに考かんがえればいいことだからね。

とにかく再さい会かいの日ひは近ちかい。

きっとびっくりするほど近ちかいはず。




我われに秘ひ策さくあり……寺てら尾お昇のぼる　　　







■　　　　　　　■　　　　　　　■







ノボルくん。

十九歳さいのミカコだよ。

退たい屈くつな毎まい日にちも、もうすぐ終おわろうとしています。

きのう、ノボルくんからのメールを受うけ取とりました。

まだわたしはリシテアにいるのに、どうしてノボルくんからのメールが届とどくのか、不ふ思し議ぎに思おもいました。

でも、その前まえにすごくうれしかった。

十五歳さいの女おんなの子この、昔むかしのクラスメイトの出だしたメールなんて、二十四歳さいのノボルくんがまともに取とりあってくれるはずないって思おもっていたから。

わたしにとっては一いっ瞬しゅんのことだった、十五歳さいの日ひ々びに、九年ねん間かん、根こん気き強づよくつきあってくれてありがとう。

二十四歳さいのノボルくんには追おいついてないかもしれないけど、わたしも四年ねん分ぶん、このリシテアの中なかで成せい長ちょうしました。

いまわたしは十九歳さいです。

ほんとはきのう、すぐに返へん事じをしようかと思おもったけど、わたしも混こん乱らんして、けっきょくすぐには返へん事じが書かけませんでした。

ノボルくんのメール、謎なぞだらけでした。

せめて、いまなにをしてるのかくらい書かいてあれば、二十四歳さいのノボルくんを想そう像ぞうしやすかったのに……。

それに、秘ひ策さくっていうのもわからないし。

あした、救きゅう助じょ艦かんと遭そう遇ぐうできるはず。

その準じゅん備びでわたしも忙いそがしく働はたらいています。

ひとつ質しつ問もん。ノボルくんは十五歳さいと十九歳さい、どっちのミカコに会あいたかったの？

わたしは、二十四歳さいのノボルくんに会あってみたいよ。

救きゅう助じょ隊たいと遭そう遇ぐうできてからの予よ定ていは未み定てい。

また、連れん絡らくするね。




混こん乱らんの十九歳さい、ミカコより　　　







■　　　　　　　■　　　　　　　■















　　　２０５６年ねん４月がつ[image: ]シリウスラインαアルファ







　寺てら尾お昇のぼるは、多た少しょう後こう悔かいしていた。

　百七十二人にんという収しゅう容よう人にん数ずうを甘あまくみていたのだ。

　長なが峰みね美み加か子ことの再さい会かいを、劇げき的てきにかっこよく決きめる気きでいたのに、現げん実じつはそうは思おもい通どおりに運はこんでくれなかった。

　艦かん体たい同どう士しをドッキングさせ通つう用ようゲートを確かく保ほし、いざ収しゅう容ようがはじまってみると、怒ど濤とうの勢いきおいで若わかい娘むすめたちがてんでに押おし寄よせてきた。

　部へ屋やはどこなのとか、なにか飲のみ物ものをちょうだいとか、若わかいノボルを掴つかまえてはおもしろがって勝かっ手てな要よう求きゅうをつきつけてきた。

　収しゅう容ようがはじまって二時じ間かん、傷しょう病びょう者しゃの搬はん送そうをふくめてどうやらオペレーター百七十二名めい全ぜん員いんの収しゅう容ようは完かん了りょうしたらしいのだが、まだまだ混こん乱らんは収おさまる様よう子すを見みせない。

　なにしろ新しん入いりなのだから、通つう信しん技ぎ師しという本ほん来らいの仕し事ごとにはおかまいなしに、空あき部べ屋やへ案あん内ないしろ、艦かん内ない服ふく運はこんでやれ、洗せん濯たく物ものを回かい収しゅうしろ、ついでにおれの肩かたを揉もめと、古こ参さんの隊たい員いんにいいようにこき使つかわれる。

　長なが峰みねの姿すがたを探さがすどころか、ただもうやみくもに艦かん内ないを走はしり回まわっているだけで、休きゅう憩けいさえろくにとれない。もちろん、そうした混こん乱らんの最さ中なかにも、長なが峰みねの姿すがたはないかと行いきかう娘むすめたちの顔かおをひとつひとつチェックしてはいたのだが……。

　そんなノボルの様よう子すを見みかねて、そらそこで休やすみなと、自じ動どう販はん売ばい機きの缶かんコーヒーをおごってくれたありがたい先せん輩ぱいがいた。

　お言こと葉ばに甘あまえてノボルは、通つう路ろに設せっ置ちされた自じ動どう販はん売ばい機きの横よこのベンチに腰こし掛かけた。

　──長なが峰みね、どこにいるんだよ。

　情なさけない顔かおをして、コーヒーを喉のどに流ながし込こむ。

　長なが峰みねにいいとこ見みせようとはりきって着き込こんでいた宇う宙ちゅう軍ぐんの真まっ白しろい制せい服ふくだったが、ズボンの裾すそは撚よれおまけに汚よごれてしまっている。

　息いきを楽らくにしようと、詰つめ襟えりのホックを外はずした。よけいだらけた格かっ好こうになってしまう。

　──まあ、焦あせることもないか。艦かん内ないにいることは間ま違ちがいないんだし。

　もう一ひと口くちコーヒーを流ながし込こみ、ほっと息いきをついたとき、携けい帯たいが鳴なった。

　長なが峰みねには違ちがいなかったが、いままでになく短みじかい文ぶん面めんだった。




















■　　　　　　　■　　　　　　　■







ノボルくん。

わたしはここにいるよ。

　　　　　　秘ひ策さくって？　のミカコより







■　　　　　　　■　　　　　　　■









　驚おどろいて顔かおを上あげ、周しゅう囲いを見み回まわした。

「ここにいるよ。ノボルくん」

　聞きき覚おぼえのある、なつかしい声こえ。

　廊ろう下かの端はしに、こっちを見みつめている女じょ性せいがいた。

　看かん護ごスタッフの制せい服ふくを着きていた。

　手てにした携けい帯たいを振ふって見みせ、ゆっくりと近ちか寄よってきた。

「やっと会あえたね、ノボルくん」

[image: ]

　長なが峰みね美み加か子こが微ほほ笑えんだ。

「ああ……」

　照てれ臭くさくて直ちょく視しできなかった。

「長なが峰みね、背せ伸のびたな」

　なにか気きのきいたことを言いおうと思おもってなにも思おもい浮うかばず、どうでもいいようなことを口くちにしてしまった。

「五センチ伸のびたよ。ただし、体たい重じゅうとスリーサイズの増ぞう減げんはないしょだよ」

　長なが峰みねは変かわったけれど変かわってない。

　そんな気きがしてノボルはほっとした。













　　　２０５６年ねん５月がつ[image: ]階かい段だん上うえ







　入にゅう隊たい早そう々そう、日に本ほんの変へん則そく休きゅう暇か、ゴールデンウィークに合あわせて休やすみがとれるなんて、思おもってもみなかった。休きゅう暇か願ねがいは出だしてみるもんだ。

　ただし、出でたばっかりの初しょ任にん給きゅうから地ち球きゅう行いきシャトルのチケット代だいを捻ねん出しゅつしなければならなかったのは痛いたかった。

　艦かん隊たい勤きん務むにはだいぶ慣なれた。といっても新しん型がたコスモ恒星間ナート宇宙戦艦には、あの救きゅう助じょ劇げき以い降こうまだ乗のっていない。月げつ面めん基き地ちでの研けん修しゅうが続つづいていて、乗じょう艦かん勤きん務むがはじまるのは、六月がつに入はいってからの予よ定ていになっている。

　長なが峰みねはというと、他ほかの選せん抜ばつメンバー同どう様よう、いったん艦かん隊たいを除じょ隊たいになった。

　この先さきどうするかは、実じっ家かでゆっくり休やすみながら、じっくり考かんがえるんだといっている。また、艦かん隊たい勤きん務むを希き望ぼうすることになるかもしれないけど、トレーサー乗のりだけはもう御ご免めんだともいっていた。ロコモフ司し令れい官かんは長なが峰みねの腕うでを高たかく評ひょう価かしていて、やめるのはもったいないと、慰い留りゅうに努つとめたらしい。

　あのとき看かん護ごスタッフの制せい服ふくを着きていたことから察さっしがつくとおり、同おなじ艦かん隊たい勤きん務むなら、看かん護ごスタッフがいいといっていた。アガルタからの帰き途と、長なが峰みねは退たい屈くつを紛まぎらわすために医い療りょうスタッフや看かん護ごスタッフの手て伝つだいをやっていた。もちろん資し格かくはないけれど、実じつ務む的てきなことは四年ねん間かんですっかり吸きゅう収しゅうし終おえていた。

　医い療りょう関かん係けいの資し格かくをとるために、学がっ校こう通かようのも悪わるくないかなともいっていた。

　なにしろ、長なが峰みねは戸こ籍せき上じょうの年ねん齢れいは二十四歳さいだが、主しゅ観かん年ねん齢れいは十九歳さいなのだ。なにかをはじめるのに十じゅう分ぶんな若わかさだといっていい。

　まったく話はなしは違ちがうのだが、第だい二に次じタルシアン探たん査さ隊たいの参さん加かメンバーの募ぼ集しゅうは、まだはじまっていない。

　計けい画かくの見み直なおしが、なされているらしい。

　アガルタでの戦せん闘とうに参さん加かした長なが峰みねからの、報ほう告こくを受うけての変へん更こうということらしい。

　長なが峰みねがアガルタで見みた幻げん影えい、そして「託たくしたいの」のメッセージをどう解かい釈しゃくすればいいのか……。むろんこれが長なが峰みねひとりの身みに起おこったことだったら、夢ゆめや幻げん聴ちょうで片かたづけられてしまったところだろうが、戦せん闘とう開かい始し前まえに多た数すうのオペレーターが同どう様ようの体たい験けんをし、同おなじメッセージを受うけ取とっていたのだ。

　たしかに、アガルタでは壮そう絶ぜつな闘たたかいが繰くり広ひろげられたのだが、彼かれらが本ほん気きで人じん類るいと闘たたかおうとしていたのかどうかは疑ぎ問もんの残のこるところだった。戦せん闘とうの一いち部ぶ始し終じゅうを記き録ろくした映えい像ぞうを丹たん念ねんに解かい析せきしていくと、タルシアン側がわは徹てっ底ていしては闘たたかっていないのだという。

　タルシアンは、まったく別べつな理り由ゆうと目もく的てきで、人じん類るいに接せっ触しょくを求もとめてきたのかもしれない。

　そもそものスタートが間ま違ちがっていた可か能のう性せいが、一いち部ぶ報ほう道どう関かん係けい者しゃの間あいだで囁ささやかれている。

　タルシス遺い跡せきの爆ばく発はつは、遺い跡せきの触ふれてはいけない部ぶ分ぶんに人じん類るいが触ふれたために引ひき起おこされた不ふ幸こうな事じ故こだったのではないか。タルシアンがその場ばに居い合あわせたのは、偶ぐう然ぜんもしくはまったく別べつの目もく的てきのためだったのではないかというのだ。

　タルシアンによる襲しゅう撃げきがあったとの発はっ表ぴょうは、この事じ故こを政せい治じ的てきに利り用ようしようとした勢せい力りょくによる、捏ねつ造ぞう、あるいは事じ実じつの歪わい曲きょくだった……。

　もちろん、こうした噂うわさや報ほう道どうは、当とう初しょからなくはなかったが、法ほう的てき規き制せいのもとに取しゅ材ざいが制せい限げんされ、真しん実じつが解かい明めいされるには至いたらなかった。いままた二度ど目めの、大だい規き模ぼな接せっ触しょくがタルシアンとの間あいだで交かわされ、ここ十じゅう数すう年ねんのタルシアンへの対たい応おうを、「間ま違ちがっていなかったのか？」と、根こん底ていから見み直なおしてみようといった気き運うんが高たかまりつつあった。

　ジャーナリストたちの綿めん密みつで精せい力りょく的てきな取しゅ材ざいで、「事じ故こ説せつ」を裏うら付づける当とう時じの関かん係けい者しゃたちからの証しょう言げんが徐じょ々じょに得えられている。すべては、国こく連れん宇う宙ちゅう軍ぐんを自じ国こくの主しゅ導どう権けんのもとに設せつ立りつ運うん営えいし、タルシアンのテクノロジーを独どく占せんしてきた、米べい国こく政せい府ふの仕し組くんだシナリオだったのではなかったか……？

　もし仮かりに、彼かれらのメッセージ「託たくしたいの」を言こと葉ばどおりに解かい釈しゃくすれば、彼かれらタルシアンは、我われ々われ人じん類るいを遠とおい宇う宙ちゅうへ誘いざなおうとしていることになる。そして、銀ぎん河が系けい宇う宙ちゅうの仲なか間まとして迎むかえ入いれようとしていることになる。なのになぜ、彼かれらは友ゆう好こう的てきな接せっ触しょくを試こころみて来こなかったのか？　いや、彼かれらは友ゆう好こう的てきだったのに、我われ々われが態たい度どを頑かたくなにし、必ひつ要よう以い上じょうに彼かれらを恐おそれた結けっ果か、不ふ幸こうな出で会あいが生しょうじてしまったというのだろうか？

「大人おとなになるには痛いたみも必ひつ要ようだけど……」

　タルシアンとの接せっ触しょくそのものが、人じん類るいが大人おとなになるための試し練れんであり、その接せっ触しょくで引ひき起おこされた混こん乱らんやもたらされた犠ぎ牲せいが、痛いたみだというのだろうか？

　彼かれらが与あたえた試し練れんを乗のり越こえてはじめて、人じん類るいは宇う宙ちゅうレベルでの大人おとなとして認みとめられることになるのだろうか──？

　タルシアン探たん索さく計けい画かくの見み直なおしの方ほう向こう性せいとして、第だい二に次じ探たん査さ隊たいは当とう初しょの予よ定ていより規き模ぼを縮しゅく小しょうし、その目もく的てきも主おもにアガルタの環かん境きょう調ちょう査さと遺い跡せきの発はっ掘くつ調ちょう査さに限げん定ていされ、その呼こ称しょうも「第だい一いち次じアガルタ遺い跡せき調ちょう査さ隊たい」と抑よく制せいのきいたものに落おち着つくことになった。

　真しん実じつはまだわからない。

　依い然ぜんとして非ひ常じょう事じ態たい下かに全ぜん世せ界かいの人ひと々びとが暮くらしていること、タルシアンが人じん類るいにとって脅きょう威い的てき存そん在ざいであることにもかわりない。







　コンクリートの階かい段だんを駆かけ上あがりながら、様さま々ざまな思おもいが去きょ来らいしていた。

　長なが峰みねに、選せん抜ばつメンバーに選えらばれたと告つげられた、夏なつの夕ゆう暮ぐれどき。

　待まっても待まっても届とどかない長なが峰みねからのメールを待まち続つづけた日ひ々び。

　不ふ届とどきにも、年とし下したで美び人じんの彼女かのじょを振ふってしまった秋あき雨さめの日ひ。

　心こころを硬かたく閉とざし、大人おとなになろうと誓ちかったこと……。

　みんなみんな、この場ば所しょであった、忘わすれがたい思おもい出で。

　九年ねんの時ときを経へて、ぼくは九歳さい分ぶん、長なが峰みねは四歳さい分ぶん、大人おとなになった。

　お互たがい、まったく違ちがった環かん境きょうで、違ちがった試し練れんを、乗のり越こえあるいはやり過すごして、それぞれ大人おとなになった。

　そして、互たがいの祈いのりが通つうじて、奇き跡せきのようにぼくらは宇う宙ちゅうで再さい会かいできた。

　救きゅう助じょ艦かんが月げつ面めん基き地ちへ帰き還かんするまでの十とお日か間かん、九年ねんの空くう白はくを一いっ気きに埋うめ合あわせようと、ぼくらは寝ねる間まを惜おしんで語かたり合あった。といっても、見み習ならい業ぎょう務むの合あい間まを縫ぬって、そのまた合あい間まに押おしつけられる古ふる株かぶたちからの無む理り難なん題だいにもかたをつけて、やっと自じ由ゆうになったごくわずかな時じ間かんを見みはからっての船せん内ないデート、ふたりっきりになれる場ば所しょを確かく保ほするのにも一ひと苦く労ろうだった。

　あいかわらずだったのは、長なが峰みねが話はなし役やくでぼくは聞きき役やく専せん門もんに回まわったこと。

　最さい初しょの二、三分ぷんはお互たがい、成せい長ちょうしてしまった相あい手てとの距きょ離り感かんがうまくつかめず、他た人にん行ぎょう儀ぎなよそよそしい話はなしっぷりだったのが、気きがつけば昔むかしのまんまの役やく割わり分ぶん担たんに自し然ぜんとおちついてしまっていた。

　もっぱら聞きき役やくに徹てっしながら、九年ねんぶりに耳みみにする長なが峰みねの声こえを、ぼくは心地ここちよい音おん楽がくを聞きくように、うっとりと聞きき入いっていた。

　月げつ面めん基き地ちで、ぼくらは別わかれ別わかれになった。長なが峰みねはシャトルで地ち球きゅうへ。ぼくはそのまま基き地ちに留とどまって、艦かん隊たい勤きん務むについた。緊きん急きゅう呼よび出だしで、入にゅう隊たいまでの休きゅう暇かをすべて使つかい果はたしてしまっていたのだ。

　一ヶか月げつぶりの再さい会かい、しかもふたりが生うまれ育そだった思おもい出で深ぶかい地じ元もとでの、業ぎょう務むやうるさがたに煩わずらわされる心しん配ぱいのない、まったくフリーな一日にち。待まち合あわせ場ば所しょが、指し定ていしておきながらまだその場ば所しょにあるのかどうか、多た少しょう不ふ安あんだった。寮りょう生せい活かつをしていた六年ねん間かん、この通とおりをぶらつく機き会かいはまったくなかった。

　だけど、階かい段だんを上のぼりきったその場ば所しょに、バス停ていのプレハブ小ご屋やは、まるでぼくらのためだけに時ときの経けい過かに抗あらがってくれていたかのように、頑がん固こに生いき残のこっていた。

　また六年ねん分ぶん古ふるびてしまって、ほとんど廃はい屋おく同どう然ぜんではあったけれど。

　誰だれもいない通とおりを、涼すずしげに風かぜが吹ふき渡わたった。

　道みち端ばたに咲さくタンポポの綿わた毛げが、風かぜに煽あおられ大おお空ぞらへ飛とび散ちっていった。

　小こ屋やの前まえで歩ほ調ちょうを整ととのえおもむろに覗のぞきこむと、長なが峰みねがベンチで待まっていた。

　ワンピースにつば広ひろの帽ぼう子し、初しょ夏かを思おもわせるいでたちで、白しろい腕うでが目めに眩まぶしかった。

　剣けん道どう着ぎでもない、ジャージでもない、制せい服ふくでもない、私し服ふく姿すがたの長なが峰みねを見みるのは、はじめてだった。見み違ちがえるほど、大人おとなびて見みえた。

「どこ、行いこう？」

「コンビニ行いって、アイス食たべたい」

　わざと、子こどもっぽい口く調ちょうで長なが峰みねはいった。

「中ちゅう学がくのおさらい？」

「きょう一日にちはね。それからあしたは、高こう校こう生せいコース……」

　立たち上あがると長なが峰みねは、スカートの裾すそを直なおした。

「二十四歳さいのノボルくんに追おいつくのに、時じ間かんが欲ほしいよ」

[image: ]

　小こ屋やを出でて、長なが峰みねは歩あるき出だした。

　時じ間かんが欲ほしいのは、ぼくのほうだった。

　十九歳さいの長なが峰みねに追おいつこうと、ぼくは後あとを追おった。
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